
例 言 

本硏巧 巧は 巧 巧に 巧庶 する 巧稱 がの 嘘 段に 巧ナ るた め ' M にか 巧が W •たわん づ< 
巧 巧 巧に かける 巧 巧め 化々 の 巧 牌 巧のを 巧 的が 巧を その 妍巧巧 巧の-つ にかへ、 化ウ 
そのが 化の 勘 巧な 5 がみは これを 班が のむ おでな 巧な 巧し で 巧 < か 巧を 立てを。 この 
n お 巧の】 巧と しで •本 巧は 火 化が 度が _> にかけ S わが W 巧 W がの 化 柳の 化 巧に あた 
り 切 巧なる 即 巧の 一々 をな しつつ ある 闻 巧が ホ 削 巧の お 巧に とつて か 逸の 一巧 例と ザ 
へられる ナナス 巧生閒にづ^!, に 曲し. 巧 的が 之 助 巧を 巧は し •瞄巧 巧を が& しで 
その 全 化を 巧ら わにし わるもの •乂 方の 化 正 をえば ホが である。 

お啟 化み 問 狸 硏究所 



s 巧な w 西の 巧 巧* マレ ー かの 巧诚 、かくて ホみ はおに 巧る ぺを 化を の 巧が に 巧 面した •巧 おお 
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两 みが 巧を の 巧が にがおして 、世み 巧 巧 巧の 速な’ 大か亜 共 巧 W の 巧 立の 巧* しいせ ちがな々 と 
して 巧り 巧く。 而 して 化の 巧® 巧が ドに めけるな お W 化闲 おの 巧が にが 鹿 じ. 大が西 晒 ホが 化の 
- 美を 巧さん がな めには、 闲巧か ホ カの 增 おと 阳巧资 做 力の 巧 持 巧を を 不可が のが 巧と なす iM 时 
に > .お 巧闻 民の 生 巧の 向上 占 か巧闻 巧の ち 化の 品械と & 巧が 的な 化 化と して わる ことには 何人も 
巧 おを がむ ものは ないで あらぅ •巧る に 化の 不可 化なる 喪 かと 松 お 的なる 化かと を滿 化せし めん 
. がは めには •ホづ U て か巧网 巧の 化 巧の 巧挂 化を 坦ら なくて はな 6 ない ので あるが、 化の g 巧闲 
民の 生 巧の 巧 巧 化は •今 H の闻 巧！ ねに おして 闲 巧が おがしつ 、あるか 巧‘ の S と 巧と をち、 がる 
巧、 それは 巧な 逊 まに めける がかを が 人 主 巧め なち： a ： 自由 ま裝 的な なが ひに み 巧して はこれ を 
巧 巧し 巧べき もので ない ホには 何人も サ巧卞 る 所で あると だ ホる •かち 其 おには これに おする M 
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ま 的な お 巧と 公 巧を 施設と が お 立され 耽 施されなくて はならぬ ものである こ 占は 巧む 巧には 行か 
ない ので ある。 巧く して 化 店に か 巧网 巧の 生活 向上と 掛勞闽 民の 文化 水が 昂 おとの なめの 阴 おめ 
お 巧と 闲 民の 施訟 とが 時れ の 阿 ホを なびて なおせ ざるを 得なくなる。 巧くて 勒巧义 化の なまし い 
が逛の 峽稱の 相に、 巧巧义 化 向上の 巧 ましい 夜が 明け やぅと してね る。 ， 

化の 時に 巧して， 巧が 盟巧 巧进 にめ ける 勒巧闲 民 大衆の 掉 化の なめの 尚 ま 的大挣 巧た る Kd F 
のな 剧 とその 巧 業と を 知る ことは、 それが みして 巧 雨で ない ばかり か、# おに 径 めて ホく の I 尔ゆ 
を お 見し 得る ものが あると あム 。まし ナチ K 巧 逸は 共の 化 巧 巧 化の 其の 日 己に 今日の 欧洲 風爭を 
的 巧に なをして 之れ におへ， 今日ょり 旣に十 年の U がに 巧に 早くを 面のに 政 時® 肋に 突入して & 
たので あり •其の 巧 巧# 岸 生の 大 施設 KdF も 惟が たる お 巧胳巧 下に 於け る •むがへ を W て-切が 
な 俄あ佈 されて ね セので あり、 现 時の 货晒お 巧 下に 入る や •直ちに 其のを 來の 面目を 酱 巧し ホつ 
て、 曲 民を 巧 力のを の 巧 商と， 逆んで は® 械解 ± の 巧樹息 巧の 资挽 とに 典の 巧 息の 貫が をな し 得 
て わるので ある。 なか も それが# き 招が 巧 段の 昭 巧に がける ほ 巧を お晚 し， 义 おき 巧を 泌投の 巧 
巧に 於け る 助め ょり 抑悅 して •招えず 淸巧 をる 份 巧ぶ 生活の 创 逆との 勞 文化の 按設 i に 共の 里 K 
を 姑え' 化 店に その 目 巧を 沮 いて & る 所に ナナス 巧审 をの 巧 巧と を 化と を篇ひ おる ものが あると 



由ち 彼 化 夫* に# の闲 巧と 民 おとを 巧に してね を 化に a かに 彼のを とする 巧を u て# の 端 
'忆 巧って U て かが 巧と をす ことは 的來 じい。 さりを がら 今や 西南 太平 巧より 洋に 及ぶ 巧大な 
る 新 天 巧を 巧が が 力 旧 巧に かへ て、 获の 南义の 大開搜 によって 大あ亞 共巧闲 のを 巧を 巧 巧す ベを 
一大 使命を 沿ん に まった を 的が 化の 巧な 速 巧の 巧せ たるべ を 人的 巧 村の 巧 塞を あ ひ •そのな めの 
勒 をち 化の 岛 おを 巧 ム るが、 KdF のば おはち だ 毎い 他山の石に 化する であら ク ことは おかで あ 
る • 

巧ん に. おが、 KdF のず を おく 人は がくはなかった 。がるに 夫れ にも 巧らず そのを 巧を 傅へ • 
, その 括. 趣を 巧 かする 苗に まって は、 巧ん ど 之れ に 接する を 巧なかった はが 乏しくなかった" それ 
化の KdF の 事を 恼 巧に 体 ふる 巧の ホガ なの W にを しむざる にがる ものでは あるまい かと おそ 
化 おにな は、 ナナスな 椎 のな 立 前 巧に を刊 されて、 巧な 巧が なの 後 「巧 逸な « 巧 お」 の ホ 立す る 
やその お關 誌に をり •やがて KdF のが 立 さる、 や 更に 共の 巧閒な ともなった，， Arbd 否 rti : 

巧 (巧 二 旧® 巧) を 共の がけの 頭 初よ P 今日まで がを 十 年 閒に跨 0 て 巧® し •それに 二 己の 脚な 
巧を 參 照して、 典の 巧 巧と ま おとの 巧 巧 t がか せん 主 おみた ので ある。 唯 だ 化の な， 巧 かがが を 
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におげ たるが 如き お巧大 ホに おする 巧 巧と 宜傳 とを 目的と する 册 子なる が 巧め に、 巧々 が歧も 夕 
く 知らん と 願 ひつ、 ある 巧 巧め 巧が 巧び がな 的 編ぶ、 計 おめ 企 か 及 ぴが镇 の おにが て+ 分なる を 
得なかつた 巧は 止む を 得 ざり し 巧で あるとは いへ、 巧は とせざる を 得ない ものが ある •巧し なが 
ら 巧て 化 艦に 化の 小 術を 化に 送る 巧 £3 は 巧 ー ホ獻洲 大巧な お 巧と あ 望との どん底に 巧な せしめら 
れた巧逸を規^かにセ， 八年の巧時日の間に巧々しくも闻おに巧をさしめて、 今次の映洲巧爭 
に 煤 化して 八茵六 巧の が 闲に尙 ほが々 の 餘 おを 示しつ、 あるが の 现 がを 巧を 上 ザ か 礎 おの】 0 が 
巧に 化の KdK でみ ると いふ 事を 巧ら かにし ょぅ もす るに あつたの である。 もし それ 化の 小冊子 
が 世の 巧 巧义 化を ち ふる 人々 に 一 かのを 考を 供し •文化 化 巧に 就いて 施 巧す る 人々 に 若卞の 巧が 
を呈し 得る もの ありと すれば •まことに 望外の きで あると いはなくて はならない。 

昭が トセ 年 一巧 

ま ホ 誠 
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历をせに南く八年， 巧かもお驾一卒は肤がをな化ホがホだせて經 
: 樹中忆 立ちながら •受て 股 胡な窒 はを りは 者ろ ミす ベ 
のでぁる。 义も创設後巧く五年を«て- が業頭巧の文キ姐りのま 
1*21,^^:1^'な^^い々い で田おのがやかしい巧に巧をなさんと卞るに巧し， 央かとしてお 
を 集 か IhHgS - T 亞 ホの 乂蝴裙 にな 面して •がの 計晝 の 多くの 部面が 改»义 は 巧 化 
を换篇 なく むれ 卑 .4^ がの 巧では あった けれども •曲爭 といん 祝が®、 巧帖了 W 房 生活力 
び ホ ホ 生せ のがしい 化 巧に 巧 姑して •化の 組 巧は 化の 何 化 も 义 する こと すら 巧し おなかった 
尊く 坦 ましい 仕が を t « し 且つ これ を巧 がに なわして わるが 货 にち する ので ある • 


|>|化度な く さ れ たみは 卑.4?^81 


# 反 


ホ R - 〇 

巧- KdF の 目 毎 

共の 設 化の 超過、 がの 機巧 成び が お 等には いては、 3 下 本を めで 辞しくな がせん と 化する が、 
化 おには 化づ U て KdF の y 巧を 明らかにして、 それが お 巧す る 巧 逸の 巧 巧， がち 巧 あの 巧 化を 
巧び 度 民の 生活に おするな ホ 巧き 且つ 聞 到なる 用な に 立つ のを 巧け 左ぶ おとに 巧つ て、 巧し を 巧 
逸闲 民のを 巧 新 席 制の 構 巧ち 卽ち巧 故な M 括の 建設に 杏 巧 甘ん とする 巧 力の 方 巧を 巧 示し がら 
ん となす るので ある。 

ナチ K 巧 あの 勞扣 颗は勞 低は 巧 巧の 手段に ホず、 义貧银 にれ へて 取引す ベを ものには 非ず して、 
巧 巧 お M 巧の 随 化に おする ホ 化で あり， 作萊 はな 品を 作る こと fc 日 的と すべき ものでは をくて、 
人格の 巧 巧でなくて はなら めと いふ 巧に® 巧して ねる。 化の 巧 的 巧を jea させ やぅが 巧め には、 
ホづ なて 巧 巧す る 巧 巧の 生活を 巧へ、 これを 巧 かに 化み 立て、、 あ 巧 M 巧のを 巧と 巧 巧 主の 脚に 
巧し い 唐を ある 結合を 招來サ しめ， U て 巧 册は巧 巧で ホり、 勤 巧は を おで ホる とい ム宙 5 .觀を ゎ 
巧 巧して •巧 巧す る W 巧 佑ぶ の閒 に巧册 毎を， 巧 化 お 春 •巧 化れ をのを fc かがと して 汤を 上らし 
めを くて は をら をい とちん ので ホる •がるに 勒巧 する W ちの 生 巧には* 巧 巧を 巧 •な 暇 生 巧' ぷ 



お 生 巧ぶ ぴれみ 生 巧のを 面が あるが、 夫 等の 生活の み* の 面に 巧いて を 狂の 施 巧が け はれ •上 化 
の 目的のを 巧に を 力す ベを であるが •其の 間に あつて、 生 巧の 夫 巧の 面の 中へ 「歡 «」 を 押入し、 
「板 巧」 t お 入す るみに 位つて、 化く ことによ 0 て » ら さる、 巧 巧' 巧を fc 囘 巧して がしき 巧 日 
へのが 逆 力を 巧 得せし め， 化 巧に « 苗 t * たしむ ると 共 K 、 «びを 共に し 楽しみ 色 おにす る 占い 
ム がに 巧つて、 化の 勘 巧 ずる 苗 巧な 友の 問に ちみな 巧の 持 神を 巧え 上らし め、 巧扶格 M ® の お 巧 
にお 意を なかしめ やゥ とする 一つの 巧 力が 生れ 出で た •これが がち KdF の 事 まなので ホる •> 
巧つて KdF のま ホの 巧巧領 巧には、 化 巧の 巧は る、 お 巧の 巧 巧を お值し 美化す る ことによ つ 
ての 巧の 生活 その 向を 快 巧を らしめ るが 面と •おおの 生 巧を 合目的に 且つを もを 巧に# 巧す る# 
たよつ て⑩ 旁す る 田 民の 生 巧に みかなる お 調を 持ち 巧し， 生活 巧を &« 古なら しめ、 なて 曲 巧 H 
巧 巧みの 生活の 文化 水 巧を 向上せ しむる ホを 巧す るが 面と がちへ 得らる、 ので わるが、 みに 化の 
を ホの 餘晤 生活の 巧 巧には 特に 多大の SS ： が 懸けられて わる こと t 巧らなくて はなら »。 

ナナス 巧 あにが ては、 巧のを 新しを 世み 觀 人生な において 組 猫す る ことに a 大巧を を 誤め てね 
るのと 巧 ホんで， が 巧の なお 化に 左 大な冉 むが# せられて & るので ある •餘 居た た S ならに 費 巧 
卞 るに 化かせ、 もしくは 巧み お あなる 手段 t なで これ 左® わ 巧す cifcu て W 民生 巧に 對卞る 一 
巧】 KdFS 目な 二 


ホな こ 一 
巧の 目 濟 である ことを 指が しで、 これを 有 息を に# 化して、 勒巧 する 闻民嵌 友を 闽 巧を おと 巧な 
におを させ、 かくてな 等の 刚に 己れ も ホ •せく 巧 巧 ある 閣巧お 巧 席を 巧 ホ する-貝 であると いふ 
意 谦をお 起す ぺき であり， 此 おに 筋勞卞 る闽 ちな ホは 田 民 的义化 的を 酱展に 巧 典し •灼 巧のを « 
めを をに を 加す る* がを*! らる 、やぅに せわ ば をら めと ま 張す る。 化って 此の お 暇の な货 化の 巧 
めには， 映 «‘ 巧 脚 •昔 巣、 巧 おちの 巧 術 的&提 が 巧が 大 をを 役 曲を 巧 ホる ことは 五ム まで もな 
い 巧で ホる けれども •唯 だ それ ホけ に 局限 さるべき ものではなくて •十分を る お 宵 的 肋 化の 下に 
进稱 さる、 K ポ I ッ、 ハィキング 等の 拓巧 のがけ も ホ、 忘る ぺ わらざる もので ホ 5 •化 巧. お ■ 
のれき 4 十み にち へらる ぺ をで ホる。 みに 化 曲 巧を の 馈 生の 美と、 其 おに 住む 宙族 のま 巧と にお 
する 巧は 租 巧に 巧す る 巧き 了解と お 巧 的な 巧と を お 壬し むる お 因と をる もので わ 0 て， £ れみ爲 
めの 化 巧は 十み 大 をく 巧 巧され て 可を る ものである • 

3 上の かくであって、 化の が ホを 巧 おせんと する 巧な たる KdF に 特に 「協时 巧」 の お fc 话し 
た 所な は-化の 施設を 班しても 亦 > 巧 扶協问 巧の 度 現が 可 巧で あると いふを ホ 在ので あって •巧 
卞 るに 化の 施設を 巧して 民族 協同® の K 琪に 到ません とす k •所に 化の 事業 本 巧の 息 巧が* かれて 
'ゐ るので あ P ， 化の お 巧 日 巧を をれ ては KdF の 巧 ホは IBS を* おおと »ぷ をき ものと なりなる で 



♦ 


あらう。 

ゥ ィリ—. ミュラ ー は 「 KdF のが 神と 巧 化」 をな ベて ホの 化く ちつて わる • 

「 KdF は 個人的 巧 段を 目 « まし •巧® ぶの 生 巧の 中に、 お 巧へ i 巧を 進む 巧し い 力と なつ 
て 巧 はれて 巧る ものを 巧 開 さ ホる のけと ならなくて はなら め。 巧い 手段に ょ 0 て 巧 驗の世 巧を 
お 作る こ i がおかる 巧 かる 力が 巧 助して 石る 巧では、 化の 力は 唐が 巧め られ なくて はならない • 
現れ 闲 巧の 間に 巧まして ゐる巧 文化の 世み 巧 は 巧 あを の 描な からして 創 P 出さる ベを であつて， 
化の 時に こそ、 做く 人々 は 己が 化 お fc 認绝卞 る ことが 巧 巧る やうに を P . 唯 わ 主な 的を 生活 巧 
巧に ホる 肖々 の 生を を 巧 巧 主 ま 的に お 巧す る 巧け を 巧る ことが 化 巧る •而 して 巧ら に 彼れ の 生 
巧の ま ホは S 商の 命令で ぁ 5 •同時にを なのを 栋 でぁる 巧め の 中に 巧 P なつべ をで ぁる。 巧 か 
るち へち は 人を して 自 々のな 命を ち 巧の 中に も密 ちす る こ 主が 化 ホる やうに させる であらう。 
KdF は 劈が をのむ « そのもの、 巧め の、 巧 おの お 族ょ J する 巧し き 文化 お 巧の 巧め の 田爭な 
ので ホる。 をし お 巧と 化权 とは 巧 化 H の披巧 £ 前 おとして ねる がせで ある。 

を友椅 神に ぶつ 巧 働の 確 おと、 同じく か 友 巧 神に 立脚す る お 暇の 怯 巧® 験とは 合を する。 ま 
ホの 中忆 社み 生な 一 おの 巧を がな はつて たる • Kdr の应上 及び 巧 上の 化けは せ 迪の意 ホの 围 
ター Kd F の 目 巧 一己 


1) Willy Moll が ， Das sasiale Leben Im neuen Deutschland. 
S . 1 抑一 190. 


お 巧 巧よりも 遙 もに 大きい 息 味を 持つて ゐ る。 か ちその 巧 値は 巧 輪^の 種類に あるので もな 
ければ、 义 をの あ 巧の 月捂 にある ので もな く、 唯 だ】 におつて その 協 村 巧 おに あるので ある。 
白が より 巧る 大 なる 巧が こそは •巧 友 巧 神に おする 妓 度の 前提を 巧 ふるもの である。 巧く で 族 
園を ミれ て、 しか 妾 巧に お 管る、 此の お 巧に 警 •なを 生活 巧 化の 道が 費れ ると 
言 ムも迪 音では あるまい。 今やが しい 义化 おがが 行は れんと しク 、ある。 而 して エを 人口と S 
柔 人口と をして 時々 相互の 生活法と その おがと をよ く かお ませる 事に よつ-て 、波 等の ぶ 曲は 《 
げられ •同時に 文化が 造 的 t 巧 力の 萌芽は 目* をされ る。 

S いお 式 QK ポ 1 ブは KdEQ 巧 助からが め 曲を ちそして 今 ni でち 個人的 據 まら 电 
巧莱 巧を H 巧す 共同 巧ち が 生じて ねる。 ち 巧 人は 么を稱 して ナ I ム •ヴ ーク よを クで わる • t 
れは依 友 ま 巧 的 策み なので あ 0 て、 それは を 早 巧 人の レ ドに 巧 はれる ものでは をくて、® 
招の お 巧に ま はれて 巧る ものである • 

此 をに 巧のを は その 巧 の お驗と 餘巧拓 なと かぅ 巧し い 文化な おの 梅 巧 おろして、 义獨巧 3 
义化 生活 Q 共 徊巧居 と 5 活」 5 るで 重 ミ 主を 累畜 器は 巧 待して 

わる。」 


第三 s を 巧 働 巧な における その 化む 


KdF は巧迪 巧® 巧な の 中に がける 一旧乂 なるお 宙で ホつて、 そのが 立に 就いては 本*^ - ザ 
.に 巧述 せんと ホす るので わるが、 化 おには それが 巧逸勞 衡巧媒 にがて か 何なる 化 化た 占めて 姑 》、 
义か 何を るな をを がして わる かを 巧窠 して 見やぅ と あん。 

一九 一三 己年 一月 一三 十日 ナナスな 權 がな 立して‘ 其の お々 日の 二 巧 一日には ヒ ，トラ I は マイク 
の 前に 立つて 枯 が舊拓 制の 3^ 的が 巧の か 息を W 民の かに 巧 巧し セので ぁる。 かくて ナナスは 巧 
を 移さず その 年 ホ 抱 ホし わ セる 共の 巧 曲ち 巧の 货现に f した。 巧しながら それには 十み に 周到 
'なる 巧 唐と 扭め てが 立を る 手段 占を 併せて 巧を のを 種勞® 化合 あび 資本 巧 W ® との 巧 巧に 化み、 
巧衝施 巧* 組の 把握に 巧 力して ホた ので ぁるが、 四 巧 初甸に まつて ヒ ，トラー Si * はを に ナナス 
巧 化 滞が 長 プロイセン 巧 巧 問を n I ベルト •ブイが かに 『巧 进巧化 巧 寒げ 巧を 貝 含"』 の 巧ぶ 古が 
をと をを をす るに まつて 巧く がの モ 巧が 明確に な 0 て 巧た。 そして ライは なのかに わを の巧冉 た 
逛んで巧安巧をを#巧し《 巧化糾合巧顆の解巧はセでマ ルクスま巧巧化化合のお本的巧«にょつ 
ての みむ はれの るとの 信が の 下に 化の 計晝を おめ たので ホる • 

,> 冷 二 «没々《« なに かける その 化な 一 五 


船な 

〇 のの 


# な 一々 

かくて 音 一 ち 新しくな 带 忘て 定めら た 高 巧勞街 叙」 の 第 I 罔に なつて •的 養宜巧 

K 巧は 「巧进 閑 おに 吿 ぐ」 とい ふ宜 音に がて 

「巧 術を せび、 巧侦 おを がへ I 额と をとは 巧 結んで 巧き なし 巧ざる I 巧を 作らねば ならめ。 
巧の 送鬟 、錢跑 と 劈の 傍の 巧冀 、巧 巧 室の 寞 、病床に 学る 話 •段 計闻 にがす る 

.技師 •彼等は 朽 、巧ち 巧が おにぶ クて闲 巧と その 將 ホは 凡べ てに 立ちが る もので あり、 を 人は 
己が 立 おに あつて 祖 阀去從 つて 公な にがおす ぺく也 巧え して わるものを 巧 ふとい ムお をな 就す 
るで あらぅ.：.- 

と 述べて •ナチ K おおが お 巧に 目 巧卞肚 みな 巧の 方向を 巧 巧した ので あるが， 其のな 二日に がて 

ち 己に 巧 巧 一十一 日に ブ ふた 把 命令に 化つ て畜迅 語に マルクス ま ち雲 組な のを 的な 
满 をを だた。 そして 留 には. ライは 蹇窒舅 澄 合、 巧 逆が が 化 窠担合 等々 巧 於 一切 

のが « 化合 及び 巧 お 生 巧ぶ 組合が が H を U て 巧 化 件に ヒ マトラ IQ 巧 巧の 下に 立ち、 巧を 巧仿呆 
巧 化 わを 贝み のか 令 下に 服す る こ 占、 なつた 旨を を あした。 而 して 五月 五日、 ライは 化を に 巧を 
貝み をが かして、 今を の 化が を® < 1 切の 巧进 人の お 巧 化な である 「巧 逸 巧 的® お」 に 巧ね たの 
である。 お 月 十日、 巧が は ライを 化の 巧 巧 巧扣找 がを W お 巧を にを がした。 巧くて 化 巧に 巧 巧 巧 
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阳お械 がが 立され たので ある。 

巧 逆 巧®® がは か < てが 設 された ので あるが •其のな 機巧 脚のを 巧までに はみ モ 面への タカを 
化 おとし •巧め に-年な 上の 日子を がした ので ある。 

巧る に 其の 年の 十一月 十二 日には 阁 み 强 貝の 莲 辛が 巧 はれて、 ナチ ス はを 因は 黑の义 巧 二み を 

度て.： 基を！ 6 した Q でを を、 こたり キ月忆 して 王ち 子 セ 日 K 巧 逸巧發 がを 舊害 

ブィは 共の 組 おの 巧 忆 「ナナス 拍 M 陋 rsj にょる 力」 ( KdK との 大きを 巧# を技沮 する こと fc 

喜-^ た G ! で堇 。而」 て泛議 息 下 差 萬 K 笔 S 言 蓋* 翼て へ* 謹 的な 巧 

展を •遂げ、 美 素 お 達を 季に 至クた Qs るち 巧忆涅 I 奎四年 十月 丰 四日® 愛を にめ 
て 巧逸勞 霞な の 畜を目 括が あを される に 至り' 共の 巧 八が 第 I 巧に 

巧を 货® 取紛ハ 「ナナス」 協同 巧 「巧 二 3 ルカ」 ノ资 田を タリ 
の 一ながかへられたのであつて、 化おにに4正の巧巧巧の«说にめける地化は^8^し、 お暇巧用 
の ホ化設 たる Kd でのれ 杏が 巧！^ 化 坂が のまに をを まれた ので ホる • 

がるに 靈勞 靈な寞 Q 雲 Q 8 制を 娶蠢」 T 、 一九 一一 一罢 一月 交 6 芝 陣慧お 
巧を け 6 今日 Q を 囊妄忘 至 ミ Q で 至が、 己れ 6 I 丸 III セ 年ょ 6抬±る 巧卖 四ケ年 

巧 二 《 边巧働 に 於け S その ホな _モ 


# 度 】八 
計 巧に 巧 おせんと する ものであつて > 其の 中 持に 注 息す ベを は r 化み モ おの 巧が」 と r 生活 An 
の 向上」 とい ムニつ のま 巧单 案が 口が がり 化された こもであつて •巧のを ホの 中に KdE のを 事 
が 巧 入され たので ある •今 > 化の 巧 逸 巧 働 おな 中央 其務 巧の 巧 巧を 示せば ホの かくで ある • 

巧 逸 巧の 巧 おを 闻巧 巧を —— ナチ スを W 組！！ がを 巧 巧閒ロ ー ベルト •ブイ 巧 丈 
巧】 主が 部門 削な 巧 


巧 二 まが 杂 まが 巧 巧々 巧 


巧 一二 まが 事 菜 部門 組據が 
巧 巧 ま 巧 お まが！： 人 ホが 
巧 お ま 巧が 荣巧 巧ち 巧が 
巧 六 まが 典 まが 口れ 會 やか 巧が 化 


巧を 巧 
巧 巧 巧 


巧 貪 巧 
杜 みめ 自あ诗 


法 巧が がが 
靑年巧 
巧 人 巧 
闻 巧を お 問 ほ 

巧とまがホ柔が巧 生巧*#巧巧上が 

典柔 おち 典 ホ 巧 導 巧 

两巧お 化：！ 

、住を 局 

ナチ ス炫 M ® 「 KdF 」 

巧 八 ま 巧 巧 巧が 門 巧 巧 巧衡巧 ながなが 
巧 化 ま 巧 事業が 巧 巧 ng お據投 なお# ぶ 索 巧 巧が 巧 
巧 十 主が 事業が 巧 巧 逸 巧 か 巧 献エ巧 突撃 お 
巧 立が おが 口 

巧 曲雜巧 お 

第二 « A 々 ttfiMS にめ ける ホの 化に 


ホ 反 二 〇 • 

を 傳局 
巧 巧 科 學巧究 所 
技巧 科を 村 
四ヶ 年か玄 中央 局 

右の通りであクて、 巧逸雲戰據のな織巧部に於けるにをの化谊^^知るこ去化までをら 
ク〇 

化の 餘暇 利用 施設と しての KdF が 一見 悠 ちなる 事 索で あるかの かく にぶられながら •ナナス 
なおが 檐の その 年 •從巧 マルクス ま 溝の 巧 導 お 巧の 下に 固められて ホた 巧の お 制を 11 巧して •其 
のお鸿 の 間ょり 新しき 巧の 巧が お 系の がを を爲 さんと する 巧め て夕睾 なる 巧 巧に 常つて •府 巧へ 
の 巧くべく 大 規樓窒 企き 下忆 、そを を ホて 力强 さおを を爲 さしむ る忆 至つ た； ス巧 
逸 巧が をの 蔚 眼と 连識 もに 巧甚 のが 意を ませざる を 得を いものが ある。 而 して 巧 逛 巧衡哦 なが 巧 

季る獨 證覆蒙 雲 生 愛び 客 塞 兵 お 含 基馨空 夏 だ 了 > 彼爱 巧 化に 

巧献 する 所が 甚 ダが < な いので あるが、 化の 閒 にあ 0 て KdF が 彼等に 巧す る 巧 乂のお 力と 女ク 
て わる ことは ぶ 巧が す ことの 化 巧ない 巧 巧で あると をはを くて はなら め。 化 逆に Kdy の巧羹 


Opera NazkmaJe Dopdavoro 
ぶ ach der Arbeir 
OperJ Nazionale Ralilla 


o のみ 


概戰械 に 於け る 大きを 息を が 巧は つて ゐ る。 

巧 |二 F ッポ ラヴ ホ— 口との 差異 巧 

巧 逸の KdF をち へる 巧 > 直ちに 巧 起せら る、 ものは フ 7 シスト 巧 太 利に がける を 巧巧扣 化な 
である ド， ポ ラヴ ォ— 口を 業で ある。 否、 それの みか 貨は KdF のが 鼓に 巧して は、 化の ド， ポ 
ラゲ* la 事 菜が おも 大きな 剌が となり、 义ぞ 力を る 範例と なつた ので あつて、 おわの 程は をく 
化の 巧を 方に 則つて 組 煤、 夕稱も ド， ポヲヴ * — p に 因んで 「巧が のをと しやぅ とまへ おへら 
れた 化で ある。 がしながら その 考へ 方は やがて 乘り おえられて、 をく がしい ちへ 方の 下に > そし 
でを が 滴 削 的な な媒の 下に Kdr が 卸り 上げられ たので ある。 今 •化 おに Kdy が ドブポ ラヴ* 
1 口とか異る特あをお摘して、 1 巧巧褲ならしめやぅと思ムのである。 

共の なめには ホづ ドブポ ラヴ* IP の举 をな 巧に お 明して おかぅ。 これは I 丸 二 石 年 卽ちフ 7 
シストの 羅馬進 巧の 一二 年後に •靑年 おちを 獻と 巧ん ど 巧 時に 细教 された もの か あるが •此のが は 
フ T シストのを 巧 征服の 典 索は 尙ほ 進行 中であつて、 伊太利の 执 おを 巧が まだ 彼等の 陆 巧に 巧ら 
卡は 立つて ゐ をかつた ので ある。 化の K は巧进 にがけ る ナナスの 政 巧 巧 巧とは お程舉 巧が 巧クて 

摩 一ニ ドプ W ラヴ * J I 一との さか W 一二 


巧 技 1111 
ねる 摩を 注な しなくて は をらない •卽 ちフ 7 シストは ホづ U て 巧のを を あ 巧を ホ 方と して® 巧し 
をくて は をら をかつた とい ふまから して、 而 して 之に かふる に 曲ぷの おを 巧が として 之を けムに 
は 化 おな をに ましかつた とい ふせ 本 的な 理由から して、 ド 7 ボブ ヴ *1 » は此 度に 巧自 の 度 巧を 
おせざる を 巧を かつをの である •共 おで# 太 巧のを 地に、 みぞ や ホを を お 巧 企業が 先頭に 立つて、 
おお 利用 曲随 をが 描 させて 之を を理 するとい ム事 になつた ので わる •おつて 化 等の 四 巧は 夫* 自 
由を 育 巧を 遂 ぐるに 至 0 たのであつて、 其の 閒に杭 一 的 & 基 単を 巧つ る爲 めに、 ム 7 ソ リニ I は 
ブ ァシスト ままに 立つ お 吸 利用 脚 巧のを おを H 接.* ぶ妃 おの 下にな* サ しむる 巧を をを 布す る 
に まつた" をして 共の 後み 化 方义は 大きを 地方 曲 巧の 閒 には 巧々 とドブ ポブヴ ♦1» まがの 投立 
をぶ る やぅに をつた ので ある •なし そのな 咨な理 は 大巧み 各自に 巧 立であつて、 其の 大« の 方 か 
fc 曲しての み羅 おにが ける 巧 ホ 化成 部に な « して わると いふな 從 にを クて& るので ホる。 

ド 7 ポ ラヴ* la のみ々 か 二 巧 巧であつて、 これが 享 まする 特權は 何で あるか 主い へば •其の 
一つは を 貝は 夫々 共の 巧 « や なおに なじて ~ 巧の ドブボ ラヴ* IB に所屬 し、 その 資格に がて 共 
同 ホー ム、 A な、 田游 巧、 巧すな、 スポ ー ブ おを 自由にが 用す る ことが 出 巧る し、 補 巧 
にを 化し、 ち巧會 、觀 W をに おむ ことが 巧 巧る •ハィキング •ぶ ♦ホが にも か はれる し、 政を 的 


又は 文酱 的を 巧が にも 出席 出 巧、 が々 の ド 7 ポ ラヴ*— uw に# わされる スポ I プ をに も參 かす 
る ことが 山が るので ホる。 共の 二は 一胺の 巧が 构 .例へ ば 映 S や馈 脚の 巧 巧には， ド 7 ポ ラゲ* 
1 P の#々 斑を 提示 すれば 入 おおの 非 巧な 抑 引が まれる し、 をれ の デ パ I 卜や巧 巧では 一 削の 削 
引を 巧け る ことが 化來る やうに な 0 て わる。‘ 

巧し 化炮で 注意し なくて はならぬ ことは 傍 太 利の ド ブ ポ ラヴ ♦ 1 口が ファシスト 巧 太 利の 巧ぶ 
巧 系と 掛應 じて 化を まを 的で をる とい ふその 性が である。 がの 巧め に ド， ポ ラヴ* I 。 のをみ 其 
が餘 りに 夫々 の ド 7 ポ ラヴ* 1 口に 結びが けられ 巧ぎ て わて、 巧の 巧 展が巧 げられ てね ると いふ 
巧、 をして を々 の ドブポ ラヴ *1 a が 巧らず 化べ て § しい 商 さのを 達を して 同 t やうな 巧 勤を 
してわない 爲 めに、 多くの ドブボ ラヴ* 1 口の 間にを の 仕事と その 巧果の 上に 甚 しい 巧 劣の 寒を 
を じ來る もい ム举 が投も 大きな 肤陷 として 巧 摘され なくて は をらない •そして 巧 逸の KdF にぶ 
る やうな を 巧 逸 か 勞 M 腔が 一!^ しく 利 巧 するとい ムお间 をを とちつた やうを 供巧按 問の みを 巧ち 
して ゐ ない。 そして 化の 稼に 化合を 巧 おとす る ドブポ ラヴ* 1 。 は 其の お 貝の おが 限られて わて _ 
おお 利用の 十み を 施設を 望む ことが 出 巧ず‘ 例へ ば 映を お、 的 おの 利が にしても、 十分に 巧 ぉの 
主張を 通す こを が 巧ないで、 墓 一 おの 巧 巧 — をからを つて 餘 りぶ 服 裝 ない 玄も 

第 己ー ドサ ボブ ヴ * J n と 《を 巧 K • 一ニ ニ 


巧 お 二 四 
ある^ — を 利用す るょり 他ない とい ふ 巧な も ある •化の 快 お •化の 巧 化を 巧 おして、 巧 巧に 近く 
巧 巧！！ 一: 抱に 文化的 挑路 のを 岡な お 底を 巧 築 するとい ふ大 任務を をけ する ことに 巧 巧して わるもの 
力货に Kd r なので ある。 ド， ポ ラヴ* 1 口 ふ KdF とのな がの 化のを 異 おは 度々 になわて をく 
め 示 巧を 巧へ る ものが あると 厚ず る • 


第】 章 KdF の 成立 及び 展觸 

ナチ スな椎 の 巧 立、 引き 巧いての 獨 巧お奶 取な の おぶ、 そしてが の閒に Kdp が剤設 される 迄 
の 城が の 經逊は 己に 巧說 中に 巧ぺた 通りで あるが •此 おに かしく 祥が にがの 巧 立を 時の 巧が 等を 
紀 して 姑 やぅ 去 思 ふ。 

一を 号 卒お旦 一日 マルクス ま 寒 的な® 組合を 西 おしてが おせし ろ 階な 闲爭の 理論に 立つ 巧 
柄 おを おおして、 巧 お H おに、 巧逸勞 が 巧糕の おはに 巧り 的した ナナス 巧 風化 巧は 其のを 括 まを 
のが 扶路 ：一： の世拌 巧に 立脚した がしき 巧の 巧を 巧な し、 みの 下に 巧 助を •お 化 お 巧び 審業 をを 打 
クて 一丸と した 經咨按 M 巧の 御 鼓への 巧 进を舆 らに巧 進した のでを るが •此の 時に おも 大きな 巧 
題の】 ク として おり 上げられた ものが •此の お 巧 おの お 巧 巧 巧の 問 酉であつた が、 化が に 於て 直 
接の® となり お 例と なつた ものは 巧に かの フ 7 ， シ-か 太 利に がける 餘晤 利が 巧 構た る ドブポ 
ブヴ *1 口で あク たがは 己に が 述 せる 通りで ある •巧く して 巧の なめには おの 仔 太 巧の それ 忆則 
第一た KdF の 巧 化及ぴ K 巧 二 お 


が 一章 KdF の 巧 立 及び w 巧 ご ホ 
つて、 がのを 稱 まで もえれ をは 巧して r が胺利 W おお r 巧が のが』」 とし やぅと した 化で ある。 

がし 保 お 利の ドブ ポブゲ * II 一とは 異 つたを おと •從 〇て異 つた 巧 制と を 採る であらぅ 此の 巧 
逸の がしい が おには、 其 おに 刖なあ 稱が與 へられて、 刖な巧 辟が 巧 げられ ねばならめ 聲 がを がに 
ち へられて •をに 「ナチ ス按 M 棉 r 化に ょる 力』」 の おが 巧 へらる、 におつた • KdF と ドブポ 
ラゲ* 1。 との 羞舆 にないては 己に がに なべた 通りで あるが •ドブ ボラ ゲォ 1P が 今：！！ のが 曲の 
がの 化 巧の お 巧に 主眼 化を 祖 いて わるのに 巧して、 KdF がな ちを 班して 巧 HQ が 趙の绍 めへの 
力を お得 せん 主す る 巧に •そのが 著の なを、 心理が 的を な 菜の が異が 認められ 妈は しまい も。 

M 年 十一月 十二 日の 巧 選 巧に がける ナチ ス なの おおの 完勝は おに M 巧を してが のがが の 完全な 
るが 巧への 巧 おと 決む とを 巧 ホ しめたので あつて、 问 二十た H ホチス な 尖な 义び 他の 公的 組瑜 の 
巧 拇的概 おに 關 する 棋逸 巧が 锁 がの 特別 か 茲が閒 催された のでみ るが、 巧の が 上で 巧 逸 巧の 戰な 
を闻指 巧な ロ ー ベルト •ラィが 古が KdF 削設 のを 言を なした ので ある。 

今 化 おに、 ナチ スお 巧結脑 組織 9 巧 おとが 瞭 のな めの 拽齡 巧と して-丸 S 1 年 ご 一巧】 日に 削刊 
され、 巧 逆 巧揪戲 線の 巧 立す る や、 巧ち に その*^ となり、】 九 S 六 年 十二 巧 十五 日が W 降は 巧 
i 衡お械 及び Kdr の 公の 超と なつた 「アル バィ テル トサ ー ム」 茲の KdF 特 がが とも 稱ず 


1) Fderabendwerk ,Nach der Arbeit^' 

2) "Arbeitertum" 


る ことの 化 ホる】 化 ss 年 十二月 十 KH がをお 0 て •がの KdF 御 立を 阮 にがけ る 一 おの 栗へ 方 
とその おお 込と をな はぅ と 思 ふ。 I 

巧が には ホづ ゲルハルト •シュタルケが 「ナチ ス變 革の 特 巧を 现は せる 巧 逸 巧 か 度が」 と 題し 
で、 巧 逸 おお 巧 線が 闲 おを 巧の 巧な のま 持を 得て 巧 立し 巧つた 經进 をを •へたち 

「巧 民 换村掩 は ナチ ス巧 をの 特巧 としてい ょ*^ 巧 巧に なり ホる 合言葉で ある •蜗 民お问 巧は 
巧 だに 信仰の 吿 白と してではなくて、 正に 货巧 としてで ある。 巧 逸め を 巧が どの 範圍 にも 巧 巧 
し來 る】 切の ものに 何人を も 多 巧させる とい ふの が 巧の 识 おお W 馆の 結果を のであつて •これ 
は ナチ ス换 村 稍 KdF とい ふ龙大 なお 莱に がける 程 明瞭に あはれ て わるものは 他に をい ので あ 

る •をれ は少 巧で なく •一巧の 菱 質の 文化財に を 罕ベ妾 あり、 一切の 勸く巧 逸の 人々 

が 己が 風 巧の 美を 紙り 巧ぶべき であると いふ 化に 於て 巧 逸の お 暇 巧 巧は が 太 利の それと 異〇て 
わる。 巧 逸の 勞が おは 巧々 におる に 信が をな てした Kdp の お 暇 巧は は 之れ に 巧す る 巧 おの 
あ禮を 彼等に なすべき である •卽ち ナチ ス變 をは 彼等の 爲 めに 水久に その 化 W にがけ るず おの 
お 巧を 巧 ひかつ たとい ふ 事を ちら 認める であらぅ からで ある。」 

も r みつて わる •これに ホいで 巧 お 五 個の 論 我が 巧せられ て わる" - 

巧】 た KdF の 巧 ホ 及び 》 閒 こ セ 


り Gerhard Stare お Die Deutsche Arbedtsfroat im Ztige der 
iiationatocmalistische Rev<^utk»L 


か 一巧 KdF のは ホ 及び 》 巧 三 八 
一、。 1 ベルト •マチ al ク 「フ 7, シ 《 の餘暇 組 措 • K ブポ ラヴ* I a - 

一一、 棋ホ巧 ± H ル •コンティ 「お 暇稱 おとが 民 健が」 

一二、 ォ スワルト •レント ロ ー プ 「音楽と 餘収 巧ぶ」 

巧 •フランツ •グ ー プ ミー ー アル：- 度 村に がける 巧 巧检 村巧」 

お、 ル ー ドルフ •ライ シブ ヒ 「おを 適して 力、 巧を 姐して 光明へ I .」 

マナ ュ ー クの 論が はが 太 利に 於け る餘股 利用 組 おで ある ドブポ ラゲ* 1 口の 戍 ぶと 帮 業と 
を おかし、 これと 今を 削 立され を Kdy との 第 おがを 指摘して、 KdF のみに 賊 がされて ね 
る 至大 任務に おいて 述べ' 其の おおを 巧ら かにして ゐ る。 プ〇イ センの お 省 參带を コンティ 
巧 ± は閣 巧が をの-一^ にお 暇稱 ぶが なする 虽が 性に 就いて なべ、 化の おおを か 激が閒 •化讓 の 
餘暇時 训、 週ぶ 餘暇寒 か 暇 請 Q 阳 つに 分つ て •ま ミを た 巧 敗に 稱 巧して 閑巧瞄 
爱 採ろ 殊忆貿 保健 Q 瑟忆 資す ぺきか Q 备種 Q 臺菱 塞を 說 いて わる。 レント ロ 
1 プ はお 问に巧 巧ナる ことが 规 部への 較 ちを 连 がせし むる ものであつて、 やがて 巧 おお M 居 
の 結 巧に 大きな 巧 巧を 巧す ものである こもを 述べて わるが、 ナナス 巧 脚 相 部 お グープ ミ ー デ 
ルは 巧 あ 巧 化か 祕 とその 中に 今 巧 巧た に 側 巧され セ Kdf とに ょつて、 がポ ぶび エお 中、 む 地 
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化 
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i 

〇 みお の 


に 化む エお 巧® ぶの みならず •地 卞の巧 巧 一浪 も 阁巧協 M 巧に 化 巧され る やうに 在る であらう し， 
义 そうなる べきで あると 化ぺて わる。 ラィ シブ ヒは两 民を 巧が W 巧の 巧 神 財 及び ホ 化 財に 巧 巧す 
べきであつて、 KdF の お枝稱 巧の お まは 正に 此 底に* ホが をくて はなら め •そして 其のな めに 
はを 巧を 闻 巧のを 巧に お祉 させる こ 占が 化 おで ホる とま® して わる • 

巧 かる 一 冗 おな 化留 をした KdF はみ 巧な 下にが ベる やうを な 化した その 巧宙を 巧げ て， をモ面 
への 巧が な 事 粟の 展開を 一 承した ので あるが、 巧くて 巧を-年 《 お 一九 ご 一四 年 十一ち 一十 セ 日に 伯 
林の 巧拽 みな AEO のお树 おに 班 他され た KdF 倒立 巧 一田 年 おを 乂 みのな 上 ブィ 巧 ± は 十み の 
巧を を U て 過去 一年 刖 の KdF の ホみ を 苗 望して、 共の 巧 巧 巧 巧を «吿 し •お來 への 乂巧展 を 約 
巧した ので あるが、 共の 中に あつて KdF が g く獨 をの 闻巧巧 化の 年 ホの 植れ 巧して ねた 夕でホ 
P 宿願で あつを ものを 滿 たさせ やゥ として、 モづ なて 大きな 企 ホの 下に その お ホに ホ 手し セ 「巧 
巧 局」 の 化の 一年 脚に 於け る まがを おり 上げて ホの かくに 述ぺ てね る • - 
「 KdF 巧 一年の お 量、 おも ホ おを せつて わるものは ホ 巧 局の それで あろ 化處に KdFQ 
« なすべ を 結果が 示されて お P •巧 お 二百 十 ホ 巧八モ =1 十二 人の 旁® ホが 化 行へ とおり 化され、 
巧 かもが の 中の 百 セ 十五が 人は セ 日 力 お 十日の 化晤巧 行を 巧し むこと が 出 巧た ので わる • 

KdF の 巧 立 及び HM 一一 九 


第一 巧 KdFS 巧 立* び 》 田 コ |0 

化の 局 Q 事業 規搜 Q 寞 S は此等 Q 同脏を す a 爲 をめ |二 莫千援 塞蔓が & 耍で 
ホつ セと いふ 事を ちへ て おて •巧く 了 巧が 出 巧る で ホら ゥ 。今 化 等のを をを 連 おする とすれば* 
宙鮮 卓は 巧 林に あつて、 を 按ぞ卑 は ブレスラウ にある 主い ム巧 ろしく 宜大を KdK 臨時 列 ザが 
的 ホ 上らう。 をれ でを を おに 立つ 發車 信访 ホが S ホに 巧 避の な围を 巧へ やうと して i をの 

巧まで おく 塞 s ’ 参！；： 列車 Q 速？ 阜 四時 閒乃畫 商 モ菅 f をく で a ならを かつ 

ホで あらう。 KdF 化 股 列を のま 巧 路程は 化な 周み のめ 十九な にを る 巧！！ である。- 

これと 问 時に K d F 伯林 大巧 店ち ギ a ン テル •アグ W は 「アル バィ テん トゥ 1 A 」 な ~ 九 三 I 
巧 年 十二月 十五 巧に 「KdF あ！- 年の 凹 巧」 左 題して、 

「 Kdy は 此の 十一月 二十 セ 日に その 巧-事 ま$ を 巧 望 する こ 主が 化が るので わるが •此の 
5 年 Q 閒忆 それは 居 巧を Q 頭 阻 巧 寞と 賣蓋 をを 更らに ま< を それから 05 ^ する じ 
との 山 巧る やうを 一組 描へ 主展閱 したので あろ 此の 唐な 主窗 恩の 巧 I たを 置 十な のか 
林 人が Kdp-K 化林乂 を 阻の 巧 巧 おに 夕 かし セと い ム薄黄 ダけ でも おを されて ゐる任 技の 巧大 
なること を 巧ら かに 巧す もので ホ C 、巧くて 巧 年 にがては 已忆を かお かが 著しく ミす るで あ 
らうと いふ ホが 巧 巧され て， Q る。」 


り GOntber Adam 


ろ 述べて、 ホの かを】 年 削の 巧 業ぶ 巧を が吿 してね る。 

夫 かお、 巧 行 ホ 佑の み R 上な は 十 ニヶ 另而に €111 巧 お 十 萬 マルクに 巧し、 旅行 ホ 蹄の セ 月 だけで わ】 巧 
巧 マみ クの巧 上を Ji した。 - 

旅 巧な 

一、 本年 二月 > 巧 ホが】 巧 ホち 旅 巧を 上 班 バイ ユ ルンに 巧 ひ •ホいで « なを 地方への 旅行 又はな 巧 巧 巧が 
を でられた が •これに ♦かした もの « かお セ 萬 セ 千 人。 みの 中 お 多かつた ものは 上が バイ 1 ルンの ァ 
ルゴ イ 1 で、 參 かを 一々 •ホー セち。 ホは ブイン if 方への 參か ホめ ー ホ •二八 一二ぶ •化が 度ぴ麻 かへの 
♦化 ホの】】、 ゴ ー九 巧ち である。 

二、 日 曲を 巧 巧して A 巧* •< K 、 巧 化に よ £ 八イ キングには 巧 十二 萬 五 千 入が を かした。 巧に 化の 巧で が 
巧つた 化は 十一月 中 巧まで 公二 十 萬 人 化 上を » して* £• 

八日 怖の かお 放 巧の々 用は 二十】 マ A ク巧 ま 互 十 ホ マルク •巧 件 お 巧は 己 十ニ マルク、 巧 十ニ マルク、 

» なによ つては 四十 セ マルクで あクた • - 

化の KdF がな 化 巧者の 大 がみは これまで 曾で そめ ホ « 中に 废巧 する ことが 出 ホな わつ > ム^で をつた • 
々の 巧を は單に それにが 巧な をが おかつた とい ム# であ ウ た。 

妻巧亩 巧な 

一丸 吉巧年 巧ぶ より 九月を の 巧 一半 年度に •セッの 學 おで、 «巧 巧 •巧 巧， か 蘭 西 防 •巧 菜が 術 •巧 お 
5 巧 K - OF の窒 及び 巧 灯 己一 


。 Oberbayem-AUgau 


/ 巧】 巧 KdF のぶ 左 及び 》 巧. ち 三 

巧 •ホ理 •化な ホ 巧 及び 度 巧の 巧 巧を 巧 ひ •ね ー ニモ お 巧ち の路 巧を ポるづ た。 を 巧は 百 二十 二を で •を* 
ナスな：：： 阿 E の メンバー である。 

せの H 单 巧には •おが 巧 阳» た 巧 千 巧ち 二十 六 時 巧で をった。 

一丸 吉四年 十月よ*^ - 九 一一 一宝が 互 のが 二 巧 巧の 巧申兹 おは ± 干を 化 上を 巧し で & る。 

K ポーツ 巧 • 

大 化が 大笛巧 K ボ 1ヴ 巧と 巧 ばれで 占る ポ、 化せでは 巧 月 十一 二日に が】； 3 巧 巧を 閒始 した •そして 今日 
t でに 己 巧 お 千 かに おい 「K ポ ー か 年 券」 が 致 巧され たが •これは 一二 巧 お干の 伯林 人が スポ T ッ巧 巧に ホ 
かして わると いふ 事で ある。 

卜ぶ己 十】 日を に 百 名 おの スボ J ブ巧師 によって K ポ—ザ 巧 田 ダ プル 巧 問わ 十二 萬み 千 巧 わが •巧 はれ 
たが •化 おのが 師 はを' 巧 巧« 巧スポ ーッ巧 巧を がを 闻« 曲！ の會巧 である。 

巧 働の 美 巧 

化の 巧 もな ホに 巧 ホした が • t ど 化 おにみ 巧の なな 事 をれ めでは & ない •しかし 化の 巧の 任 巧は «巧& 
ぴ 工場め 巧々 の 巧 街を お ホる ホけ 必 持よ < 父 美し <稱 巧して •が 巧 巧ボ 巧々 间 おの 策 二の 故 巧と なるやぅ 
にしゃぅ とす & ので 去る 〇 ホな •さみ、 太 店と 化と が どの エ巧 にも お < て はなら 3 といん 《である • 

*6 及 ヴジ— トルン グ« 

お あ 一一 互な 月 中に £ 二 干 人に な 巧の 两 fi になでの が 巧ゃ巧 閑に « じた。 





1) Grossflugtag 2) Staatsoper 巧 Theater des Volkes 
4 ) Dr. Robert Ley, Deutschland ist sch6ner geworden.- 
lahre "Kraft durch Freude" LeistuitgsberichO S. 



KdF 大な林 大巧 w のが おで •化が お度會 へす 巧め 入® 巧で わ 十五 《 人 ポ乂巧 L た。 

巧 巧】 日の 大巧 巧が 日には チム ペル ホー 7 巧 巧 » で はわ 二十 お 巧 人 •ァ ードヴ — * — フ巧 行おサ はわ 十 
一一 萬 人の 參化 ホが あゥ た。 

巧 脚、 巧奔會 ホには わ セ 十 巧 人ポタ かし •田 立 ォペ ブ 巧を 巧め W はおの 入 おおは 巧 五十 萬と 稱寸。 

R 巧 巧 

わ 林に がける 化の 巧の 化しには 今日を にわ セ 十 萬 人の 夕會 ホを » へた。 

な上忆 ょつて KdF がが の 巧 おの 巧* にどれ 程の 巧 ましい 巧 進を 示した かを 知る ことが 化來る 
と 思 ふので ある。 がるに I 化 S おが 十一 巧 二十 七日、 伯林の 巧 巧 座に じ ブト ラ I 巧が おおの 下に、 
を 巧が ダブ ぺ ルスの が おを て 開始され た KdF が 立 巧 二 周年 お ミみ にがて、 《 1 ベルト •ラ 
ィ はおめ て 二 年 問 刻苦 經 をの 巧 あを 巧を 則 おの 巧 謝と を 世 巧の 巧 かとの 前にを々 披 おして 、 Kd 
F がな せる 巧め てを をなる 敬 展を確 班し、 巧の 將 ホへの 大巧む をが 子 化した ので ある。 がは 化の 
巧 ま， を W て KdF の おちの 创立巧 巧に がけるな 巧な である 主 おおす ると 共に、 KdFQ 单 まがお 
する 抱な と 巧 巧との 一 おおを を 桂め てょ く 巧る ものである とち ム るが ホに •な 下 Kdp のな 構 及 
ぴ宙 巧の 細悅に 入る に 先立 つて、 ホめ 讀ぶ がその 一 おた 了み し « かれる 己との 便を ぶぅて、 

化 巧に 共のを 巧を 巧 出し 巧 かしやぅ と 思ん ので ある • 

巧-々 KdFe 巧 ホ 及び M 曲 |二£ 


巧 一 お KdF の 成立 及びな 巧 ち、 

* • * 

r 昨年に a な a f を畜 §§ s 逸を 護. 2 た窒妾 W 窠哀 、今皂 はを々 の 

まがは 柱め て 巧大で ホつて， を 世 ホ ポ これを 閒 なと せわ ばなら 在い まで 忆をク てし まつた •巧 & 
に 巧して な 息を 巧く 主な 意を 拱む とを 閒は ホ‘ ホ 囲に 巧け る ど® 入 も、 從巧某 可能 主を S 

にな 十惡 長い 醫を切 Q 蓉ま臺 Q ホで &ミ 至鲁能 & らしを 我* Qf 組 管を 

席し、 それに 巧 巧を 抱いて わる • • 
巧り、 巧々 はお 意を 含む 某誌が 度々 ぶ# しやう としてね る® とはを く 黄つ て、 新しい 巧を ミ 
へ 妾 ゥに妄 巧に ょつ て 世 巧を 苗 おした ので ぁろを はな まに i の 百 おの 巧な の 記 まさみ 
上げて ぶ や 5 とあム 。リサ ボンを 巧の 口 一を〇 を S3 ロブ a 巧 Q I 九 S 五 Jg.4 •月 十二 日 巧は Kdp 
なをに 巧いて ホの かく 巧して ねる。 

「巧 逸 ザ アド A フ •ヒ 7 トラ— を 中む としてが 巧つた 闲 巧の 芭 固な 規 が ぁるち をを なて その R 
ホに ホモして ゐ るのは 巧き わる。 そのが 審 と巧记 的な お累 どう & さ ホら うか •夫 等を 
幸る には、 今は なは ホ》 時な 尙 早— る。 巧し I つの 事》 けは 巧窠 •をはが しい 生活な 
をを 饰进 し' 現泛 を不 累閒坦 S みし やうと して ゲルマン 3 蓋いて わると いい# が卽 




ちそれ である」 

一を 一 五 年乂ち 1+ セ 日 巧の 巧 巧の お阳 巧ち 日 oy P 8 す 口は KdF 化 巧の ほ 化に 巧いて 一巧 
巧 人と ラ ピノ ゥ ィブ ブ とげ ぷ-お ± との 閒に 交された 典 ホ ある 論爭 をが かして わるが、 その 諾 K 
人は そのが おに 巧いて ホの かく 夕 いて わる。 

「....るが 化の やぅな 族 巧では、 おの 生を はお 地が かく 何かとみ なで 巧 ザ 巧 度め たもの たを ひ 
ない とい ム 事を 博へ て わるな 速に おしては、 おは 自ら 篇 しく その か 巧に をな した もの ダと いん 
まを 指 巧し さへ すれば ょいと ぶふ。 そして 晋の 云って ねる 単は 出ち 目 だとい ふ 巧 fc 巧は なって 
わる。 君は 確かに KdF 巧 おに 乘っ た# がない 忆 まいを い •....正 黄、 むを お 中に 巧げ 込んで し 
まふ 事を ぞ出 ホる ものでは をい。 .... KdF の 組 おは どの デ モク ラナ*' ク & 田を ホ クて來 て も、 
其 おでち ほされて い、 ものな ので ある」 

瑞 曲の 詩人 ヤ — n プ •シャフ ナ 1|> その 人の 作品は 世み 的 あ S を 博して ねる が、 彼は 同 巧の 化 
腹 化けを の 誰もが 化で をる といん 己と を 巧る をが をくて、 汽お 「デル-ド ィ 7 ナ t 」 がに 束って 
諾 愛た を 加し •其 Q 旧 巧を 瑞 夏な 誌 「ナナ ォナ ，レ •へ MK ,」 罕月访 に 巧げ てね る 巧 
それには ホの やぅな 的が ホる • 

» 一章 KdFS 戌 立 S ぴ Kn 3 セ 


り Jakob Sdiaffner 
5 〇 NatxxuUe Hrfte 


巧 一章 KdF の 巧 立 及び »闭 

「：：一 切の 施設は 慈善と をつ セ やうな ものでは 巧して ない •今日では 此の 多 かおは を、 巧 巧 
的 巧 做の 苦が と 辛 巧と おおと にを が 參巧サ わ ば をら め 義務が あると 巧が ちそれ は 巧耐の 1 部 
であり •生 巧 巧を と 生を のが 肘と におす るを がの 請求 巧を のでを る。 巧く して 网巧拉 M 度が を 
をな ものと なる ので ある。 

::一 お W 巧は U が 何 おで 巧 かる 賄 おを 得る ことが 巧來 たらう か •をれ はかで V ない •化 おに 
は 新しい ものが 生じて ゐ るので ある。 が も それは す榮 から 生じで ゐ るので はなくて、 お から， 
をから、 がに 歡 をからで ある。 彼等は 巧院に 「おにょ るが しい 力」 &错 0、 ある。 これ こそ 天 
ネ的 をを 巧な ので ある。 がし 化の 渡 巧を がを る ものと 巧す ためには > ホ 巧を 巧 賄 辛苦が 必娶で 
あつち 果 しなく 巧くな 久の おの 上に 巧つて 巧く 日と 巧とは 何 巧の 辛 巧を おら めげ であろ 巧 
巧は 彼等の 帳から 巧 ひと 卑屈の 思 ひとを 吹き 巧 ばして わる。 巧く KQ * も； ひの 種では なく、 
を 巧の 間 題は 押く まの 上に まどろんで わる」 

私は 巧租 のが おあるか 內 の 新历雜 誌のを 評を 集め やうと すれば、 尙 ほいくら でも 取つて ホる こ 
もが 化が るので あるが、 巧々 の お 祗を度 面り に 了解しての 化 等 凡べ ての 判 新から 巧 はれて ゐる巧 
一 0 のがは、 KdF の理 をはが の巧果 にぶいで いょ {化べ ての W 々に 巧ら かに 巧を 巧り つ、 あ 


る i レム その 巧を ので ある。 

巧くて 巧々 がおか 故が までた も かれした ことは みして 巧つた 打 曲では 左かつた がが 解る •巧々 
は 此の 巧を 更らに W けて 巧おうと 思ん。 例へ ば ホ 春には ホ 巧の 大汽お て大 西が fc 进 つて U サ 
ポン 、マディ， へを かんとは する ので あろ 巧々 は 巧ら に ホ あすろ そして 一を 二 六 年 U 巧は、 
者 巧に 又な なに •巧が KdF おおを W て 南方への かけた けは うと 巧クて わる。 

巧* が 葡萄 ザへの 第一 囘 のた 西洋 巧な K 除して 巧め 巧 セ 巧 巧 巧は 巧め てを がであつて •其の 巧 
果上 化の かを 化けの 構 巧を 決ます るに まつた ので ある。 KdF にょつて かがす る 巧を の 巧 曲を 左 
巧いて、 これな 上に ょく 巧し い 巧 あ をれ おしみる〜 のは 化には をい。 

KdK と 巧 あとに 巧して 大いに ホ阳 のせ ホを 巧る ことに 化かし セので あるから、 ホ^に 巧て 
は 巧ら に'--- 上に なべた 巧は 上に さ 拍の大 》 を 特み踩 歯 6 やり* げやう と 思つて わる。 I 丸ー ニ 四 
年と 一九 己 五 年に 五 百な 餘の KdF ホ お 巧 巧を が-巧 何が へ 旅 巧した か 主い ムお をち 察して ぶる 
と •化 等 五 百 五十 货 人の 中、 S 百 巧な 上の 我々 の 抑 閒が苗 巧 巧 方に 化 行した とい ふ おみに 巧まず 
る。 度に 巧 等は 彼 度に 巧 巧 社み 主 巧のを また 全 お を 巧*! 上げた ので ある。 W # 地方の せ 民は みか 
卞 からの 同化の 巧 巧を をけ た •そして 化の KdF 化け fc « 人的 度 巧から 新な 度刖 して* る 巧の 乂 
第一章 KdF の 巧 ホ 及 ぴ》« 互 九 


ホ】 巧 KdF のぶ 立 度び «两 •巧 〇 
巧友賴 が こそが 巧 巧 地 巧の 同胞に 巧し いが 巧 的を を 巧を 與 へたので ある •化の 計畫 的を 事 菜を 巧 
々は 稱议し •大いに 完巧 ませ やぅと 思 ふので あるが、 其の 瞭に义 ち へらる ベを は ホの 舉 である • 
それは 倚 ほ 其 おには 多 おの 巧 巧 地モが をつて、 自助を 道路の 建 段 •巧 巧 等に ょる 巧 巧 上の 巧 化か 
用が 他の 瑞 所と 同じ 程度には ホガ 進んで ねない 巧 巧 地方が まだ {夕數 にある とい ふ おであつて • 
化處に巧の礎隙をホたし> |^4&11敌巧にがて巧逆される巧百巧マ ル クのをの大部かた其おに向け 
ると いふ 孽が 一つのを 史を巧 おで あると 巧々 には あはれ るので ある。 

化の 目 懐に 到達 せんが 巧め に、 巧々 はが 常に 大きな 巧 巧を おつた •卽 ちが 巧の ニュルンベルク 
の巧大 をに 於て おは KdF は ミ おの お下げを なすで あらぅ も 巧を したので あるが、 を時夕 おの 巧 
巧 巧は 頭を おつて そんな おは 到底 度な さるべ をで ない もな じて わた。 がるに 今日 •數週 閒の举 術 
の 後 •あは 化 姑に 來年 にがて 己に ご 一十 五 巧の 化な おの 爲 めに 化の 化 下げを 巧 巧す ろし かも 宿を 
巧が これまで 承認して ホた が 件を やめる 必 おが 無くて あると いふ 事を 巧知し 巧る ので ある。 

就 君 •此の 薄は 卽ち平 巧 巧 座の 朵 合には、 巧を の 巧のを は 十二 乃至 十五 六 マルクで を 一巧 間の 
か 暇 巧 巧を 巧ず ことが 化 巧る とい ム巧 味を ので あつで、 無 おそれには 乘卑お 巧、 十み なを 事、 化 
舍 及び 巧 お 備の巧 用を ろ まれて わる。 これに ょつて 巧々 は、 をの 巧み 的 巧 巧の 故に これまでは 4 


ザ KdF のを 巧に を かする ことが 化ホ卡 にわた 巧の 瞄 おの 新しい 巧 困を 手に入れる こ i が 出 ホる 
やうになる ので あるが、 化の 新しい 大衆 こそは t れ にな ク てを も 滿 をし •を も 幸 括を ぶ ホる であ 
らうが おに、 彼等は 投も ょい 化 恩化爱 をを ので ある。 巧* は ナナス ま 巧が 一 あぞくは ぶを まが ム 
必要が あると 思つて & る あ 光明が な あの 坦巧巧 ホへ 化の 人 ま fc 伴れ て 巧 かう とする ので ホる • 

两巧 ダ！ 巧贝 諸君 • KdF が 今日までに 共の 巧 行へ と 送り 化した 巧 百 巧の 货巧か 友が を、 も 
し 手を おぎ 合つ たと したら、 今日 巳に 巧を のを 田 巧に おす 巧を く 人 raQ 垣せ わおんで あらう 專& 
みつて はしい。 

巧々 が KdF 进 勘の 範函に めて 巧つて 占る 巧で 巧が あ 巧の 田 あを 巧ぇ たま 巧で なて、 唯 ダ 巧に 
ホ闻 にかけ る 巧みと いん 事 丈け をち へて ねる のでは ない •巧々 が 特に 曲を してね るのは， ル阁に 
居る 巧が 巧进の 同胞の おで ホる。 巧々 は 化の 人 まを 巧々 とか 巧と を おびが ける をき た 巧と しやう 
と あつて わる。 そして 巧が 化 暇な 巧を を 巧 巧の 使を として、 それにょ 0 て ホ 苗を して 巧を を その 
せる がま、 にぶる ことが お 巧る やうに させを いと をん。 

其 おでな は 巧ら に 巧 化を そして 巧し い大れ * に 到を する のであつて •を 化 おにを は それを がか 
しやう と あム 。卽 ちそれ はせ 蜗巧 巧を 巧れ やう なぞとは 巧に ザに ほひ 得 卡 にね たか W になる 巧が 
免 一# KdF のぶ 立 »び» 巧 田 一 


♦一 « KdF の 巧 ホ A ぴ Hw nil 
同胞と その子 弟と を 巧を に 伴れ て來 やうと いふので ホる。 

その 爲 めには、 を 巧閒と 休暇 巧 做と に KdF お 族を 化 巧し、 非 巧に ホい 费 用で 此のが 巧を 巧は 
うとす るので ある。 か 何に〜 みは 巧を の あけの 好シ ーズン とは 一 占 ひ 巧ない が、 自 みは かう もちへ 
る 部が 巧來 ると あん。 それは 年來 南の 闽の おちで をして & る巧进 人には， をの 巧 逸を なお すると 
い ム# はを らく 巧に 典 ホが ホる 尊では あるまい かとい ム おで わる •共の ホに 巧サ & R く涅 ほ* に 
する ことが 出來る •しかし 何に しても » おは 短兵急には おかめ もの， 此の モお でも ー ホ ー ホ、 巧 
々のが ホの KdF の 巧 上 エホの 巧 かりし セ ホまで 前 おしやう とほって ゐる 。かくてが には wft お 
巧の 巧を 人で ル蜗 におぶ を おして わる まも ホ •共の 地へ 化 巧す る ことが 山 來るや ゥに夕 か 何時の 
订 にも & る ことで ホら う •これは み 日では ホ ザロ ホす る 革が 化 巧る ホで に 巧して はわ 在い ちでは 
あるが、 はを 化 巧のを 度 か 何が を 大 をみ 巧を 其な に 巧へ る ことで わらう • 

巧し かう 云 0 た 企* の 化べ てを 提げて わ 知から と 云って、 巧々 は 決して どん 忠 痛 技と も 巧 
爭 & し卞ク とする のでは ない •何* なれば 化の 巧を 扳 けにを かすべ* W 巧 同腹は 巧が 曲の ホ 曲 B 
なの 組 巧は ホから 非 巧に 入を に 一々 装び 出される からで ホる •を 巧を おで 巧 逆へ 巧 巧して ホる ち 
けの 十み のを t 持って わる 人は 矢驳り 相* ら卞 それ ける ぺ をで •それが 巧 来 左い 人* に 丈け、 





上に がべ たやうな を ほで •巧を を訪 岡す る 单が化 ホる 巧みを 典へ るので ホる。 

なて 度 行 « の仕审 を 巧べ る审を あるに なんで、 あはを くの 方面で 巧いて わるな 受 におして 尙は 
怖がに 宙れて おを 巧い と思ム 。大 おすれば KdF のぶけ にょつて 化ぺ ての 人* はぶ# させられて 
右る ので あるが •それは 化 お化け# のみん、 宿屋の ま 人まで もが 问梯 をので ホる。 化の 祐投 にな 
いては 巧 おが々 であ 0 て’ 多くの おでが が « を 示して ねる ことは 己に 巧 « した 通りで ホる。 ホ r 
此處に I つの 巧を 度々 巧に する。 それは 卽ち 化の かお 巧 巧者の 乂 がみが 化* が おくと も 化 晤ホ巧 
t する ことが 出來 たで あらう やうな 人々 からぶり 立つて 占る のでは ホる 生い か 占ち ムホ である。 
が I 此の 非 席は をつて わを い •巧进 の 人々 は自 みの® く M 巧が 集 曲を 巧した おを には どんを がま 
を ザす かとを ム おを 恼 巧には みつて わを かつた ので ある。 巧进の 巧® 者は 小 ざつ ば P とした i ホ 
をして わて、 T 巧サ ラリ I マン かわ 役人の やうな みだし & みのい、 株モ をして ねる ぢや& いか！ 
な 0 を 力 满が夕 かの 化 お化け W の 巧が 狀 巧を おを したので ある ボ、 どのを かを もな 化を 巧 巧 巧 
で 特に 調莖 される ので •それは をる に 巧 はれた ので ホる。 

巧つ の 大を拍 のをな 巧 曲の 胡 ま お果は ホの かくで ホ そそ 巧の 巧 巧 曲 忆は五 抑を 下らざる H ま 
巧 助 ホが を かしてね •其のな おは 少なが お ホ、 巧 左 S ホち、 をが 生 巧ぶ、 自由 ま 者 等から 巧つて 
誰】 ♦ KdFS 巧 立 度び 》 押 H ち 


り Amt fdr Reisai, Wandern unH Urlaub 


巧】 た KdF の 巧 立及ぴ な 閒 因ガ 
わる。 化の KdF 化 暇 旅 巧を の 所糾階 かに 閒 するな も 保つ で わる。 卽 ちを 化联巧 巧ぶ の 一二 分の】 
はち マルクな 去 所 巧を 得て 居り •他の ご芬の 一は 巧に 百 乃至 量 十 マルクの 所得の 至で あろ 
故にを KdF が 巧 放な をの 三 一分の 二は 月 百 五十 マルタな 下の 所妈を 得て わるもの なので ある。 そ 
して 共の 巧餘 の ものは 所得は それな 上では あるが、 や 巧して 百 五十 マルク 巧 至 二百 五十 マルクの 
割に 止ま クてゐ る。 而 して 二百を 十 マルクを 巧 ゆる ものは なかに を 巧の 約六バ ー セントに 巧ぎ な 
いので ある •が 度で 巧々 は！ のぶ 巧みを ちずる 夫 巧を まに 巧し 出して 來 なくて はならない が、 
かぅ をん 人々 は 負裕が 夕い爲 めに KdF 巧 巧を 爲す權 利を ちして わるので わる。 

かに KdF な 巧 用の 梅 巧は 普通ち へられて ゐ るょりは 遙 かに 良 巧な 狀態 にある。 もし KdF と 
ちつ セ やぅな 較话 がなければ 巧ても がむな ぞジ にも 化が をかつた 巧 西の 人々 がを の KdF の 旅 巧 
B をが ぶして 居を いとすれば、 世の中】 おに 規則的を 旅行を 巧す ものが 增 加して わるに 巧らず • 

- しかもれ 百 巧を 算 する KdF 化胺旅 巧を とい ふ ものが がおから 巧て ホる かとい ふ 揉 巧が をず る© 
は 少しもを しむに 巧らない 単 巧で ある。 度に KdE 巧 巧は 他の 一切の 主張を お 目に かけて、 巧を 
の 巧が おのな めの 一巧 設 なので ある。 

巧 逸の 巧 低 おが KdF 巧 巧を どれ おが 快に 思つて わる かとい ふ 事に 巧いで、 な 下 二 S の お ♦は 


巧 君に を か 巧みを かし 巧る と 思 ふ。 

ノ イキ-こ 墅れ の 伯林 S 畜 の々 1 ル- 7。 •'ク は ホの やゥ におして ねる， 

「ち々 Q 諾で化 Q や ゥな碧 妄望 保す こを 出畫 人は Kdvs 接庞 一為が する やう 

を ま 晴らしい ホは おおしを いこと 巧ろう •誰れ も 彼れ もが 徐 かで-宿 烟所 はか セ 4P になつて 
庭 碧を とおび 宮 •一大 寒 族の やうを なを 呈 して わ享 •誰も ボ 他の 人* をを ばせ やス 
他の 人* に自ま 望の 美と & 俗と をなら サやゥ として わます が、 そな 美が に 凄し ましち 

:: そを S ま 人 《が 含 &て至 S 慧畏が どを S たを 見 表ち を 円みは 

これを 己に 巧枯 組立ての 化 事で 化閒 のをた 巧 山ぶ ては ホました •をの 巧 おはが 力 化な のです が， 
化邮を こんを に 美しく 义 こんを 巧 巧で ぶた ことは ま ザを てありませんで した。」 

ハンブルクの 一巧 業 使 W 人は ホの やうに 巧いて わる。 

「こんを 尊が 一 おを 巧 出が るの か 知らと •をには 尙 はを なて 合 K が 巧を ません •をは 巧ぶ 巧 巧 
人と してぶ 换 伴れ で 化の やうを な 巧が お ホ やう なぞとは あへ ± ホんで した •....をのち びは ホ 
巧な ものです。 おは 其の 時 fe もう ぢウと 待つ ては わられません，」 

ライン 寫のキ ■ルンの 町から 上が バ イエ こへの 心 呈 ホ！！：；： にを か-^ たせで ホる 一人の® 
# 1 巧* KdF の 巧せ 及び » 財 田 セ 


巧】 や - KdF の 巧 立 及び 》 田 囚八 
逸 掠 人から 手 巧が ホて > それには ホの やうに 書いて ある。 

「おは 今し がを 上部 バ ィェルンの KdF 巧 巧から 巧り をした •あは 非常によ く お 描ぶ クた視 を 
やぶみを 刹す 所な く をんで ねる 化の 巧く 化 美事な 巧 巧が 巧へ で くれました 色々 を 巧みを おしく 
巧 方 棟に 御報吿 ホ 上げ 巧い 去は を じます が、 これは 餘 P 長く 大切な 巧ぶ 巧の お 時閒を 巧す やう 
忙 なると 存じまして 思 ひ 止まります^ 

をは 义お 達の な 巧す るな 統 なに 御手 巧を して、 巧が なの 抑 指 巧 やおち へに よつてが 連に 巧へ 
巧は つを こんなに も 眼り をい 多くの きおを あ 謝し 巧い と 切に 望んで はおり ますが、 なには どう 
しても それを する 輿氣が ありま 甘ん。 それは 巧が なには もつと < 大切な 尊を おばす た 仕審が 
おを り だ— とい ム 事を 存じて & るからで ありを す。 しかし 貴方な には 巧々 おが 樣 とおみ ひ おはす 
ことが 御座い をせ うが、 その 勒 には どうか お连が こよな くが 巧して わるが がな に、 巧が がが 巧 
と 巧と を 姐して こんを にも 理 山の幸 招を 巧へ 下 まつた 凡べ ての 人々 が 口に も 化せぬ 程の 谋 巧の 
、むで ホち'^ で わると いふ 事を せめて 1 巧で も 極く こつそり お傳へ 下さい ませ •今 おの 巧】 可は 
な 初から おりまで 间 巧を】 同には 唯 ダ巧鲁 のみで ありを した。 

私は 巧 逸の 持 人と して 又 巧と して > お 巧が おりを い 御 恩を 蒙つて わます なが 巧と ナチ スま g 


かびに 化べ ての その お 味 ま ホ々 s を お 力 巧へ をせ ねば をらない が 節が 到 ホを しました な 
らば、 私奚 、又 おの 子供 等の 巧 悟た をさせる 巧を、 むがて わます。 

ヒブ トラ-巧 巧 キヨ ルンに て 

アグネス. ル 1 トウ ィブ ヒ」 

同じ 財 Q ; こグ涩 助 美 晒ら」 い霞襄 した ミ おつて、 本 さを 幸畜囘 ‘宗人 
慧詰去 人を 署す 苗 ホ &。 菱 一と 一一 寧 C &? な、 S セ 浸# 望 & つて， 

かくて KdF (ィ キングは いょくな 巧 应问陋 の-つの 巧な 本と して 其の 生 巧の 中に 入り込んで 
巧て わる。 それが 桂め て 安度な 庭 斑で あると いんがを 圳に して、 特に おを のは •相が へて 

I ホモを 塞」 たと S ム霞 K ょ ミ壽 & か友詳 i 望へ Gf 御。 單 ことが 出 まとい 

ム 事に あるので ある。 

一を 一 互 ま 初 《長、 を 薑富同 お 「キ i 」— 忆ょ ミ、 お 人 壁® 古い 夏が 化り 吉 
をる 寒 芝ち 器 法 管 化つ て、 SS 人 を管 菱 ミ窜宮 ね 寒 6 ミクたち > 

卽ち 何時でも 戚 まと 部門と が 同一が 件 Q 下 K & る 二人® でが 交換され た® で ホ P 、 そ® 巧 おの 
巧拙は わ 八 巧 脚であつた。 

度 一章 KdFA 成立 及 ヴ》 田 - 田 か/ 


# -サ KdF の 巧 ホ 及び 占 田 - 五 〇 

本年 巧の 傑人 交 ホに 參 かした のは、 ホづを 巧に 复 巧な 手工 棄 であつて、 卽 ちな 拓 おお 人、 巧 « 

人 及び お子戚 人で ホつた。 千 人の 巧 人が 巧を をを せして お 》 .を 共の 巧 あ 1 で® いて わる。 

-九 =1 ホ ザには 化の 化 人 おおを® 逆の 手工 おの 他の 郁 分に も 巧 おせしめ やぅ 主計 畫 してね る。 

巧ち じに 本年を にこれ に參 加した 睐 ホの ルに、 特に ホダに# げ るが 如を 手工業 却 巧の 昭 人が をが • 
にを かする ことにな つて わる。 それは お 松巧乂 • a 爱巧 人、 をな 巧 人、 巧み 巧 人、 单 大工‘ 采巧 
エ、 捏突搞 除 人、 建み 巧 人で をる。 そしてな ち 人 貝は 五 千 人と をつて ねる •ホ にも その 巧换 
の 商训 はお 持され ると とに なつて 居る が、 巧 おを 巧 則は 瞄人お 巧の な蜡 的が 巧を 巧 巧され て わる 
巧を 资 か 助 おの 中のを 閣 括を あ M ® 「手工 巧 J から 巧 布され る ことにを つて わる。 

巧に おけ 扇の 巧 巧は 上な のかく 枉 めて 大 であるけれ ども* それが 呆 すべを 直 大任 玲に考 へ おれ 
ば •それは 巧ら に 一巧のを 展を爲 さわ ぱ ならめ ものが ある。 ながは をに ホず るに 「化 おとか 養と 
にょ 0 て 巧 巧 大衆の 神 おが 何時までも なをに St 固で ホ 5、 巧 力なる 政 巧の 度 巧を ザ 巧なら しめ 巧 
る やぅに， む S して ほしい」 とのす をな てした • 

» おの 化の か 令に 基いて ナナス あ同拓 KdF が 巧な し •化の か 令た がわ せんがな めに 巧进巧 • 

R 械は ホの 巧 日な の 到 まに 巧 力して ねる。 - 


r 化昭 はを が 的に 規定 さるべき である •化の お ホは 企 ホを におして はが 等のを 巧とは をら 卡 
して、 巧ろ 巧を を 患 巧す る ものである •巧と なれば 淸 新な 巧 扣 力を なて すれば ち お 化 県を 巧ム己 • 

とは 迈 《てを をガ かさ あろた 臺傳的 S エか旨 军ま繁 を さたち を， 隻 

の 臻的規 店の 時 現は 己に 巧して わるから である。 かくて 今日 己に さ 巧では、 を 謹蓄を 

腎邮を 愛て 化® 善を S や ミ 制度を 透 至皇 ミが、 夫 S 至 ミを 幫 する 
ミに よ？ 護 志 量寞た 作 f 望玉玄 遙を大 && が f 妻」 て わる。 

二、 化 暇を 巧へ るかる かは、 巧 巧に 休養して 一年に 一度 化べ ての 辛 巧から 晚巧 するな めに、 度 
巧を が KdF で 巧 巧を する かしを いかによ 0 て 巧せられ る • 

吉 、 K をでの 化 巧 故 巧は をて 贈累 ではない ちな く 《しい 两島單 も 么た夕 かお 

ら る、 位に 低廉に さるべ をで をる • 

化の 目的の 巧め ち篡を こふ ご Q 養 主# おで® な閒 の 巧 在を 合せた 度 巧を 二 

マルクで 旧 巧る といん 宰が 化れ をのち 巧で* 现 され 巧る であらぅ。 • ^ 
かくして をを の 目 « はかぅ である。 がち 獨る 人口の 現れより すれば、 毎年 一千 四百 巧の 的 巧を R 

す 音 乃至 十臂閒 Q 塞 蓄忆 出す C と義を <て 寡ら 3 ミムき t •碧 Q 交* 1 

ホー*^ 1.<!づ？の巧立及ぴ拥》 五一 


巧 一 や KdF のぶ ホ 及び お 併 置 二 
力 や宿舍 能力では 到底 化の 巧 巧を がし をげ 巧ない ので あク て、 今日に 於て は 己に 巧 能の あ ホ お 巧 
にまで 達して わる。 二 年 前に 我々 がそれ を豫 言した 時には、 世人は 巧々 を 一笑に がして 巧みな か 
つた ものである。 

かくて 巧々 は 今や 早速、 宿舍 設備と 船 おの 新 建造に 巧手す るで あらう。 ホる ベを 三一 年 問に > 獨 
逸 巧做戰 線は】 箱な マルタで リュ ー ゲン 島の ビン ブと ザス ニブブ との W に、 二 巧の ベ， ドと 乐巧 

化 

お樂の 一切の 段 巧を 饱 へた 一巧 水浴 おを 建設し やうと して わる。 化の 巧 料な エホの 投計 田と 揉 型 I 
とが 化の 的 おのが 叫に 陳列して ある。 な访阳 下. 化の 命令を 下された の も 閣下で をる。 巧* はぶ I 
、むから 脚下に おがす る。 同 C やうに 化の 展 R おで 閣下は-つの おの 巧 型、 それは をが 巧し くして ぶ 
をく 巧のを ものを 見られ ませう。 これ も 亦、 み 日までを 化 ホには 巧い ものである。 雜用 的を な 室 好 
でを くて、 线ら ずが 二人 义は四 人を をる、 おまで ホり、 どの 腊皇も お 巧を 持つて ゐ 、その ホに 曾 " 
てなかつた 巧を 巧い 巧 おを がする 千 五 百の 放 巧者の なめの 一 萬五モ W の おで あろ かう 云つた 巧 I 

か 

しい《け？おの中の二巧を化のミザ閒にを巧するこ主忙&つて&る" 今日已にホる二まの^::川お ^ 
「デル-ド ィ ，チ 1」 访と 「シ ユブ •コル ド パ」 を ルに、 同 C 大 さの 巧 巧 巧 fe 巧ら に 巧 春まで 
に 典 入 するな をで ホる。 化の おの 巧を 主ノ ィビン ブな 水な おのが g 投 のホ忆 、化の S ヶ 年れ* で 




巳に® 巧 巧 烟巧被 w おの 地ち 化さ かに 在る ベッドの 巧を M 期 に 一二 ぶに 巧 ホさせる ことにな 0 て 
わろ これが 讯巧 上る ちち 一十 巧 人を 專» 化を おに 宿 舍さサ かる ことにを るので あるが ■化の 
巧を でも お 曾 宿屋 業の 巧 用 も巧然 大いに 巧 はれねば ならめ ことは す ム 迄〜 をい •化の S ヶ年 か® 
の按了した巧‘ 巧*はいよ^まがか晝に巧キして、 化く巧逸の人々のををの 1 人にまるまで、 
其の 化 おと 化 まとに 巧す る 正 巧なる 虫 求を 十二 かに 滿 たさせ 巧る やぅに しやぅ i あム。 

ス ポ—ツ 巧は KdF の 諸 局 中 特にを おを 地 化を 占めて わる •それは おな 巧ぶ の gs で 巧 逸 巧® 
ネの餘 晒を 巧し い 巧 操に よつて K d F のま 旨に 巧 苗した 化 巧の おみと なさし むる 美 L いが 同時に 
又， 限りなく 困 推で も ある 任務を 巧して わる。 なし それによ つて 巧に 网 民の 生を 力と 巧 ホ とを 巧 
める のに 大いに 巧け とを つて ゐる 。それは 巧 組を おちし 巧# する ことによ つて >§> 精神 及び、 む 
« の 調 かを その 巧 おのな とちへ て ゐる巧 逸人の 均 巧 的な お 巧と 稱 ちとに 寄 巧して ねる ので ある。 

：< ポーブ 巧は® 揉を なて お ダ單に 肉拖を 化が 且つ 淸 巧に 篇持 する 手段 主の みち ふるものでは をく 
て、 巧に 的 的、 む a め 及び 巧 神 的に 健を なる を 度への 基な 主な してね る。 わくて 化の 理由より し 
て、 その お » の 化 « にがては が 育 的を 人 閒樓巧 的な 耍 まに 巧圳を «值を 苗いて、 が 巧の SB 的が 
# の 意 ホよりも 一好 巧い* 巧を これに 巧へ て わるので ある • 

第一章 KdF の 巧 立 度び 》 田 五 互 


巧 一々 KdF のぶ 立 茂び 五 四 
その 設立 第】 年に して 己に、 大 をを 戍果を 示し 得た ので あるから •第二 年 も ホ、 どの 巧に がて 
も 一巧 窗い仕 おが 巧し を げられ るで あらぅ と 期待し 得た ので あるが > 今日 巧 二 年の まらん とする 
になつて、 巧の 巧果は 巧々 のな 巧を 遙 かに 打ち 越ぇた といん 尊を 確 致して 滿 をに 巧ぇ 巧ない •こ 
れは 老若の 間に 巧 味が 目 巧を されて •該 局の 活動の 巧い 可能せ がが り 曲され る 巧が あク たとい ふ 
一つの 迸 巧で あろ 比 巧を 示ず 巧 字の 二 S が 己に スポ ーブ 局の 巧 例のを い 巧果& 示す ことが 化 巧 
るので あるが、】 化 兰ーニ—ご 一四 年の 巧吿 童の な 宇に おて は， それには 一九 = 一巧 年 四月 一日から 
ち一丰 一 m 迄 Q 韻 Q 結累襄 ti れて ゎると い畫 、何とを 援 Q 謂から 貨ぉ 的な 利用 

が 始まつ たからで あると いふ 事を 先づ なて 巧ち してな しい。 

一九 互 一二 11 二 巧 年 】 丸ゴ ー四— 己 五 年 
講巧 八、 五 00 罔 四 八 > 五 00 罔 
絲 豹の 夕 五ち 000 间 一 芝、 000 囘 
參 かを 四 丘 0、 000 人 ご 一、 01 二 四、 六 八 セ 人 
化 等の おを 巧 おさせて ぶる と、 今年は どの 篇容 み もが 巧に 多く •のみ かぶが あつたと いん 巧が 屏 
るので ある。 


I ご-なが 餘 のを かボの おは 卽ち スボ ー ブ 局が 二十を 力ま ホ 十五を の 人々 を® 株に ょつて 能動的を 
巧 かに 導く ことに 巧献 して わる 主い 主 こと t を 巧す るので あつて， それに 巧つ て 何人もを をして 
わ卡 、义巧 巧が 巧 おりす ダて わを い 主い ふな 巧が 巧され て& るので ある。 

を も 至 巧な K ポ I ブの埋 巧に 巧いて 共のを かを のめを 示せば々 のかく である • 

一丸 1111111111 田 年 - ホ III 田— 旦五年 
水 み ー セ 〇、 000 九 〇 五、 000 
巧ホ租 み セ 0、 000 セ 八 五、 000 
一お祖 巧を 巧 五 五、 000 S 八 0, 000 
闲スポ ー プが 111 五 • 〇〇〇 ニニ 〇、 000 

水： 汝屏 巧のを 望は その 寞 部み が水瓷 、む畫 あつて、 化の 入* は 初 ホな おにを みしで 自由 
に 巧げ る 宁ゥ忆 なつて わる • 

一望 四— 蓋 年の 巧 ホ 童では， 巧棄 中に ホの やぅを ものが 新たに 巧り をを ち 小を 
枯揉 (巳に 化れ を® を か 者】 四 111、 五 c >0 入、 K キ -蓄晝 八 0, 08 入、 年寞 Q さ 含 

巧 巧、.： 3 轉巧 巧. がな が！！. 闭巧巧 巧. ゴルフ. ス ■ホ I ブ局抽 おスポ ー プ韋の 巧 習。 

♦一章 KdFS 巧 立 及び 》 巧 E 田 


り FrOhHche Gymnastik 
巧 R«chsspoitabzeichen 


巧】 巧 KdF のぶな 及 ぴ》 押 五み 
か 年は その ホに、 不具を の爲 めの 誰 お 併に スポ ーブ 皆を 巧談 所の 設備を も惦 へたので あるが、 
今日では 化の 巧 おは スポ I ッ 局の 尊莱 計* 中の ず 可み 巧な ものと なつて、 大いに 激 巧され て わる • 
特にを ばし い 事は 大洋 帆走が どれ もこれ も 巧 貝であった とい ム 許りでなく、 夕 おの 申这を 巧ら 


ねばならを かつた とい ふ 事を 報を し 得る ことで ある。 がって 巧るべき 此の 夏には 「 A ブタ」 「ェ 

の 


ぞィ Ir 」 のスク I ナ ー のかに ■なほ 他の 躲も巧 用す る ことにを り、 I 化 云 六 年 四月には 己に K 

• OF な 村冉富 雲 H 海忆曹 を菱 前年ち 塞か 忆大 裏拍箱 程で 一 迎與ぎ 一週 豐化 

おを W けす る やぅに をる であら ゥ。 

れ師は ミ 8化 ま 空 Q 宣窠で & ると いふ 事 货が望 的 忆货學 ミ 沼な を專 門に よる 方 
法論の 觀 おと サ巧巧 的な 拉 とに 從 つて 化 描す るを 務を か々 に 課した のであって， 化の 咨 なの 货施 
によって 巧に 大 おがな てられ、 おおが 巧 時け の 方法に よってが 化される とい ふな 巧が 巧 へられて 
わるので ホる。 


の 


化ぺ ての 大きを あ 巧 内に® いて わる 『エ ちス ポープ 獲を ちか 所」 の 組 巧の ホ 旧な のをに 巧って、 化成 

I かが 

巧が は 一 ちでは スポ I ブみ 妹の 印财 わず のな めて 迅 巧な 拍 巧が 出 巧た し， 他方では 巧エ* のスポ ，e 

じ 巧 

—プ がとの 拓 巧な视 巧が 打ちを てられた， 


お 巧 的な 範齒 では’ 化の 一年 問に 化の 時の 示した をが とおを がない 程の ぶ 巧を 示す ことか m ホ 
ホ •卽ち 其の ま m は 

一丸 1111111 己 四 年 一九 |ユ 田— 一二 五 年 
巧 具ぶ びが 村 « 六、 000 セ 五 • 000，*» 

が 巧 巧 借が 内 巧、 000 四 二 〇, 000 
おお 巧な 1 1 〇、 000 八 化 〇、 000 
巧 巧 assi の 八十 化な マルクの ま 出と いふので 、つい モ 巧までは 非常に 西つて 共の 生 巧と 惡 田し 
t わた 板 おあび スポ ー ブのホ ままの おおに 巧び 規則的を 化 入の がみが 巧 盛され たと いんがの 節據 
とを り 得る であらう。 

化のを には 巧 巧 巧と 巧 巧して 巧 巧のを も 美しい を 李スボ I ブ巧 でで スキ ー 巧 留を卞 る ことにな 
つて 居り、 それには 云 巧 五 モの问 化が を かする こ 主にな つて わる •そして# の爲 めに 綺 ながを い 
た スキ— と 長阮主 含れ とを 巧え て 一組 ポ三 十五 マルク 占い ム スキ— 用み S 萬 化が 資り 化されて* 
る •化の 巧は 一ぶ をす ダる やうでは あるが 《 前年 己に-巧 八 千ぶ がみ 化の 巧で «られ たこと を考 
へれば 巧して ぞいと を ひのを いで わらう • 

610 KdFS 巧 化 及び 五 セ 


弟 一を KdFS 巧 立* び 》閒 五八 
恼ほホ 苗には スポ— ブ巧舍 を 設け やうと U 論んで わるが、 化 店では 一巧の おがを 巧す かに、 お 
を訓 なへの を 加 も 阳來る やうに をつて わる。 

かくて 夕 がの 闽巧 M 胞 がを い閒 ないて わたが を ザ现さ 甘る ことが 化が たので ある。 何と をれば 
K ボ ー プは 今日では な 早， をな 肚 なを おる® めに 特に 进 ばれた おや、 お 巧 的に お まれて わる 階は 
のかき 少な# の 尊 功では をく をつて、 闽巧 一胶の お 巧と をつ たわらで ある I 今日で も 己に 適を 
をな 巧 おのかを がをはれて 居 P ' KdF スポ— ブ巧留 への 殺到が 巧ぇず がいて わる • 

お H の やうに 化 赔に到 巧す るが 掛かの 中から、 手を P 巧せ に 共の-例を 巧り 巧して 紹介 すれば > 
「を •扣 ばかり 列べ ておりました 美 括で あり 一二 人の子 かの 巧で をん なは 贵局御 ま 他の おお 巧 おで 
毎時 叫 化 がをお 巧へ 下さるな のをび を 化 おに 手 巧で 申 化べ まいと 思います。 巧 巧な スポ ーブの 
ホの ホ かが かお 巧 下さい まナ 化の 巧拙は おには « なと 哄笑、 化を と 化 括と でが おい ホす。 をは 
日 巧の、 む 配の 一切を 忘れます •そして これにを 加し ませんで し セ 日頃には 巧み 巧娃 くまで 阳る 
ことが 化が ませんで したがが 可 巧り 多かつた のです が、 化の が 巧 時 W の 後では な 巧を 巧 化を お 
るやゥ にな P ました。 

で卞 わら 化の# 咨は 神® にも ホょ いか 用を 及 ザして 居 i す •それでを は 今日 も 尙ほ祖 育と い 


1) Sportlager 


ふが にはを の おい 掠 人 法を 化來る だけ 巧 山に 私達の 忡 問に 入れ やうと タカを しませう。 


ヒ ブト ヲ ー 巧 巧 


マリア •フユ I メル」 


これまでの なおに ょって、 巧 S 年 4 ホ. 巧を では 巧ガ巧 « に 直きを » くスボ 1 ブ ばかりで をく、 
通俗的な 巧み も ホ、 黄の されて わると いん 藍 明を 巧へ るで あら ゥやゥ な » 借 巧 お爱& 巧び 巧す こ 
とでみ らう。 巧々 は ホ 十* の 人の スボ I ヴ とか 巧 操と かも 日 巧の & がが 主 詔め られ るで あらうま 
では 化 まう もは しないで あらう。 

K d F の 勘 g 及な 書せ ちかと K d P の aisstj 會 教育 g をとの 化车 のか、 むに 立って ねる のは ホの 
かま 任徐お 巧で ある。 

-， KdF の 役 貝の 化 巧 觀的政 巧め 及び# 巧め 訓巧 
KdF 役 貝のは めの 非 公 聞か 程 己 旧が 化れ を ヒルシュ ベルクと グロ 王— シン ゼ I とに ある ナ 
チス 巧の 闲ホ訓 がの がで 巧 はれて ホた • 

巧 田の 化貞 がな 月 ナナ を 巧を 巧 及び 大巧 W 巧 巧を ネ巧 して わる • 

一 r 化 巧と お 合した 湿 巧を〜 さわた 請を 制 
十月 ーヶ 巧に めち 五十の 廉 をが あり、 多 か ホめ 一二 W 人。 

«ls KdF のな ホ及ぴ 》 巧 五 か 


。 WanderbOcherd の Reichs. Autobahn の Ortswaltung der 

2) Arbeitslager 4) Schukchiff DAF. 

の Betriebagenieinschftaabend 7) rkwfgpjnpinarhaftimhpnH 


巧】# KdFS 巧な 及び* 田 ホ o 
ゴ r 固 巧が i 文 庵 

K d F は 巧 自の阅 苗 巧を 所ち しては わないで、 安ろ 巧み 巧 低® なの 现な田 苗 巧を 利用して 石 
.る 》 

巧 林の 巧 逸 巧の 戰お 中央 凹が 佑は 巧が 約 セ 十な 册を 巧して ねる • 

を 田に ては 寅ら にが 計め 十-巧 六で 化を 巧す る 八 個の. KB 游 巧を 利用し 巧る。 

を蜗 にがけ る巧迪 巧撕极 巧の 圃ホ现 をな おは 今日まで にわ 百 五十 巧 冊に まして ゐ る。 

巧の ホに 夫々 め 二げ 冊を 持った 巡 巧团化 化が 百 五十 あって、 巧册 をが. 聞を 自助 巧ぷ畔 み 
校が 及び 泌迅巧 断 風が 地方 巧 管理！! で 巧化蝴 巧を してね る。 

巧 逸 势が巧 おの 中央 树に がるが 持：； 3： の 巧 わには、 局 内闻巧 化が あって •お八 千 冊 fc 化へ せけ 
てね る。 

阳* み 扭の既 を あびぶ# の货巧 

4 •月の-巧 W に 博构が •エお 等の ぶみ 約の 苗 五十 囘 •を か 人々 約 六 巧 人であった。 

お、 エ おお 问 巧の 夕、 あびを がを 问 巧の 夕 fQ 開催 
+ 月 ーヶ月 叫に 化 巧のを 問 巧の 夕べの 開 他 巧 かわ w な 五十、 を か 人々 わ 十 K 篇人 • 


がをお.® 王の 夕べ、 明の 巧り 巧の やぅな 共 他の 佛 には 約 十 巧 人が 參 化しで わる • 

上記の あからして-化 三一 五 年 十月の 一一 月間に Kdr のが 进 お々 較 ちが おの 巧 困では お-千 己 百 
あ 十の 化构 に、 め 111円 阳十 巧の：！： 胞が參 かした おにを るので ある。 

巧な 巧の 巧を の 巧 かは ナナスれ 植巧 巧の 年に おる までとい ム ものは、 ±ガ をて 巧 側からの おを 
巧た ことがなかつた ので ある。 波 等は 細 おへ 巧かない 主い ふ おを 白 巧 Qa ガ とぶ じた ばか S でな 
< 'マルクス 主 あの お 巧に よつて •化 おへ 巧く とい ム ザた 白ら 不 似合を こと ダと なず るぶ 等な を 
巧 おしてむ セので ある • 

化賠 にもな 本 的に 巧 化が 巧ら された。 两 民の 文化財は おキ 何時までも 巧 おおな の特宙 であ 0 て 
は をら を かつ ホので をる • 

大 化林大 を惧內 巧け で 巧 はれた 化 « の 文化な 巧め なまし い 息 巧は， ホに 擧げる やぅを 唯ガ I ク 
のか だけで もい つきり と g 立つ ので あつて、 卽 ち一义 一二 四 年 十二月 一日よ 6 1 义 ミた 年 十一月 ミ 
十日までの 巧 間に 百 直 十 巧 人な 上の 伯林の 化く 人々 が KdF によつて 肪 おに 伴れ て 巧ら れ たので 
ホる。 化の 百 五十 巧 占いん 化は 巳に 巧くべき おで あるが •もし 巧* がその 數は 化れ を 的 おとは 何 
の！* も 如^^も 持つて わない か、 话 んど閒 巧がなかつた 巧々 の 同 おに M する もの ダと いん# fc な 
» 一車 KdFS 成立 & び Hn ホ ー 


度 一々 KdFS 巧 立 a び 々こ 
る 時 •その 巧 化は 巧ら に ましく をつて 巧る •從 つて 脚 おから 云へ ば •此 等の 人々 は 今 ± で の梗宋 • 
のかに 附加 的に かは つた 事に をる 结で ホる。 化 等 同腹が これまで 少しも 曲 おに ホを かつた とい ふ 
巧の 腰 因は ま 占して© 巧め をせ 巧の ものである。 月 化 百 マル ク カぶ 二百 マルクの 勞化 おや 巧が ぶ 
が 向み とを 君との 巧 姐 入 お 巧 t 巧 ふことの 巧 ホなかつた のはを りに も 巧な である。 

巧々 の乂 規模な 游* 手段に ょつて、 曲 おや おお 舍 おに まかの 巧 ホを 化め る ことが お 巧た ので あ 
つて、 化 等 民 ホは これを はか、 る 教化を 唯 だ 阳き傳 へに かるに すぎを いで、 をく 何等の 典 ホを も 
それにな じ卡 にね たので ホる •これ こそを 却し やぅと してな 却し 巧ない 巧 巧を ので あり、 そして 
KdFQ 巧閒 をを けない お咨曲 おに おしてを 巧に 化 巧 的な® を 巧け をす るに 这ひ をい 事！,； をので 
ある。 

一丸 If 西 年 Q 奪に 我 ； f メ； H お 行つ お脚 お出 人品す る朗 a はを Q 巧說を 固め 
るに すぎなかつた ので ホつて •其の 二 S の數 字は このが をを るに 进卞る こ 占が 化來 るので ある • 

が 巧を 巧の 八 セ. 六％ と •巧朗 を ホの 八- •一二％ は 化れ を 曾て オペラを 化た ことが をく、 巧 朗査巧 
の 六 己 .八％ と* 巧 巧* 女の 七 四. 二殆 はま ダ ー巧 も 脚 おに 巧つ たこ 主が をかつた ので ホる。 巧が 
化の 巧 巧は 人な や 化 巧む の 化 化と かに 曲な をく ジ I メンス. コンブ. I ルンの 化べ ての 换» ぶ • 


卽ち 上は 支配人から 下は が 巧 巧が をに まるまで 化べ て 巧らずに 巧を された ので あるから •これ ま 
でが お 巧 巧 や オペラの 上 おを 其に がかけ てわたが 莱お 曲々 をる ものは お濟 的に 上 地 化を 占めて わ 
るが 給ぶ 群の 中に をつた みま 巧しても 巧して おでは あるまい。 • 

なる に随 かを 巧の H 巧に がての が おの 諸 調を は此戚 に、 のく 巧胞が K dr のを 種の 催しに 转に 
巧し くを かしで わると いふ 巧 ばし いお 果をぞ したので ある" なに 此 おに I つの 义化政 お的软 巧が 
菜が 巧 はれて おり > この 作用が お々 もが はれて 巧 やぅと して わる。 

伯林に がける セが おが KdF の 巧め の 專鬥上 巧 や、 まとして KdF のな めに する 上 巧を やつて 
わるが •其の 入 巧者の おは ホの かくで ある。 

巧 巧を (Theat 巧 を volkes) 六 九の、 巧 0 一 
巧 巧 オペラ (西部 的 おにて ) (<otksoper) 二 九 二 •五六 四 
ゾ 义 レン ドルフ ブラ ブヴ盛 (Thetfter am 2011 endorf を W な). 一巧 一二， S 八 
シ ，フ パウエル ダム 座 (Thea す 『 am Schiffbauerdam ョ) 一阳巧 一充 八 
ブラ 1 ブァ (plaz と 八 化、 -i ハ 九 八 
レブ シング 巧 (Lessingtheater) • 八 兰、 六 一 〇 

巧】 巧 KdF のぶ &度ぴ 》 巧 ホ吉 • 


第一 拿 KdFS 巧 化 ホび H 田 々田 
口 I ゼ巧 ( Rose - Tfleater 】 四 一* ■ー ハ 八々 

を闲 での 入 おを 平ち® は 一な にを 貴の ホ 的 力 至 セ 曲に 巧 ダを いのに， KdF の 的 
巧 典 巧は 何時も お 程 前から* 切れに をって ねる。 化の やぅな 入 お ホ 率は 巧を のをを 
的 おでは 到底 示す ことが 出^に わる。 

を闽 でも、 ミ ユンヒ 王 ンのプ リンブ. レゲント 巧と ブレスラウの ゲル" ルト •ハ 
ゥプト マン 啦 とはを が KdF のな めの 上がた して わるが、 此お でも ホ、 何時も 巧 切 
れ のを 化を 呈 して わる • 

本年 始めな 降 新たに 始めた あにな ホみ と 「ま 楽の 時 脚」 とは 间 なに 非な 在 人氣で 
ある。 巧々 の 大を楽 かには を も 巧 あな 指 巧を‘ 巧に ラィプチヒの 巧 おがを へん マン 
•ア I ベント al 卜 わが、 ドレスデンの おお 巧を 力 I ル. ボ •！ ム 博 壬 •伯林の オ 
，ト ー •フリ 7 クホ 王， フ- ル、 晒 巧を ウイルヘルム •フル トウ >1 ング， — 博 ±、 
化 林の ゲ ー .ハ I ヴ *1 マン おお > 化 林の が 立 荣曲長 B 1 ベルト •へ— ゲ A 巧み、 A ン 
ブルクの 巧 巧 巧者 オイゲン. ョ •'フ ー ム ，、伯林の S 指 巧 ホ 田 义化巧 巧 巧 部を おお ぺ 
I テル. ヲーべ 巧 か、 巧 林の 巧 巧な 者へ ルマン •シュタンゲが 巧な してね るが、 其 
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Hi 
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の 大部分は 餘控 がから 巧 切れに なつて わ •る •巧奏 をに を 巧す る ものに、 ホに 伯林 フィル ハ 
ル モー 1 1 を 括 巧が， 伯林 大巧 W 地 ホを お巧脾 及び 巧を オペラ 座 お：* をな 楽曲が をる •巧 化 
巧 巧龄が < 1ゲ * マン かの とを 指 巧#..' •ルブ .ドルン プルん の 巧 巧の すに 二间 巧を され 
たが、 二 囘主も 巧 切れのを 化であつた。 

巧樹 おはこれ まで 巧 化 楠を 明らかに ブル デ ■ T 的を 巧備 だとち へて* 断モ 主して 共處へ 
駐かゥ とはし なかつた。 それで 巧® ホを 博 わがへ 伴れ て 巧る ことは 巧* にも 大巧々 ホし わ 
つ セので •何で 囘 かの 博物 化ぶ 學の 企を したので ある • 

それ 許 〇 でを < 更に 進んで 巧々 は « おお « をに ょつて エ おの 中へ 巧 術を 持つて ホた ので 
ぁつて •この 展历 をを 規巧 にを 闻に舉 けされて'. 美 萬を 巧め 得た ので ぁろ 
巧 盛 脚 文化 ^ のを ホ 部と 相巧捣 して •一を 二直が 置 巧 十五 H から 十一 巧-日までに H 巧 
展 巧^を 偶す ことち 四十 四间 、かの 半年に 比して 共の な & 巧 加 さ ホ， 更らに 伸 巧を 示しつ 
、わる。 共の 中 セ 十の お g みだけ の 肪巧蹇 が 計は 二八 五， 一と】 名を 示して わるので、 
をち 阳十 一一の 巧 «を の 巧な 皮 あかは の<村 化の-置 十な を 超 ゆる ものと！ され 巧る •伯林 
では 十月の 一月 だけで、 二日 おに 一つ 巧の 扣 をで エお展 巧みが 他され た •セ 十の 大工 おで 
KdF の 巧 立 及び H 曲 ホ 五 
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第一々 KdFS 巧 立 及び 坦拍 ホ ホ 
は d にな 致の 展 巧# お 怖を みして わる。 

エ おおなみと いふのは 巧 おの 美 巧 お 《 みなので ホつて •夫* の お 度# の阳陳 巧は 讲れ « 逸美 巧 
まの がか セ 十點乃 ま 二百 K をを む。 田を 化 お « 巧 がは 美術ぶ をエ おに 波ぶ して、 美術的 指導 や W 
巧を だを させて わる •をめ をへの 巧 術 品の 仲介は エお 内の人* のれ 態に 應 じた ホ ホで 巧 はれて わ 
る。 それで 中が* 进 のーエ お居* みでは •十の 日閒 に繪* の 十- 點 . K 刻 九 巧が 巧が S 千 五 百 マ 
ルクで 巧が された。 共の 中で おもりに なつた 普は 巧 給 お マ A クの I 巧 ホが 巧 十五 マルクの 作な た 
巧つた 尊で あるが > そのを 巧は お» 巧 ホ おが 立 おへが ひを して S いて、 巧た からを 间五ヤ フ-ン 
ニヒづ 、の扣 合で 差 引の 却す る ことにした 尊で ある。 

この 单は 他面 •# 巧 W になつても 巧 巧 おがとの 接 保の 曲 含を 巧る ことにょつて， 時け にを をし 
たな 術剑 かの 强 い^を 巧る 巧 主、 なる ので ホる。 

二 一一 卒の 内には、 どの 大工 巧に もな 設お W み 肢«ゼ 巧 ホて •を 年 « あな ホ . W の 姑 巧の かなが 巧 
百 巧の 巧扣 する 巧賠 におが する ことが 巧 ホる やぅになる がで あらぅ •巧々 は 晚<« 巧の 大衆が 巧 
日 巧し をせ て 巧く 巧 巧、 巧ち 巧 巧みへ « 術 ぶが 出 おけて 巧つて •共 おで なれの なまに » し， 卽ち 
なれが な 寡冀に 典へ る g 術 的《 化に 巧して なれの 《 術 的 抑 作が 巧 巧 W 巧と 株 WQ おぇられて 


わるが 刖 とで 巧る によつ て 十み なか 酣 をのる といん やうに したので あろ 


これを 化 巧 すれば， 

巧ま會 iir 000H 
两巧 iQ 他し ち 000 
巧 脚の 夕べ • 1 0> C } 00 
オペラの 夕べ 1， 五 00 
葫酱の 夕べ 、 一ち 000 

ゲ 7, エテ ぶび キャ パレ 1 四、 五 00 

巧* み 1 0, 000 
巧 物が 見 巧. 八、 000 
展 ％ を 二 五 〇 
其 化 (エ おお 问 巧の 夕べ •ち 村曲问 巧の 夕べ、 » Q 時啤 

W 民 巧 踊の 夕 •へ、 巧 妾 含夕ご ち 08 
ち はれた Q でを ミ、： 81 契 墅 罕浸霉 Q 催」 CS 」、 を 加を & を 一千 喜 巧を して々 

»1 冉 KdF の 巧 立及ぴ * 阅 ホ 七 


/ 


巧-巧 KdFe 巧 立 及び 》 巧 巧 八 
る。 - 

尙 ほこれに 附け 加へ 度い のはが 脚 巧 巧は 一部 また 獨あ勞 お 載が の 阁 巧巡囘 巧的隊 にょ つても 巧 
はれた 普であつて、 化の 巡回が 肋 族は をが 巧れ 的な 舞 W を備 へて、 巧 逸の 到る 所の 地方、 大きを 
巧樂 おを をして ゐ ない 巧で で キャパ レー やゲァ リエ テの 上靖を 巧つて ゐ る。 

又ぶ 數のト ー キ I 自動車 巧は をが や 山 問 荒野の 僻地へまで も 赴いて、 巧 おにな む 巧 民 村 胞に生 
* ふした お 樂と每 日の 辛 おにが する がず とを 與 へて ゐ る。 

此 等】 切の 牠 しを 逊巧 すれば、 約 S 千 五 巧な 人のを かおと なる のであつて > お つて これを おに 
數 のに 見るならば、 今日までに 巧 逸を 人口の 二人に 一人が、 をれ は 年寄 子供を も 合算しての 巧で 
あるが、 KdF を 通して ナチ ス變 ぶの 巧果 にあ づ かつて わる もい ム 尊になる ので ある。 

ナチ K 世が おの おみ 巧を はお M 思想への 吿白 である。 エ躲院 w 推の 夕べの 開 備に あを 0 ては > 
訓 なぶ 社 か敎育 部は 此の 催しが 巧が 瞄 驗を茲 として 銜 巧され て、 を 從菜お 曲の 闻圍に I を按 力の 
巧を はめる やぅに と 巧す る ことで あらぅ。 化の 偶を 巧 ふに をつ ては、 エ柴巧 ff おに 巧；、 られ てむ 
るな 務は冉 いものが ある。 化の エ おお M 歷の 夕べの 他し は それが 所 » する を 执な问 巧 及び エ巧按 
M 破との お 巧を 共 M 作ぶ にょ 0 て 巧 はれる ものである。 


1) Reichstheaterzug der DAF 


匹村拉 M 粒の 夕べは エ おお H 拡 の 夕べと 时巧 であるが •それは まに 巧 李 化び み季の 間にを が あ 
巧を H に- 囘化 める 役を みす お 巧み i なる ベを もので あつて、 これは 己に 去る 冬 巧 W に Kdp の 
れ みがち おお 局 おの 手で 巧を のぶれ 化 ホで 巧 はれて 非 おなか 巧を 上げ 巧た ので ホる が •それは 巧 
ら にお 巧 主 も おがして 巧は るぺ をで ホる •化の 夕べは ホづ 開み のな にお ± つて， 巧* 訓 なが 役々 
の巧單な報吿があり、 そしていよ-^-^合咱、 巧本站^8か、 帝ザの^|巧ゃおを巧晒’ 詩， 巧故、 ホ 
人的と いム 本題に 入る もので ホる。 夏を にも 村に 固な のを 苗を 手を よく 完巧 するとい ム 巧に を も 
亟 巧が® かれて わる。 化の やうを 巧栄 を 共： 2 に 経 苗す る 主い ム がに よつて、 应 M 任 神が 强 めら れ、 
值 ホの 巧が の 保 茜に よつてち 化 财 がかが 闽 巧の 閒に 巧な される ので ある‘ 

巧 曲の 美*。 巧モ とい ムエ おの 中には、 おいな 月の 閒に 凡べ ての 巧 主 舌は ず 角と 云は ず、 巧 や 
巧が こびり 巧いて、 誰-人 も 化の 衡くお 所を 終 K にしゃう なぞい ふちを なす ものがない。 そして 
巧を いお つぽい なみい おおに 誰もが 巧れ てし まつて. これ fc もうを なの ホの やうに 考 へて ホて わ 
る ° 

化 おに 勞 のの 美 局が 历 しい 巧な i 巧 力 fc 提げて 巧び 込んで 來 たので あろ 到る 巧の エ» にが 巧 
を a がかいて、 そしてが と 巧 主を 中を やエ おのをから、 阳 々からか S 巧 ばした。 化のを » の美屏 
巧 一な KdFS 巧な* ヴ 》H , ホ 九 


1) Amt „Sch6nhdt der Aibeitf' 


巧 I 巧 KdFS 巧 立 及び 》阳 七 〇 
のお巧に巧じて エおを人脚に ムさはしく構巧するなめに二ほ巧 マ ル ク：^上が讓巧お留ぶ忆 ょ ク て 
使用され セが、 とれには 從 おを 曲 自身の 险 力が ぁ 0 たこと もみして をら しい 事では を かつた。 な 
前古い おみの 巧 や ほの が轉 がって ねた 巧に、 今日では 小さい 花® •な 巧 •小 さっぱり 主した 中庭、 
スポ ー プ 鼓が' 明るくて 面逊 しのい、 化 恐 室、 プ— ル、 化 巧 室と 化 面 室が は 巧て， む 持よ く 美し 
ぃ瞄 おがを 巧 ニ ザの 間に 作り 巧され た。 

今日までに 巧 一巧 セ 千の ェ 巧に 手が を けられた 。大小の 巧 曲の 無 あの 巧は の 化に、 おり 化 まれ 


たものは 左の 巧を ものが ホる。 

從 おを 曲の なめの 沼 巧 及び 化® 室 四、 一三 一四 
な 地 一、 五八 0 
スポ ー ブ致怖 ニ セ 六 

ブ ，ル を I 


巧の ル •め 一千 四百 巧の 海洋 船 巧が なをを 班され ち 

KdF が 今日 エ おで やって わる 化の 化 巧は 自動的 忆巧 巧の 巧扣 ぶの おちに だか 用せ ざる fc 得な 
い。 何と なれば 美しい なおに なれた 人は どゥ しても ぉ 分の 朵 おが 巧 巧で ましくなくて は 也が いぶ 


Werkschar り BetriebsappeDe 

Gau 。 Krefe 6) Or 估 町 ippe り Ortsgnippenwarte 

Betriebswarte 
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o り P 


t をた えられない やぅになる であらぅ からで ある" 

エ柴 にがけ るエ お突擊 がの 巧が は 急 巧に 進 巧し つ S ある。 あおのが けに 於ても 姑 胞巧理 お义び 
ご， ク薑？ 扣結を お 同 Q 思想を 巧进 ミが 巧を、 ナナミ' 貝で おつ 王お泛 をのな 
谎 に# する 度 巧を 义勇辜 一 主 巧 Q 巧 华巧賣 を 蠢寞； 夕忆お 掌る といを がみの 
巧々 のちへ な Q で & る •而」 W 搜畜忆 がて 蟲至 舅 巧 居は 志 居 巧」 お 巧を 教お 
し エお& '集 H5I 按同歴 Q 夕， へ Q かを 化. -i 物を そ，； 巧。 TJis 巧なら し &る務 が&る にエ 
巧 突が 族は エ裝 にがけ る ナチ K 的秩 ホの 爲 めの 突 巧 除な ので ある。 

巧が 閒 下、 K さ Q 慧忆 0 S て 宴を 浸を おち 致さを 爲 を、 おは 客羣を 上す 

ぶ 度い。 

KdF は 一二 十二の 大を ちわ 百 セ 十 I の 小を 巧 •吉 お干 五十 I の 地方^ょ 問 かの 地方 巧監 
規 部ょ P 期ぶ まれて ねる ご 

巧ら に 之に 加 ふる にがお 五六、 八 〇 六の エお 巧に 化<»巧 里 賊^が あり、 化 等を 巧 お fc おお 
千の お 力を はお 巧が として KdF の 中に 巧いて ゐる • 

巧 拾の 吸员 とし 了 筋く ものは を祐で 僅かち 宇喜 阿ち あにす ぎを い。 

#1章 KdF の 巧 化 及び » 巧 tj 


巧】々 KdF のぶ 立 及び 》H セニ 

巧 逸な 銜巧紛 が 巧 一年 巧に 支が はわ ば をらなかつた 補 巧 ホは ニモ 四な 巧 マルクを 巧した が、 本 
巧 ホが 巧には まガ ー千 セ 百 巧 マルクで あク た。 而 して 巧が まには 化の 宜大 なお 柔は 自を卞 る 
やぅに をる であらぅ とい ム费 が赛 される。 巧り 而 して Kdy によつて 助貞 されて 巧沒 されて わ 
るを が 十 化 マルクを 巧え て わる こと. が 太 巧の ド 7 ポ ラヴ* 1 n が 到を 化の 巧 苗に をし 巧 在 かつ 
たこと、 亜米利加の K 安が 巧 a 渡が ホ 巧に 巧 乂な補 巧を を W て 仕事 fe して わると いふ こと、 マル 
クスま巧的企阅の一切， これが^前の巧をにめけるにせよ、 ボルシ：ゥィキ-^の屏西亞にめける 
にせよ •文 西 巧の エ巧 諸闽に 於け るに せよ、 をが 失れ になした とい ふこと をち へて ホる 時、 化の 
巧货は 巧に おも 注 日すべく 义れも 典み ホる ものでは ホる ± いか。 おは 巧 信す る、 此の お ザの 巧吿 
が 

「ナナス 主 巧は 正な なるお 程の 上に わ 6!」 • 

とい ム ホを なめて 巧な に 巧 巧した ものである とい ム#を。 


第一 一章 KdF の 機稱と 事業 

U 卜： にょって KdF の 目指す 巧と、 その 事 まの お 巧 ふを かる ことを 巧た 巧々 は此 巧に 巧んで そ 
の稱 # とが まとの 巧が にないて R をの ホた おめ やぅと あん • 

第-巧 巧 

抑 立 おめ の 一丸 年から 己 四 年に 巧け てのを 供 閒 にがて 肢 けられた はおは 田 逆 巧®® 供 巧は 
ナチ スの巧 化 おと 扣應 じて、 =1 十一の 大巧 區 •わ 八 百の 小を お、 わ 一巧 八 千の 化 ホ 巧を 包を し， 
じれに 巧ら にわ 巧 A 千 おの 超 巧を 规 がが 附 かまれて ゎる •巧る に 巧 二 年の 担！ 9 中に 囊夫 等の お 
態が 度饱 して， 巧に 大巧 胆 己二、 小 巧 阳セセ i 、 巧 モ巧一 五、 0 五一 及び M おの 巧 方 巧を 耽 部、 

而 して お 巧 監晚が 五々、 八 0 ホと いふめ に祥 父し セので あか。 

化 巧の 化 おに 做 <巧 巧は 巧 W め セ g 五 千 人 t 算ナ るが、 其の 大巧み は ホ* 職と して 化いて 括 》、 
#1 なな セ BI 


1) 前サ巧 « 化 Ley の 報 巧が 巧參照 （抓 頁） 


1) 9 貞參煎 り unterstQtzende Mitglieder 
の 苗 巧 KdF. か 二 用 年 R ホ大 々にめ ける レび め 巧 巧參照 （が > ち ) 


ホ II # KdF の！！ 供と 睾* セ 因 
巧逛 资脚戰 線の 役な の おな 主 いん おを がぶ い。 而 して 巧 給の おな は 化かに ニモ E 首 人 化に 逊 ダな 
いので ある。 

KdF への 入を は 巧を 巧扣政 おへの 入を と 同が にみ 人の 自由に 巧され て 占る が、 巧 逸勞® « 煤 
へ 入み すれば、 巧が KdF のを 贝 とを るので ある。 これは 巧に 巧げ た一乂 =1 四 年 十月 二十 巧 日の 
巧が 令の 巧 八 化 策 一功に ょ 0 てを がそぅ をつて ねる ので わる •化の やぅに して KdF の 本を 貝は 
巧 逸 巧 働 越 拱のを 貝から はつて わるが •その かに 巧 巧を がと して 巧な、 苗を、 巧 随> な ホ、 巧 人 
等 も 之れ に參 かする ことが 出 巧る ことにを つてね る， 

巧 a あび M なの 技巧の 方面では、 KdF は 巧を 巧 »巧 保から 巧る 程 ままで 巧 立して はわる が • 
その 巧遥 がの 巧 化は 间 一巧 具にょ つては されて わる。 ’ 

K d F の おかは まとして 巧逸勞 化® がの 補助を に據 つて わるが、 共の 巧は ラィの «吿 になれば 
巧 一年 二を 二=て1 西 年) にさ 宇 巧ち が マルク、 第二 年 (一を 一画 1 吉五 年】 には-千 セな 

巧マ ル クであつが。 モしてラィは巧ーニ^^6!にがては^111^自足卞るやぅにをるであらゥと巧待して 
は占るが、 巧巧は巧立^|-1^にがても尙は前^と乂をなを補巧をを仰いでわるやゥにおはれる。 
巧し 共の 巧 曲に 至つては 巧 巧な をが あるので あつて、 巧ん ど 同 巧の 補 巧を と なて して* くべ をぶ 


ホを 卜：げ 巧て わるので ある • 


第二 « 


柔 


KdF は その内 部 化が として ホの かを 專門 的な 巧を 持クて わる • 

スポ 1 ブ局 ( spor 互 mt 】 

な 巧 巧 ( A ま fUr 窒 S さ Wandern und urlaub ) 

お ホが 巧 商 (Arnt Feierabend) 

おみみ IS # ホ 局 (> m " ,, Deu な ches Volksbildungswer 巧】 

巧® の 美 局 ( A 3 t „ Sch 6 nheit der Arbeit "】 

此のぶ つの 局が 巧つて ゐる事 お 巧 曲と その 目按と にないては 特に お 巧を 巧し をい 巧で あると ぶ 
はれる ので あるが、 をの 中な 巧 局な 下の 巧单 おの それにな いては ワルテル •ォ I ル ボルトの 「巧 
あ巧册 巧な の义化 まが」 と 酉す る 一文が をも瞄 巧に これ & ながして わると 思は る、 がせに、 左に 
么&巧 かしやぅ と 思 ふ。 

「 r 歎に ょる 力」 とい ふ KdF の あがなに その 巧 助 g 巧の お 巧を 描いて ゐ る。 

巧 二 ♦巧 セぶ 


U 

端 


巧 二を KdFS « 柏 i ホ# セ ホ 

巧の 巧 一の 事業は エ おや おおを にわる 两民 同化 t そのを おにして 巧び に ましい 生 巧の 鈍 巧 か 
ら 引を 阳 して、 ホ 巧と 巧 おとで、 巧进の 地方の、 む 巧と な 晒に なつ 巧 逸の 巧みの 錫 t 彼等に 示し， 
巧に 「巧 あ」 といん を 乂を随 おを 彼等に 仲介す る ことに あつた。 なをを 巧 神は 巧 ザ « をなる 巧 
巧に のみ 宿り 巧る ものである もい ふことの 訟 助から 化の 祐投は 巧ち なの 煮に 肉 拓的强 化と 化 養 
への 可能性を 巧 供す るので ある， 

淸巧 にして 明朗な かお おでは 削 作の 吝 びは 居め られる ものである といん おおから、 か 菜 おを 
m ホる ザけ 美化 するとい ム责 巧が 生ずる ので ある。 

がしを がら KdFQ を 商の 巧 力の 所 巧す る 所の ものは、 みお 人の 巧に 巧し < 巧い 生な ぶ 巧 及 
び 按阳巧 巧を 巧 品す る ことこれ である • 

化の 多 巧を 踩 歯を 巧を 巧ぺ きものは \ 他の 巧 巧と 相 併んで KdF の 中に ある 「なまが* 局」 

も 「巧 あ肚 をれ 育 巧 ま 局」 とで ホる。 その 十分なる 巧呆 fc 巧 かに 化 度に おへ 巧る ことは 到を ホ 
可 おながでは あるが •宙 くな 單 に-巧を 巧へ た ホけ で* 己に、 化の 巧 口に 不 » の 巧 力と 明解な 
目な の 下に 仕单 がを めら れて ねる ことを 證し 巧る ダろぅと あん。 

巧の おのが 店を を 巧 的に « 安 するとい ム巧沒 を 巧つて わる 「慰 ホ 巧 巧 局」 にょつ てめ 一千 五 


巧 巧 人に 演脚 ss 畜袭 明を AQ ミ？、 若 I 霎至寡 黄® 文化史 忆抬さ 

靈を 巧る えで ホり、 「費の 巧 堅と いんが まを 化ての K で蓄 なて & るので ホろ 
巧 巧に して 巧 おみ 害の 宙 張も完 望れ たので ホ。 て. ホに 曲寞羣 な 樂邮を 同 用が 手に入 
れて 、大霎 ミ 裏 色 完菱 翼で 曲く 拽ミ惡 冀玄 t ま累 たの'. 

ミぅ I 

文化が 巧 かの 巧し い 泣 巧の 手段と して 靑年巧 ホ かと エ巧 巧を がと が 採り 入れられ たが、 これ I 

はお 弦 苗へ 塞 吝悅と 墓ら 言 Q で— •:ご 1 やゲ K， ユテ Q か を佛 しを 今日 > 

をに め 一一で 巧の 巧 的 ザに 日々 の 急 巧からの おしいが せを なつ ホ •同 t くを < がしい 巧 ホぶ と M 
巧との 結合 として •エ おや 經 溶の 岩 美巧展 ■をが 豐れ たが、 ね 己年が には 大防 なお 慧企城 
であつた ものが •今 H ではな 投 的を® 術 わを 上の 一手 おと をつて しま クてゐ る。 g 

化の 括 差 sa 管 置 長 養畫 SS 俗菱 巧模 お契ぉ、 そを 宴 寒に || 
完望 ミ； ^<累 を 炭を 李 こ占皇 が && 占 じ T ホち 化 夏び 巧 典 Qg ホ a ま Q が 化 

田 巧から 巧み おられて. それは 多くの 巧 合、 ヒ 7 トラー. エ— ゲントと 相せ 巧して！ ，は あ 

るが — 白ら 作 クた聲 巧を 樂 巧 素人 留 、ち 裝蠢 B に呈 て-巧し いお まが 習の 力 S' の 

ホ ニ 事# fc ヒ 


巧 二 巧 KdF の «识 とが お 七 八 

でな 堂 せら 装。 H おか 施 •資馨 •を 嚴韶講 、これ 寒 覆 翼 忆特忆 興へ をて 

わる 誦肤ネ 能が か 何に 巧#! されで •巧 おおを、 むから 欣求 ずる 念にまで 島 拱され たかを 示す 新し 
い槪 をな ので ある。 愉悅 とがと が 經替の 中には 入り をん ダと いふ 睾 巧に 立ち 巧って】 居 明らか 
に坡 近が のが 化を 示し 化る ものが 他に あり 巧る ガ ろぅか。 

を 阴搜巧 指 海な ダブ レ 1 主を 巧 指 避を ラィ 巧 ± との 閒の度 巧の 义化的 おぶ に阴 する 協ぶ が 化が 
て 装、 器 課 独には 特別を 囊 がま 拂 はれて 來ち おおじ やを 巧ではなくて、 薑 本を も 
のと 釣 俗と におす る 巧を、 都 抑の 引を なしではなくて •自己 省察。 簡琢 にして 健が のに 恒 おの 
なる もの、 をれ がその 目な なので ある。 度が 按巧 粗の 夕べは 將來 此の 應 巧を 明らかに おがす る 
ことで あらぅ。 

文化的 巧进の 新しい 特徵 的を 道 みとりずべ まものは お 案お莱 局の 「脚を 動軍进 路に對 する 
特刖杂 お」 であろ をに 課せられて ゐる 任務は 巧 衡ぶ協 W 巧舍 をが 他闲 巧で な 共が 宗^ 
底に 作られる 凡ぺ ての 宿 舍の爲 めの お 巧的揖 かなので ある。 巧杂の 新しい 巧 姐 お 巧的拽 巧を 削 
り W す こを 此堂參 おして わる その 人 A は 皆、 姑 前 巧に ちて はおる がが-^ か-^ て 惹持お 
は 忘が されて ねる のでは ない もい ふ杂の 明らかな 茜 巧を 與 へて わるものは、 一九 S あ 半 十】 巧 


1) Darr ろ 

2) Arbdtergcmrirwrfiaftalager 



u ホ执 巧む か 車ぶ 路 巧を をお囘 して 公 おを 巧 ひ、 なて この 资 化する 仰 脚を おもない#* 的な 提 
巧 构の路 同、 む 巧は 力に よってな 等の か 友 巧 神を 强 めて ねる 闲 巧む 助单 近路 转 去を ので ホる •ス 
ポーブ 用具、 逛抵 其’ 闻 せ， 雜誌 及び ラジオが 化のを 舍 おせを に 化 ホる ホけ タモ 面を モ をで 化 
息 主化« と 巧* とを 巧 かせん i する 巧 力を 授けて ゐ る。 

謂は t お ぞ巧巧 巧の 化のを まの 補 巧と いん おまで、 巧 巧れ* 敎ち尊 ホ 局が 一 おな ホの 仕 巧に 
巧がしてわる。 巧あ巧化政巧の岳口》べ*卜 •ラィ巧±は化の巧の崇ちな任務を化べてホの化 
くちって わる。 かち 巧 逸の 頭臘巧 $ お及び 巧 肉勞樹 ホに 「ナナス 世 巧 巧の 法則 色す 葉と 义杳よ 
にて 仲 かし •なに 天 巧の 削 逆 的 ま 巧 fc 展開せ しめ、 なて なを お ボカと して 第一 ご 巧 田の g 笛の W 
巧义化のを展の中に挿入する」 にホると。 二ち3上の肚をお！^所ポ化のを持を巧の爲めに巧い 
ており， あ 巧を 人々 が 巧のに 巧 ホす る 同化を ナナス まを によ 0 て 巧た をみ 明けを 其た 時化の 諸 
巧 題を 地して 巧 巧し 可 わる。® 等は す おや て、 » おと ±巧 とち 族と によ 0 て 指 海し、 巧 
が 文化と ち ホの 巧 巧には 自が的 脚 巧のを する こと t みら しめて & る •而 して ホ闻 詔の 巧の 及び 
一 おに おお 的が 率# をの 巧め のな# よりも 巧ら にを： 虫を ホ 巧は 繪畫 、巧 型、 巧が、 巧 巧 等々 • 
その 何れを 問留 とする かは 之を；* ザ卞 、そ の巧«を 巧て、 その ホ 巧 fcs に w ちた# 口め 指 巧に 
巧 二秦* モ九 


1) Radisautobahn-Buhne 
り VolkBl^dungsst^tte 


1) Wehrmachtsheim 2) GeneraliekliiiarschaU von 助 甲 出 erg 
の Amt W^irmachtsheime 。 ， jKraft-<hirch-Freude"-Heim 
の "Gewitter iiber Tempeihof* 


#11 巧 KdF の « 保と 本* AO . 
よつて 驳度 ホし むる 可能性を ので ホる。 巧边 化み なち お柔は 己れ 自らへの 巧 かによ つて 巧を 阴 
巧の 生巧庙 巧の 向上に 寄 巧 せんと 化する 一切の 人口への 呼び 巧け をので ホる。」 

3 上の 五 おの 局に よるが まの ルに、 特 みのが 束が 又 KdF の 中に 同時にを まれて わるので ホる 
が、 今 共の 中のを なる ものた 巧 おナれ ば、 

一、 W 巧 軍 ホ IW -化 ご一 六 年に KdF の 長を ラィ iw 巧 巧 元 抑 フ * ン •ブ a ムべ A ク との 

刚 にを おが 巧 はれて •换の 括 おとして KdF の 中に 「两巧 ザ ホ 1ム巧」 を 段 おする 事と なつた 
ので ホる が •これは々 のかを 事 おの 巧を をな して わる。 

1、 阳ヶ 年な ホを W てな ザみ 壬の なめの 「KdF ホ I ム」 二 個の 连 巧た 巧す こと 

2、 两巧 軍のは めに お囘巧 巧を が訟 する こと 

3 、 組 お 的な 方法 tu て 兵 ± の阳 にぁる 文化 卸を 力た 引* 化す ことによ つて 田 巧 巧を まなす 
るぶ と 

二、 かおに なする 特ホ 巧な I 一 化 一二 化 年には：^ 贝中冉 に の 巧め の » 技と して* 

1 •巧 おのは めの お 李な 及び 冬 李を の巧倘 

2、 巧 人 S 『テム ぺ A ホ ー フ を 巧つた 甫 雨」 の 上演 


を 巧 0 て わる。 

巧 III エ 巧を 巧が 

一を 一一 脚 年 十】 月に KdF な 丹 中 十八 巧ょ とす 五 巧までの 巧を なる 靑 がな のぶをな て、 みお 
巧 巧に 「エお 巧が 睽」 をが 綻 する こと、 な 0 た。 これは みお 巧 内部の 有を ょり 巧る もので をつて _ 
炼サ たる ブ ロブ クをお 巧して、 一つには 恐が 巧に 巧しても 細胞 お及ぴ ブロ クク をと 扣お にお 巧 巧 
神の 擁 巧を 巧す とみに、 ニクには ナナス 世 ホ 觀に专 吐す るを 巧の な拽 とする もので あクて •巧の 
化带としてはエお巧^!、 エ史耽を及び巧他の催わ等におしてホホしてがの巧めにを力し、 なてが 
の 祐替效 み iW 十分なら」 むる 巧が 考 へられ 了 わるので わる •これは ミ經貢 K 於け る 巧 巧を 
低戰線の能動的^部巧と稱することが巧ホる。 ブィは化のエお巧巧巧に巧して、 「巧々は不巧 
なる 巧 おを なする 府爭 的な 人間を、 A ぶに、 が 0 て 生かに がち せんとす る。 巧々 は 两爭が 生 巧な 
望で をり •がか も 巧爭に 於て はおに 巧 利が 货くぺ をで ある もい ム がた 也が ■岛〇 此の 巧 利の 日を 
樂 しむ 人 W を おちし 巧い」 とい ふ 大きを 1 をな けて わるので ある。 

エ巧巧 巧 巧の 一巧は 最少 十五をから 巧り > 平 巧 人 A は S 十 あ 力 至の 十 あで ある。】 九 一二 あ ザ セ 
巧 一二 H 巧巧學 お ター 


り Werkschar 
2) BetriebsappeUe 


巧 一一な KdF の* I 冉 八 二 
巧 ハン プル ク にがけ る KdF 巧 一 罔を 阁大 をの 席上 ゴ I デスの 報吿 する 巧に 依れば •それまでに 
己に 一で 四 首の 巧 巧 お •巧 身 約の 巧 人の 化粧を ぶたとの 巧で わる。 而 して 一 义 S 六 年 十一月 QK 
d F 棚 立 3 を大 をに ラィに よつて 其の 巧 部 巧 巧のを 巧と 単 巧の 組織化と が報吿 され， 氏の か 二 干 
巧 五十、 お 貝 S あか 巧 人と 稱 された ので あるが、 いよ--- ナナス 巧が 除との 事業 上 及び 組 措 上の 
应： 化に よつて 一九 己 セ 年末迄には 一巧 六十 巧 巧 至 セ 十 巧の 民 月を！！ 糾サん とする 巧 曲 態 巧が 度へ 
られ セと 云つて ねる。 がるに 一丸 云 七 年 一巧に がける 巧 逸 巧の® なを 技に 巧る 中央 事務 巧の 巧 拱 
なおの 結み、 此の エお巧 巧 隊は從 巧の KdF 下にが ける 化坦 からが 巧され て •巧 逸 旁の 戰械を 面 
の 主® おおが 巧の 一つを 巧す 「巧 逸 巧 的 战なエ お 巧が お」 を 巧ぶ する に 至 0 て、 KdF の エお巧 
g 隊は化 おにを 度 的 解消を をげ たので あん • 

巧 四大 6 ft び だを 巧 

お 年 十一月 二十 セ 日には、 KdF の « 立を おを して、 を闲に ホつて 两巧的 耽を fe 他す ので ある 
が、 巧に 化 林に めて は 化の 日大 示が 迅 助を 惟し •化の 巧に® 逸 巧の 胜 がを W 巧 泣を ラィ 巧 ± は® 
が あびを 拍 巧に 巧して か にめ ける 巧 巧の 镇 またはす こと、 なつて がる。 


り Gohdes 
巧 U 巧み 巧 


り Gefdgschaft^us der New York-Hamburger Gummiwaren 
Compagnie 2^ Dressler-Andress 
の Leipziger Gewaiulhau»Orchester 
4) WOhelfn Geier, Deutsche Heimkehr の Carl : 


扣 s ' 巧- 2 E ホな は 一九 3 巧 年 十一月 二十 七 H 化样の AEG の！！ 战大 «阳 で# 巧 きれ > し •巧 二 巧は 一 
丸一 |一 五 巧 十一月 二十 七日； e 株の 肉 巧 巧で 巧 はれ* が 《 化の 巧の ブイの « をは 巴に な 細に なかし* ia りで 去— 

£0 

-九 一二 五 年 口巧 はな 年 苗 巧に を稱大 を & 化す ことにな つてね ろ阳他 巧は ハンブルク である • 
今 •共の お 一 罔を 曲乂冉 のれ 巧を 巧 介してぶ やぅ • 

巧 一闷を W - K をは セ片 六日 (主】 セ 日 (ちの 二日に 巧つて ハンブルクに 閲 他され たが、 共の 
巧 一日は ニュ 13 —ク .ハンブルク 巧 巧 おな 含れ の從ま お 曲 クラ 六で 的 巧が 擧 巧され た。 拐かは 
を W 巧が 官 ライの 開み のがに おまつて、 を灼 巧な 巧が 巧 ドレス ラ I •アンドレス， の r 巧 S とせ W 」 
i 題す る 巧 巧が あり、 ホいで KdF み 局な のが お 巧を が あつた •それが なつて ライプ ナじ お构巿 
巧 附姑巧 巧 巧 曲の 巧 妾が あり、 をを に ゥィルヘルム •ポイ H ル 作な 咱脚つ 巧を のな 巧， J の 初 巧を 
3 S て 巧 一日の おを 阳ぢ た。 巧 二日は か 巧の 日哩 をが おのの 巧 巧の おおで W 巧を を擧 けした、 入口 
には キー ルの 巧 軍 砲兵 部 麟の巧 巧な がをたて 巧 快な 化が 入 おぶ を巧 ぇて 方る。 小 H 柏の な 因で 開 
式し、 ライ. ドレス ラ） ■アンドレス のな 巧な ぶ おが あつて 化ち にお 典に 入 p , 「巧 巧が 阁 巧の 
巧め にが 卞 る」 とい ムモ 7 ト ー にがつで 巧が がな りけ はれた •そして々— ル. ハンネ マンの お 巧 
巧 四大サ 及び E ホ 房 ， 八 S 


巧 一一が KdF の 《 供と ホ ホ A 田 
する： 一べ ダ 合の 曲の 五ち 人の が 手 と共にを み ホが M 巧な t 化った 時、 フィンヶ ンゥ .，ル ダー， フ 
ィ I ランデン 巧い ふが 法の 地方から ホた 四な 人の 舞な ザが 古田を 巧 f ンス を 演じた 巧 《 興は 化 
にお 助 曲に 達した •をして 隆 上に 水上に、 ホ* とお 巧の » が 展 ベら れ て， 子供の 巧 阁も投 けられ > 
ポンナ ぶ お •モか ダンスが 人 おを 巧った。 そして 巧の 巧义 ダンス、 千 五 百 おのが 义 におら し 出さ 
れホ閒 る 人* の榮 しいを‘ これで 化の 大 みのな ボ明 ぢられ たので ある。 をみ ホ ザに 十八 巧 人 • 


i ) 41 巧 ♦照 


第 s 章 スポ ー ッ 局と 其の 事業 


巧 _ KdFK ボ 1 ツの目 巧と 巧 田 

ブィが KdF 细 立の 切 初已に 「ナナス 巧ぶ は 描を は 巧が 闲巧尘 巧を 巧 刺たら しめ、 能率を 增な 
サ しむる 巧盡 がを る齊 みょ 姑て むる •此のを に勒巧 间跑の 何人を も あかしめ 巧 ま ホ やうと する の 
が 巧 逸 巧が® がの 中に ある Kd がスポ 1 ブ 局の 化 持な のでみ る j と 云つ てゐる やうち K さは 
巧の スポ I ブ 局に^^ の^ f ： を かけ、 をれ に 十分の 巧 力を が おしてね る。 がしぶ がら スボ ーブ哥 
の 单莱の 目 镑は唯 だ 巧 お 的 巧 化と いふが に ガけ局 吸され てね るので はを くて、 巧に ラィが j ^ 一二 
五 年 十】 巧の 創立 巧 二巧华 おを 大 みの 巧 吿巧說 中に な ぺてゐ る やうに •それは 腊 巧を なて 巧 B を 

健康に 磬基〇 手段な。 是をち 夏ら 基を を S 巧 S をなる ホへの 蓋 

なりと 考 へて、 がち 的 人 閒が化 的 巧 因に 特別の 巧 化を 巧いて ねる ので あるが •化 おに 特にな 巧 W 
巧】 KdFKW — ブの 目！！ と巧留 ル 己 


望 云 K ポ—ッ なと 典 S ホ* 八 力 
民に おする K ボ I プは 特殊の 息 味を かし、 巧 0 て 特異の お留を A め、 獨自の 性 巧を 惦 へて 巧な < 
ては ならを くなる。 化れ に 巧いて 力 I ル . B ルヒは ホの やぅに なべて ゐ る。 

「化が が网 K ポ—ブ 局を 闻 巧技 大臣のを# 下に 設立した のはが < 先頃の 単で ある。 しかし これ 
はスボ —ブけ 政のを 阴 的が 一を 所期 する ものな ので ホつて， 拓な あほ おに 一枝 化し •巧し い 
踢 逸人を 创り 出す とい ム息 ホで なみ ある 货巧 はみ 国の なおな 稱に f されて ねる のでを る。 

軍隊に がても. 巧 化を 化に がても. ヒブ トラ I . ユー ゲントに がても、 まなは 治 的 組が 
拖 にがても おちは 巧 描の お 化 及びな 巧のを ちの 手段と して、 古くから 巧サ たる 地 ホを 占めて ゐ 
るので あつて、 今、 巧を 巧 衡戰滅 の 巧みに がける 歷巧の 地 化と 息を とを ちへ て 巧 やぅと すれ ば- 
な が 二つの 側面を お 則のに# 明して 坦か をくて は 在らを い •その 二つとは、 會 其の 巧 巧 的强化 
の 手段と しての 描 育を をむ ことにな いての 巧绝 巧® 及 掠の 權 能と， 此の 目め への 手段と して 適 
切む りと W られる 巧を の 本 巧と である。 

お 巧 にがおす る 巧 逆の 人々 の 健ぶ 雄 持が びに 巧® 的强 化と が 神 的、 む « 的 H お 化と におを する 
ことを 销 逆勞俩 巧が は權 利と 化ず る ばかり か、 巧ろ ま務 である もさへ も おじて ねる •化の ま務 
のが わの なめに 巧 用し 化る-切の ものを 巧 用す る こと も 柱め てながな ザであって •化 化に 巧ち 


〇 勾 


I 


tw て 夫れ にお もが 迎な ものと 巧して、 これを 採用す るに 至つ たこと も 亦 •お o にもけ 明の が 
巧 ilK はを < ては をらぬ。 

がし 化の 巧、 化を にを ム巧 々といん ものが 值 巧の 息 巧での ス ボーブ とは 巧る とい ム«& 注意 
して 狙かなくて は をらぬ。 かしい 巧爭 •な 沼、 スマ ー ト在进 のな 巧、* なすべ* 巧な 記な、 大 
巧 ホ、 セン セ ー シ •ナルな 巧团 巧な、 的が 桂を る进巧 規則と 云つた やぅを ものが 巧來 QK ■ホ— 
ブ にないて はち へられて わたので ホる が、 KdF の® 巧は そんな ものには 巧 巧 巧で ある •化 お 
では 第し いなぶの 間で、 何等® 制さる、 巧を く、 防ね 巧つて、 己が 巧 巧と 生活な ちを 獲 巧す る 
とい ム意 ちを 巧 あして ねる とい ム每 丈け が 重 巧を こと、 をつて わる。 

巧し お 巧は 义 •一 お 不可 思な をる 方法で ある。 をれ は 人間を 一つに •一巧のを にお 合 ま 
ホる ことが 巧 巧る ので ある。 人刚 がその ル 的を おを 化 ダ 巧で、 パン プ 1 0 になる 時， 化 等は 巧， 
おれ 彼れ のま 別な しにを く 同じに ぶたる。 其 面には を 早 •を も 地位 も稱が もな 位 もな 力がない， 
唯 ダ ある ものは 巧 汝の械 なで あり •忡閒 の 問 巧で わる。 化 度に-人は 他人を 人閒 としてが »»、 
を 互に 了解し# なしなん ことを かるので ホる。 巧 用の 時、 巧 化の 底、 を 同が を ホる。 か < しで 
巧ホ拓 巧は 应问 むの S 巧 t 特に 必巧 とする 所 QH 巧には な々 力« く 供 入され る ことで あらぅ • 

0 _ KdF スボ 1ブ0 目は と拓田 入 セ 


I 


空安ス が— ッ材と 共 s ザ 巧 八 八 
かくして どの 乂エ おもみ 円の 理動 お、 おみ 室 •巧ら にを 自の 水み おを 所ち する 主い ム 日が 巧る 
であらう。 その 時には、 脚く 人は 餘胺 た 地して 化べ てを •その 日の 巧 曲から 化 まされ、 共に 巧 
ね、 共に がれ •共に が 快になる ことで あらう、 をエ おがが 萊 をから 下ク ては 一せ 低い 化 苗のを 
巧の ホに 至る までが •此の 時に こそ 始めて、 おな は その 本 巧を 避 押し 件る でを らう。 がちを 
勒巧闲 おの 生を 力と 生 巧な 岳 主の 巧 おがの おみで あ P •あ M 巧の お 巧 所で あると いふ その 本 巧 I 
を。」 

化って KdFK ポ ー プは 色々 の 理由から して K ポ ー ブに 巧して s ' むを お サホ义 は 拒否 的な 髮 
を すら 示して わるを 巧の 人々 にスポ ー プに 巧す る 巧 巧を ホな する ことに 力む るので あって、 巧な 
お錄 にを をを® く 粗ち おを やスポ I ブ おみの 巧を ちとは をく 巧って， 游化 •巧 お， お乘 等を さん 
で わるを* 的な 巧 や、 巧抵拓 操の やうを ス ポ—プ 巧が が 特に おがされて わる。 ホ も ホ 间 、テニス、 

ボ 。、巧 巧と いん やうな 化 巧スポ ー ブ もが はれて わる ことは 言 ふ ± でもない。 巧く して KdF ス 
ボ ー ブは巧 逸の 的货助 巧のを 部を して 之れ に 參かサ しむる ことを 主眼 H として わるので あり、 C 
れ をぶ 巧と して 適切を るスポ I プ g 齒が が.： 化されて わるので ある。 

共の 巧め にお 巧 M 胞 のはめ のスポ I ブ のを 巧 巧に 曲す る！ 一巧 度び 巧 巧が 巧ん に 巧 巧され る こと 



忆 なつた ので あるが、 この 施 枝を 一巧が 巧なら しめんが 巧 わに、 斯 かる 巧 巧に を かせんと する 化 
巧 ホに 巧して 特に 化 暇を 巧 ふべ しとい ム 化かを 窗 ホす るに まつた ので ある •これは- 义 三| 五 年 二 
月 十ぶ 日附 の 「巧を ヲ 目的 トス ル 巧 川 乂及资 巧を ノ化 巧ユ閒 スル 法 巧」 によつて、 「巧を 肉が 圓 
内 一一が テな お スル 巧を 人 巧モ巧 化 巧 义 < 巧 W 人 ハ 何人 モ ソノ 企ま ま ノ申巧 二ぶ キ 班を ヲの タル 西 
ちが 程 一一 參加 スル 爲ィ 化な ヲ巧 ヘラ ルベシ」 (巧 I 化) と 巧 おされ •此のな めの 「化 お；； 規則 こ 
ョ 9 化 扣人及 巧 的を 二 巧へ ラルべ キ正 巧ノ化 おノ ホー ー巧へ ラル ル モノ」 (巧 己が】 となつて ゐ る。 
そして 同 ザ ーー ー巧 十 化 日 おの 巧を 施け 規則に よつて. 訪 ホを 巧た る おち お 程のを 加を 卽ち K ポ ly . 
講 巧る かおが 巧 巧 巧期閒 中に お 程 ま 他者より 宿泊 •たお， あ 化 及び キ なを 給 巧 さる、 ホが 規巧さ 
れてゐ るが、# の 他に 巧ら に該软 程を か 者の 呆巧 扶助 おまで も おを まれて ある。 (ホ も 此の « 故 
巧 かお ま 給の 制 巧は 一丸 S セ 年 十一月 十八 日 おの 巧 巧が 巧 令に より ホ 巧され て、- を 1 H ハ 年 一一 百 
十一 二日 附 「ぷ族 扶助を」 みび r 巧 故 おか 規捏」 のち 巧に おつて 必 ホなる 生れを 巧 保す る 巧め 忆拍 
助を を 受 くる ことを 巧る こと、 をク た。】 

»|| KdF スポ 1 ツと国 K ポ.- ッ巧巧 却との M 巧 

巧 二 KdF ス ヴと HK W — ヴ巧 ♦巧との M 巧 八 九 


ホ-二 巧 K がー ブ材 とがの 春 巧 化 〇 
がるに 此の 勤勞闲 巧の 巧め のスポ ー ッの 一大 游 巧の 巧 立は 獨逸阁 を おの スポ I ブ巧 巧を が 一 的 
に哥 ろが K ポ I ブお 留挪 占の 間に お 巧を がす 巧が ホる やぅに 思 はれた ので あぶが、 これは 己に が 
巧の C ルヒの 言の かくに， 闽スボ ー ブ 巧！ # 部の 任務は K ボ ー ブ巧 巧の 全幽 のが I にある ので あ 0 
て、 共の が 行に まって はこれ を 夫々 を 巧の 没が に 任して わるので ある。 化に 共の 閒に皆 かの 巧 W 
ホ 盾の 生卞 べき 巧 山は ない ので ある。 巧 かも W スポー ブ指簿 & たる フ * ン .チャン マー. ゥン ト. 
オステンを Kdr スポ I ブ用 おに 任命して 人的が 一を さへ かり 上げて むる。 がくして フ * ン •チ 
* ン マ！. ゥン ト .オステンは ラィのを なをを けて、 I 九 S 六 年 十二 片十 六日 おを U て KdF ス 
ボ ー ブをを 巧 巧し， 巧 一一 一七 年 七 巧に 化け 規則 A 邮 なか 令を を 布して、 巧 巧を の スボ I プに 巧自の 
立 おを が 巧した のでを る。 而 して 巧 命令は 左の通り である。 

「ナチ K 」 な M 拖 K dF ノ 「スポ ープ」 试ノ を度卜 巧を 勞 W 戦 烘ノ範 おの 二め テコ レー ー巧へ ラレ 
巧 ルな 扮トハ KdF 「スポ I プ」 卜巧 进网描 宵が 邸トノ 巧な 巧ヲ おお トス ル。 巧 逸 资助邸 株 巧 
CT - 片巧化 猫が 进を 「ドクトル •ラィ」 ノを任 プをヶ M 「スボ I プ 」 巧» だ ハ 化おユ KdF 「ス 
ポ ー ブ」 局 お トシ テ 左 おみ 咱ブ 規をス 

一， 巧 巧 巧の 巧 献ノ稱 檢巧曲 二が テ陌巧 二が シ 特二乂 ナル 巧を ブ巧巧 スべキ モノ トス* 化ブ 


1) ReichsspcHtfuhrung 

2) Rddisspcutfiihra* 8) von Tschammer und Osten 
4) Deutacher Reichsbund fiir LdbesiibuQgen 


テな 巧ノ 内部ぶ ニ ホな 二め テの が < 促進 サレ 巧 班 サル Y キモ / トス 
11、 巧を 巧 的 邸 おのぶ ハ 「ナナス」 あ M 巧 KdF ぶ コレ ト巧お セル 巧 曲 巧の/を お巧义 「ス 
ポ I プ」 巧おノ 巧を お ハ 「ナナス」 な MKKdF ノ 「 K ボ I ブ」 局 トス 
己一, 「ナチ K 」 按间巧 KdF ノ 「 K ポ —ブ」 局/を 沒左 ノかシ 

(ィ】 巧 巧 格 M 柏の 二が ヶルを モ 晒る ナル* 本 お ま a — 巧を ュまル 巧ち ノ めぶ、 巧技 ハ 除 
か 的-一巧 巧 闲拉を 断 盟ノ巧 田 内 >1 テ ソノ 規化 - I 巧 ジ テな U ペシ 
(こ 一 お 巧が 並 ユを牺 「ス ポ —ブ」 扭目ノ ー切 二が スルみ 乂二篇 巧が 可 サル、 を 開化-一 
非 公 巧ノ巧 巧ぶ ハを 程 ノ巧化 

(三本 度. 泌 二ぷ ク沾巧 及 共 他ノ化 巧ノ巧 ィノ 「スポ I ブ」 巧 巧 ノ巧巧 
内 •從ブ テ 化 方せ 巧 ノ巧粗 的 お 化 一品 シテ ハ特圳 ナル 指示 ヲ巧フ 、里 かお 巧 ヲ囘お セン ガ巧 
メー ー巧 留ト ナル 地方 ニッキ テ ハ 巳-一巧 おお 问ノ なお ヲ かが シッ 、ア y 

I フ ォン •チャン マ 1 •ウン ト- オステン (おお) 

化の 命令に がり •エ型 K ポ ー ブの專 業は 今日では】 おのな 紀脊 とい ふ 事を おえて、 その 諸が 件 
が具瞄 して わる おを には、 お 技まで も 村 ひ 巧る までにを 巧させる こ 主が W ホる やぅに な 0 て わる • 

巧 二 KdF 义ボ —ブと 巧スボ ーヴ巧 ♦巧との 期が か- 


ホ ーー 妾* が， ッ 財と 巧の ホ 巧 化 二 
しかしみ 巧を 防がん がな めに、 なおは 祗逸 w 相 育 聯盟と 共同で 巧 はれる こと、 なつて 居る ので あ 
つて、 此の新巧巧の板本おおは 】 切の巧巧村胞をしてます^スボーッに參巧せしめんとするに 
あるので ある。 

巧く して ナ卞ン マ！ ゥン ト ■オステンは r 新 泌逸巧 装體 系」 の 中に ホの かくに のぺ てね ミ 
「巧 逸阳 巧を 税现 (口 KL ) はがの ぶ 立の 巧 初にが ては、 ホづ旣 にお 巧を 巧んで わる おのみ t 
包を したので あるが •がし 脚スポ 》ッ お 巧な におに 裸され てゐ るを 務は 全巧逛 W おを 插 巧に 指 
を するとい ム杂 である。 

化の 巧 巧への 莉 達は 二 側面より 巧 はれた のであつて •おの ーク はが 勞 おの 爲 めに スポ I ブを 
エお 巧に をり をん ダ ことによ つて (Kdy K ポ ー ブ局 IM 局 おは 卽 ちが スポ I プ巧 巧を】、 其の 
一は 全 巧逆靑 少年を 規則的なる スポ I ブ进 巧に 巧務 かけた ことによつて である 系逸靑 少年が 
ち おな 巧 g 内に がける を W 进苗 少年 巧 巧を 巧を は卽ち 拽スポ ー ブ巧 導を)。 此の 二 化の 葬 業の 
極致は 巧 巧 的が 巧に おする 巧な をが おし お化し 且ク巧 おの 巧び を 知り 巧た ものを 一冗氣 ある スポ 
1 プか 友と して 巧を 闲巧巧 巧 お 中に 巧を 入る、 に 至つて なまる ものと 公はなくて はならぬ。」 


り Gnmdiagen, Aufbau und Wirtschaftsordming des nationalsoziaB- 




第 III K ボ—ツ 届の！！ 窠 

K ポ 1 ツ局 Q 尊 業は か 巧 Q ナこ ly! ウン ト .ミ テン ミ ボ-ッ 令 Q 望 技の 班 お 
にが t て 度 施される ものな のであって、 それには ホの 化を ものが ある。 

-， 工場 K ポ—ツ ，の 巧* 及びの ホ 

同スポ I ッ令 おご 提ィ にょり、 お 巧 控问巧 内に めける を も恼 みを を 本 お まょり 進んで は 巧 巧に 
a でも 達する を 種の K ポ I ブ施投 A び お 巧の 巧 巧ぶ びか 巧を 巧す ものである。 

巧々 エおス ポーブ の：：：： 的と する 所は、 これ t 巧沾 すれば、 ( I 】 阁 巧が がの 化 進 •ごご かお 年# 
の 則 上げと か 菜 能 ホの# な、 ご 11) お 啓な M 巧の 助ぶ •(巧】 が 巧を る K ボープ 後 載ぶ のまが にある 
のでを るが' それは 巧に ホに 述べる やぅを な 程を おて' 化のは 化を 沒 巧し ホる ので ある • 

「 I 括 化 おお 凶が K ポ 1 ッに がて おと 蟹を 示」 て 挺 おに もを 加す る こと 苗來る 化に 
をち それに 關 なの ィご ふ驳 おお M おを お 字 さで あぇ 化の 巧を には 超 巧 羅官は 
巧 お經を まとの 了活 の 下に おを は问 粗の 巧 班 者を 任命す る。 化に 巧巧陌 M おから スポ— プを同 
巧が 生ずる ので あり •巧ら に 化 おにが てが 化なる ものは む おお M ® へ も 加入す る こ i が W ホる 
#111 KWI リ材 の车« (工場 ス <1 ブ】 / 九ぶ 


り Betricbssport 


巧 =1 巧 スがーッけとがの巧巧 九 ホ 
ので ある。 化し 化の 锐お按 ：一 巧は 何 化まで もエ おスポ ー ブお M 巧の 一部に 止を つてわなくて は 
ならめ。 

化の：：： 操に 到 速 せんが 巧め には、 尙ほ夕 おのかを けはなくて は をら め ことは 音ん 迄 もない • 
をく の 練 的黑を 巧て わ ばなら ず、 ホ 化の 指が# も* ぶせ わぱ ならない。 しかし どの 巧 低が にも、 
どのが 業 お 巧を にも 大切な がは. エ おスポ I プを 一む 的ぶ 本 お 式から 挺 巧にまで 到らし め やう 
とする お ホを 滿化サ しむべき であると いふを & Q である。 

植 巧は 他に 何等 肉 瞄的巧 做を 爲 さめ 人々 におして のみ 乂 をを 佑が 上のを ホが ホる ばかりで な 
しに、 单ろ單 調な 化が に 一方的に 片 をつて 巧 事し をくて はなら め やうな 人々 に それが 巧な であ 
ると いふ 認識が-むの 脚 巧时の 間に 巧を 渉る やうに なつ セ ことは 货に KdF スボ I ブ 局の 不断 
の宜 化が おの 化乂 なるな 巧であつた。 

がし 化れ な 上に 巧ら に KdF のな 助は •- 切の が构 はわ 巧 的な 側面から おられ 巧べ まもので 
をく、 一切の が 求は 巧 だ 构巧的 化 おにょ つての み 顧な さるべ をで をい とい ふ 巧を 獨 逸の 勘 巧を 
に 示した ので ある •化に 巧々 がエ おスボ I ブを やる の も > それは 唯 だ 巧に 巧々 をが がに 巧たん 
が 巧れ とい ふす けではなくて •我* をな ばし わるが 良め とい ふに あるので ある。 がち 我々 がエ 



巧スボ ー ブの n 1 ス にを くのは. 肉 お 湿 動と 共な で 示さる、 おがと が 巧* にか 巧の 化 餐を 
贵 巧す るから なので ある。 巧くて 巧々 のエ おスポ I プは 巧々 の 巧れ 巧った# 力を 新たに 滿 たし 
で おれる 力の おを なので ある。 

巧を の おお 巧を おが 何れも 化の 觀 なにが 〇てエ 巧スボ ー ブを 許宙 せんこと を 望む ので ホる。 
そして 化が 化 巧の ホ おでぶ モづ U て 费明計 巧を をが 忘れて、 巧げ もな くその 經 咨お问 巧に スポ 
I プを巧 入す る ことを 巧 さ ホる やうに されん こと fc 巧留 する。 これが 巧 巧され た晚 には、 それ 
におして 十み をが 酬が ほされる であらう。 なは 己が 巧密の 中に‘ 惟 快を' むに 滿 ちて 巧® のに お 
が もして 大いに 脚く に 巧 ゆる 巧の 舞を 巧す る ことが 阳來る やうになる であらう。 化は 健を なる 
巧祐 がのを がむ せ 向が お 巧に かける 扣 をなる 站 巧を もがり m す 巧の 人々 が 己れ の四邊 にある こ 
とを 知る やうに をる であらう® 

KdK スポ ー ッ 局は 化 巧から K ポ I ッ嫌 ひの 人閒に 日を 巧け、 そのを 傳 のまを る 眼 日を 此等 
め 人* に 向けた ので ある。 そして 巧乂 をな みを# げ糾 たので ある。 

今や 化炮 に、 化の 方向への 大 なる-ホが 降み 出された ので ある •而 して 今は 尙は策 I のが 脚 
ちる エお K ボ ー ブ按 同席の お 段に 化单 しては わるが， やがて おかの お 巧のに がけるな お 曲问也 
《一一 ー ス -*|ブ 届の 本な (工法 ス *1 ヴ】 九 セ 


ホ 己 巧 K ボ I ッ 財と 其の ホ お 丸 八 
の 巧 巧 せらる、 の 日も餘 りに 巧い ホでは をいで あらう •お菜 お 面の 巧 具が 二な 入な 上の お霉で 
がて は' 何れも これが を t 巧る ことは 明らかで ある •其の 時に こそ、 現れの 投乂の 社 かの お ホ 
の】 クが 巧た される やうになる であらう。 そして 肉 巧 的に を おにして お 格のに 健を なるお 资す 
る闲 民が 機械の 傍に、 幕務窒 ののに g くやう になる であらう い」 

化の やうな なおを なく 巧げ て證 おした エお K ポ ー ブ をぶ 徹底の 逝 動は をに 巧して、】 九 S と 年 
のちを をて を 萬 室が スボ— ブの案 威 お 励を 巧 ふこと にな ク たので ある。 これは 化が の A 
egh おにが ける 一巧 人の が 業お闽 による 大 示が 涩 動を ホ 巧と して、 阿が にお 十の ルを 惧 にがぶ 
されて ゐた幸 八ち 呈受ポ 1 ッお問 粗に よ ミ时樣 の 巧盞 断が を廣に 巧た たので あろ 
今、 们 がに かける その 槪 化を が述 するならば 、ホの かくで ある。 

化の 日、 ヵナダ 巧 かマブ ケン デ！ キングを まあと したぶ がめ ホ資 のかち ナチ スな あび 多 お 
の闲 ぶけ ま おの おおの 下に、 AE « の經巧 監现を ザィフ-ル いが 開を をを し， ホいで AEG エ巧 
のが おおを お 惧密啟 問 脊ビュ 1 ヒ H ル巧是 きて、 此の 日は Kd ミポ ，ッ 局の おおに ける 
特 がな 巧 巧 おとなる であらう も 育 巧して' ホいで 

「お 巧 巧の】 切の 人々 を お ホし やうよ いふ 巧な 巧 巧 巧が の强 巧して ゐるお ホは 化の エお スポ I 


蹤 

昔 


II 


ブ 


ブ 協！！： おの ホ吿を u て {兄 結を おる ベを である。 経を 内に をる 人々 に とつては， それ ボ巧 おに 的 
< ものと’ 单巧 室に めく ものと を 問は ず、 そのが 巧ボ- むみの 化ぶ に 巧 立つ やぅに 梅ポ されて ね 
ると いふ 普に 特別を 息 巧が あるので ある」 

，とがべ たが、 之れ をを けて， 閣スボ I ブ巧留 を フ * ン •チャン マ—. ゥン ト .オステン はを 巧进 
にめ ける お 育の お 巧に 於け るエお K ポ I プ按时 巧の 地 化 にないてな ぺ 、エ おスポ —ブ按 M 拓 の 巧 
苗は これまでの 埋连 の静巧 的な 括で あると み じ， まらに 巧を ないで、 

「巧 逆には 己に 夕數 のエお K ポ I プ陷 みが ホ 〇、 エ おの 化 沿 やスポ ー ブ巧 がのを のか 何に ょつ 
て、 ぶは 夕 あのず は 少 巧の 同脑を 包容して わたので あるが‘ 之れ を勒 巧に 從 かする 人々 の 大巧 
主 比 巧ナれ ば、 共の がかは ぶ 少な ものであつた。 化 おで Kdp スポ ー ブ 局の 化 措が 巧 巧に 巧 巧 
ある ものであると いんがを 强 勘し 度い。 云々」 

と 云つて ゐる 。そしてを 後に ラィは、 巧々 の おする おもない 巧は 巧々 の 巧 族と 巧々 の 血で あると 
いふ 海から 說 をな して、 

「巧々 の 幸 届、 巧* の お 業 巧、 エお 、都# となが、 巧々 の バンと 巧々 の 生な 巧 力は それから 生 
卡 る。 巧々 の 肤す るのは， 人 曲を 唯 ダ 健 ホに してけ かぅ とい ふ 丈け ではなくて •それを 义 ちく 
巧 111 KW — グ材の 事 薄 (H 場スボ I ブ】 ホ 丸 


1) FmnensportveTein 


巧三一 巧ス が、 ヴ 財と 其の ♦巧 -00 

巧 男を 持た 《て 行きを いといん 巧に あろ 篇が籌 てな にを ちて かゥ ちつ セ 「自 みは 化 
の网 巧が 力を 享る た畫 をナる •何とな なをが I 切の 革类 、みがは 巧は、 置 こて 
余 占む を 共に 宴 そ Q 爲 めの 力を 署 せざる お 合には •お 息 巧 主な り 管で あらう からで tj 
と。 化の 力は 唯》 巧をから のみ まので あろ 巧 巧 主が 神と、 む 巧ち それ 等は 巧々 にがては ~ 
のが 一 おであり、 お だれて 巧け ざる ものな ので ある •人 もし 化を なる む « と 巧 巧を るが 种 とた 
なせん 轰サば •健 庚を る巧租 にないても ホ瞄 堅ねば をら ちを スポ 1 ッ とおを が闷じ 
< Kd ミ もので をくて はならぬ。…. エおス ポ—ブ は 爵スポ 1 ブで ホろ をて 筒 巧が 
ちから ミ 巧 望れ て 巧く •舊に 凡ぺて Q 全が け S を 共军ろ 志ま產 It 下 

はな 巧に 至る ま。 そして 凡べ ての 理 がの スボ— ブが杳 まれろ 化の すに して どの エ おに〜 
H 巧 Kf ッ 協同 箱 差® される ミ らミ , g し呈寞 S が雰爵 H ミる やう 
に. 壶突 霞が 又 化の 思想の 舊奢 あり’ ス ホらねば— さを らう。 か 令で もき t 丈、 
法孽 まく. 巧 率が おで もを ければ' 時 霞 粗で ち巧衡 組合で ち 巧 低ぶ 曲拓 でもを い •‘ 
■なぶの あなに おち’ 共问 お# の あ 巧が 化 打ち 迎 した と 人間の あ泌 よに がした なを 協 H 拓、 

化 巧 一切の 差が 化 ミが しい 巧 逸を ミナので るス カと 菜 巧 主を 巧玄 差で ホる」 


と 巧 破した。 かくして おが 货 巧を 喝へ •肉が をを 唱 し、 巧 五十の 理助 巧と エ 巧が とを ホ おに 大示 
巧进 動を 展閒 したので ある。 ， 

尙 ほな- 义己八 年の ハン プル クを W 乂 合に 巧して は、 巧スボ —ッ巧 巧を チ* ン マ！. ゥン ト • 
オステンの 巧ち にあいて.、 エお K ボ—ブ 巧般 を ラィの あに よつて ホ吿 して •巧め てが 巧 巧を 上げ 
巧た ので ある。 

-1， 農が スボ ー ッの g 巧 度び 功 ホ 

マ ポ ー ブ令巧 四 化に よつて、 化 ホせ 民の ための 巧 祖的强 化 にないては 特別なる 盛設 とこれ が 巧 
巧を 巧 ふが とな 0 たので ある。 

抑々 ながに スボ ー ッを 巧き 巧ら ホ やぅと する おおには 種々 のが 巧が ホク て、 これには ホ づ巧一 
に 巧が 巧の 巧祐 的に がしい 巧 做が スポ） プ による 均衡を 大いにみ あとして ゐ ると いふが が あるが > 
巧 二には 巧 巧が 健 的、 おつて 同時に 巧 巧 反 巧 的を お ホが あるので ある。 闻唐巧 指 3 をは そのな あ 
にめ て、 二 一一 一大 管 曲 にがては 良 村 巧 少年の な 巧 的 巧 化は セ 五％ まで あなで あると 强 巧した •化ぶ 
に 坡乂义 をに 此ず靑 少年の 巧め に、 巧を をる 窗 さへの か 巧が 件を か 與卞る 巧め のな 巧を 巧 巧が » 
C られ なくて はならぬ こと、 なる ので ある。 • 

ホ 己 ス ヴ材の ホ 巧 (度な K ボ —ブ】 一〇一 


I) BetiiebGspOTtappeDe 


巧一一 妄 K ポ—ブ 局と 巧の 本 巧 JO 二 
唯 だ 化の 於、 度 村に K す ッを撤 鹰さ廿 るに 望て 逢な する 南 館には ぶ おを るが、 その 小に を 
つてを 村 巧を 語 的な K ボ-ッ Q 夏 忆動 孕る ま蒙囊 をる 艰浸 かさが Q 展 さもので 
みら ミ宮度 貧が 墓」 了 奮」 て わると いふを 上 ミ. •器 夕攘废 が 案 中を やな 

ち地昭 にがけ るを に 比して 龜 かを 利な 狀箱 にある もい ム寒 臺サ ねばなら ぬを 巧で あろ 
ミ VK で ッ 局は I 垄肉年 襄度寶 f ッ Qltf が 施して ねま、 それへ Q 多莲の 
巧は おえず 荒を 示して わる。 をして 今日では 田雲廊 W と麗育 聯盟と 茜して 1 切の 力が 動 
巧され て 居る 夕蔡 にがては 巧貧ポ 1 ッは蒂 と 巧 進を ぶる であらぅ こを 媒想 をて わろ 
良 だが ける K ポ 1 ッの橄 底と 巧 おに 農して ねる ものは 巧 糞の 暨で あま •こた 寶 
ては をの 冀に 十分 Q 巧 力が ま規 はれ T わる。 をた は I おに もが i ち設 値は t こを ある 

力 技術 皆 奮」 た 養は 都み を」 て@ を璧 差が かい。 を 薑舅曼 こ 吏， I 

ヘルスぶ ひ蜗靑 少年 お 導を バル ド， 1 ル •フ三 •シ 1， こが 描 ひもな ミ 巧 切に 必巧ガ た J ^ 

て ゐるも Q は 藻 おさ ミミ 古 ふら Q 資 QK すプ ミる S ま a ど實 — gQ 恩 I ^ 

巧に 巧 立つ も S 化に 巧が おいので あつて •乏ス ポ—ブ を 巧 掌る こ轰を 要で あろ おも 設 
をの 浸忆 は、 ル 河と. 5 でか ミを、® く 笛 か Q 《川を なて 巧。 る® で わる • 〇 巧 




がし 今 H では、 な 巧の w に K ボ I ブに がする 降が やの 新が 化り おかれて' じに® 育の 进 にない 
て わる 人々 と 尊を 共に しょうと する 巧 持が 生ずる ことが を乂 » 怠 おを の. であつて •化の ホ 面への' 
巧 まがが 一に 化り 上げら るべ をで ある。 

-二、 巧 否の 拥化 — 

スボ— ブ令巧 云が B にを いで， K ポーブ のを 化 巧に 巧り 初' む 巧の 爲め - uS 巧ぶ のな めとの 巧 留 
をを W を 地に が 巧に 单 むして わる。 此の スポ ー ブの理 巧 もみして 巧なる お 人 向きの もの ばかりで 
なく" み猛の巧おはもとょり、 スキー. スヶートのかまを巧スポーッのを巧、 か*^、 なか単おが、 
巧 お‘ 帆 ま、 衔を のかを にまで も 及んで わる •今- 树 としてれ まスボ I ッの 斑を ぐれば •左 
のな である。 

机を K ポ） ブ ととつ たやうな 化が はを 持ちの おが 陌 おの 者が 巧と 目され てね たスポ ー ブ が、 今 
日では 巧® おの 前に も 自由に 提 かされる やうに をる 爲 めに、 化の 巧め の铺 巧が け はれる こと、 な 
つてわる。これは二つにみれて&て-其め1つはお*1:3?まであり-共の二は巧两的まであるが、- 
涅洋机 走の ホ 壁を はが おりの KdF おお 時で ぷ巧 机ち 巧 巧の 申 弦を 卞 るし-巧 W 机 ホの ホ 度 あは 
シュタィン ブート が义は アム メル ゼ UQKdF れホ ホ 巧の 巧 巧に を 巧 申 & め ばょ いので ある。 そ 
化 111 ス .*1 ッ 財の 辜 巧 (ホロ】 一〇 五 


り Steinbuder See 2) Ammeraee 


が 一二 巧；— ヴ w と 其の ザ 巧 一〇々 
して 八日 間の 溝 巧で 立派を 帆走 おに 仕込まれ るので ある。 

义スポ ー プ令巧 S が ハに 基いて、 スボ ー ッのお 海 致の ま 巧の なめの 謀 巧 も 盛んに 巧 はれる ので 
あつて、 巧 巧 地方の かき 瞄滋な 化 域にまで も K ポー ダを けき 渉らせ やぅが なめに、 を喊 にがけ る 
を 地方 巧の スポ ー プ 局の 巧 貝が がから 巧、 町から 叫へ と巡闷 して、 を 村スポ I プ監晚 巧 义びエ お 
スポ I ブ 藍械贝 のな めに 八日 間請留 を閒懼 して わる。 

化の 謎 約の なめに スポー ブが師 には 十分な 菜 疑の あるが 帥が 採が されて わるが、 ナナスな お 確. 
立 W 前の 失を 時け に 職を 失つて ねた 巧 巧 设びス ポーブ のが 師 Q 1 下人が 一九 年末には 採が さ 
れて 職を 料た のでを るし ■一九 云五华 末には】 卞お巧 人を、】 九 S 六 年末には 二 すん な 人を 巧す 
る ことにな つた。 

四， 其 化の 巧 業 

1、 K ボ ー ブ が 具の 調 速 —— K ポ t ッを 加ぶ の 巧め にを 巧の スボ ー ブ が 具を 化が の 巧 巧で を あに 
入手し ける やぅ 巧め てゐ る。 

2、 スボ ー ブ R み W 揀所 

3、 不具 巧 おお スポ ーブの 巧技 


4> K ポーツ 化 暇が の 設曲 —— スボ ー ブか胺 ぶの なわに、 左 お セケ 巧に K ポ ー ツ休 おがが 巧 けら 
れて わる。 

上郁フ T ルツ 巧の ロ ブス ホ！ フ (巧 osshof ) 

マルク 地モ のべ ルナ 7 ヒ (Ee だが 产 d . Sark ) 

ライン 河 巧の ブライ ザブハ (访 re を ach ? 巧 hein ) 

ラ ー ン河 巧の フ * イデ ィン ゲン； さな i 日 巧コ 田 •みで 軍】 

アル ゴイ の イス ニ 1 •グロ I ス ホルブ ロイテ (な 日 だ 一 st « i ■と lg 5 u ) 

タウ ベル川 彼岸の 口 I テン ブルク ( Ko を sburg 0 . d . Tauber 】 

ハ ー ルプ山 巧の ウ王ル ニダ ローデ (wernigerode a ■里 arz ) • 

巧 四 ま ホ 巧 « 

K ボ I ダ 局は 一九 S 四年阳 巧に おめ て 共の ホ 巧を 開始した が‘： WC 後の 沒 度には まことに R 巧す 
べき ものが ある。 今、 左に 大 みが 吿 中ょり W の 巧 « を 巧が して、# の 巧 巧を 巧 かしょぅと 巧ム。 
-九 |二 五 年 »||囘« ななを 大會 にせけ る ライの* 二 年度 «吿 

巧 巧 巧 巧ぶ « ー ミ 


。 Sporturlaubheitii 


巧 II 安ス •ホ— ッ材と 其め 审巧 ー ミ 

一九 51 王 一一 巧が 】 互 ユ四丄 二 置 年 

稱 巧み 閒催 おな 八、 た 00 巧 S 八 ■五 00 闯 

巧 巧の 夕べ ク あお、 000 巧 一 化 0>000 闯 

を 加を 2： お 0、 000 人 一二、 0 S 阳 •六 八と 人 

的し-九 一二 ill — 己 四 年は 一九 己の 年 巧 月】 日ょり 十月 S 十一 日を の お ホな S が. これは 化め 巧 阿に 
がで 巧め で W 巧の 单 巧が 閒巧 きれを なめで みる。 

化のを 加 おを スポ ー ッ 巧：！： にょつて かてば •左の かくで ある。 

一九 己ーニ丄二 四が 一九 互 巧— 一二ぶ 年 
水 み 一七 〇, 〇〇〇 人 九 〇 お • 〇〇〇 人 
遊が の お 操 わ 0、 COO 人 お八 お、 000 人 
一 板拖お 五 五、 000 人 S 八 〇、 000 人 
巧スポ J ッ章 受領を S 五、 000 人 一三 一〇、 000 人 ， 

水み 巧 巧の 參加 おの 乂 がみは 水み の、 む 料な を 著であつて、 初 ホの お菜に を 加して 自由にみ ぐ こ 
ふが 出 巧る やぅに なつた。 


り Reichsqxxrtabzeichen 


り Volkstanz り SA-Sportiibzeichen 
3) Betnebssportwerbewarte 


一丸 己 四— 一二 五^に 巧た にな 程に 沾 入され たものは、 巧ぶ® 媒 (これを での》 か# 四 s •お 
00 人)、 スキ I 巧 側 巧な (多 化 お八 0« 〇〇〇 人)、 老年 者の ほめの 巧 巧 ■円 W 巧みり、 短な 
が 巧、 阁巧巧 踏 •ゴルフ、 突！* おスボ ー ブ 巧。 

昨年は 史ら にす 巧 菊 お 者の 爲 めの！ 1!¢¢ びに スポ ー プ 巧# 柏 旗 所の 閒み をぶ セが •此の 兩 ぶは 
を 目では K ボ I ブ 巧の 計晝 中には* 卞ぺ からざる ものと なク てし まって & る。 

特に 苗 ばし いがは 递が帆 ホの ホ 望が 巧 到して' その 申込の 大部分を » ら なくて はなら なんった 
程で あク たといん 摩で わる •それで ホ まには 「1， 夕」 「エ ザィ ー ト」 の 化を スク ー ナ I .の ルに、 
尙ほ 他の 去 おのが を 巧 W して •-化 一一 一六 年の 一 一片には Kdr 陸上み みを 伴って 化 おを 閒始 し、 そ 
れで宜 中に 前年度よりは 巧 かに 乂 きな U 巧 半 巧を おする 一週 ぶは 二お閒 のがけ & しよぅ 主計 晝 
してむ る。 

A ぺ ての 乂經 巧の 內 にが けられた エお K ポ ー プ呆 化を 肺の す 面の 巧 力に よって， ホ $ にスポ 
I ッ 財の 冊子ず を迅述 にが かしたり、 お 巧 内に ある スボ —ブ M なぶ 面との 巧 おな 幽 巧が かられた 
りした。 

♦川と しては， - 

巧 巧# ホ码 K I 0 九 



巧 一一 一巧 スポ —ッ材 i # の ザ 運 二 〇 
一九 一一 1111 — 己 円 年 一九 3円 — III 雨 年 
讯具 及びが 材# 六、 000 ;， セ 五、 000 Z ， 

較 おが 借 巧 巧！：， 000 四 I 0、 000 
講師が 商 一 1 0、 000 八 化 0、 000 
化の 进師謝 巧の' 八十 化が マルクは ホ 功まで 非な な悲 巧に 苦しんで ゐた拓 揉な 師サ K ポー プな師 
に 規則的な 化 人の がみを 拍 かして ゐる ものと いへ る。 

化のを には 化が おとみ M で. 巧を のをの K ボ I ブに坦 もが 適な 化 方で スキー 巧 程を 閒战 ■しょぅ 
主して わる。 これには I 二が 五 V ；- 人が 空 加す る ことにを つて わる。 その 爲 めに スキ—' 長 化 戊び ぎ 
杖から 巧る Kdy スキ ー 裝 み S 巧 化が 一組 三 一十 五 マルクで ホ 望 者を 待つて ねる。 

巧 度の 計董 としては 一 お 巧 おを をすな めの 外に’ 巧 空 訓な烘 巧に を 加し 巧る 中ぅな スボ I ブを 
をの 建設が ある。 

■を 二た 年 さ-面 柏 立 E を 大會に 《ける ラィの 弟 1-1 年 巧» 巧な 吿 

スボ I ッ战 《 に 巧 ミ 音な 人の るか ホを 巧した のに、 本^にが ては 巧 巧閒视 巧な 二十 セ 
巧 おで iir 百と 凹に して. 共のを か# 五な 八十 A な 人 をれ へたので あつて > 化 に 二 化を 示して わる， 


闲 ぶな f ミて 主 おのに とたが 普して わる スポ— ブが師 w れは 前が 巧の 一千 着 人に おし 
て 本年度は 二 千 八な 人を 巧す。 》 

おを 描 M 巧に 巧して 巧 巧の おず る大を なをみを 認めて， 夕 巧の 経 窗 では 巳に ち 备のス ポ—ブ 巧 . 
を珪 致しようと 卞 るに まつた。 そしてぶ 化の 水み お、 ス ポーッ 巧、 湛 おお •巧 操 ホ— ルが この や 
うにして 化 巧た ので あるが •尙 ほが 他の エお スポ I ブ訟備 のを 投を化 おさせる 巧め にを 力を 傅 倒 
しよう。 そしてを には 大お 巧は 何れも' 粗 巧 ホ— ルに ホよ， 水み おにせよ、 グリ— ン にせよ > と 
に 角 一つの が 巧 おを 夫々 所， がする 化に ならな くでは ならない。 

今年 ホに， を 初 QKdF スポ I プ夏 李を をと 帆 ホス ポ ーッ# 巧が 巧 巧され、 滑を あを をの 開設 
も：！！： がに 迫つて ゐ る。 .1 
■か =1 七 年 巧 巧回拍 立な を大 >の« 巧巧吿 I 
I 义己セ 年 セ 月 《 降 五での H おスボ ー ブ 協同® が かられた • ^ 
エ坚 スポ 1 ブを羣 を 風を 巧 李る ミ、 なた 1 H お マ ポ-ブ 協 M 巧け や' 更に 進を は I 
边 巧が お f ぃムホ 奪、 涵 俗を 留お手 おかを ふ 計 S が ぁる。 この ■養 巧は 幅は、 みれ 、 M 
リレ I 、 ル 15 控 なが g 等から 化つて ねる。 本 ザを エおス ボ—ブ を かお*** わ 七 巧 巧 人 • ] 
巧の 事 巧 巧！！ ニー 


ホ ーー ー巧 5 — ヴ 村と 巧の ホ 巧 ニニ 
本年度 おにを 目を 引く ものは 机龙ス ポーブ であつて •これまでは T 抹の 諸岛か 南部 スウ- » デ 
ごの 情 ご 一週 训 行程の 帆走が けを おして ゐを かつた のが •將來 は 一二 謂に 互る 故 程が 計 f 
れ て， がの 扫的 做は スト， ク ホルム、 ぶ 部 スウ デン、 オスロ、 ゴ ，ト ブント、 ビ ラウ、 ダン 
ナヒ から 巧ら にシタ ヴァン ダル •フ 3 ルドにまで も 义ぽク として わる。 

スポ ー ブ化昭 の 設備と しては ザウ エル ラントの フ *イ ディン ゲン、 ウュル テンべ 义クの グロ ー 
ス ホルブ ロイテ、 マルクの ブライ ザ， ハと W 上の ベルチ， ヒ の巧ヶ 所が ある。 化の ヶ 所の ホー 
ム とも 巧、 非 巧な 毋 巧の 化に あつて •化べ ての ホ 西の スポ ー プ (水上 ス ポーブ にも ホ) に 巧して 

ゎる。 尙巧 塞」 て抵臺 S 養泛 K ボ か @ で 資す ッ 章が 赋與 され S とい 妾で あ 

る 0 

区けドか暇ホの中におの ス ポー プの巧がおがぐん^^とがしてゎるの であつ て、 どのお水なお 
にも 十 かに K ボ I ブ巧師 が おなされて ねる。 

-九 |二 化 年！！ 五 回 《ン ブルクを 巧ホ會 にがけ る 篇吿 
エミ ポ-マ 案忆 管た ホ、 一九 一二 八 年には 年齡 十八 完苯を 基 Q おぶ ぶ 畳 占を 
おする】 巧腊 巧であつた が •一九 吉九 ザには j 巧 巧 加す る 尊で みら ぅ。 


エお K ボ—ブ を：！： 拓 の 技は-化 s 九 年には-化 吉八 がの おでに 巧して 一巧！： でに お 加し • Kd 
P スポ ー ブ のを 加 お 數はエ お K ポ I ッのを かぶを 加ん る 時は、 一 化三乂 ザの が 半 $ に-千 S 百 
五十 巧 人を 巧して わる •これを 一 化 S セ 年を 年の 义巧 ホ 十 g 人、 一 化 111 八 半を 年の ニモ ニ 巧 五十 
巧に 比すれば •その# 加 のぞし いものが ぁり、 か、 る 妻 SC いタポ I ッ宙乂 里のは お K 人の スポ 
1 プ 店が 巧の 董 巧を 化-かとす るに まった • 


ぶ 四 巧ぶ 巧 w と 其の ホ お - 1 四 

巧！： 京 旅行 巧と がの 事業 


を- 化 思が 度と 化 巧 局のを 巧 

巧 的は 巧 巧に 非ず、 巧 おは 资® の 巧ので はなく’ 巧 的は 人格の 流ぶ であり、 巧が はなお 袋の 巧 
をを 超越し を 巧を め 巧 因を 含んで わると いふ ナチ ス巧的 おに 左いて、 化资階 かの 巧 巧め 併に 辟 神 
的を 巧ぶ 単への 化み 巧 歯が ナナスは 權 確立 後 おちに 化り あげられて、 共 底に な 巧を のが 神 力 及び 
肉陋 力の 闷な更 巧を：：： 的と する 化 おの 問題が 展閒 さる、 に 至つ セ。 

斯くて 獨 逛巧樹 巧な は その 頭 初から 化の 閒 垣を 巧へ たので あり、 いょ/ \ 化の 巧 お 的 友 化が に 
あ 手す る や 《 1 お 化な おおから 化お規 W をが ぶす ぺ しとの 問 阻を 化り 上げた ので あるが、 闽 化な 
は 化の 巧 望に おじて 化の 巧 恩の 解かを 巧阳巧 巧を にを ねた。 がるに 巧 雄々 的战 線の お 巧 ホに がけ 
るを 巧は まことにを 晴らしい ものが あり、 巧ん ど 凡べ ての 巧 ホが 門に がて 巧 巧 化暇規 ぶが 巧は 


1) Treuhander der Arbeit 


れるや -ィ になつた ので ありて、 化 づ化給 あの m では w 削から この 化収 にはが がな のがな に 担 かれ 
てわたが、 これが 跑ホ 筋肉 巧 助 おにを でも 迪 W される やうに なり、 しかも それは は 年 巧 的 者の み 
ならず 浊ホ义 び ル 年巧阳 おに 巧しても 助嫩 される やうに なつた。 それば かり か、 化の か 拾 化歧の 
あおは をに お 肉 巧の ホ 中 姑 も 劣惡を 化な に® かれて & るぶ 巧々 册 ぶにまで も义ん で、 をには 化の 
み 巧々 册ホ 及び 單獨に 助を もし < はお 族々 史は 二人を 超たない 巧手を 巧手に 低いて ゐる朵 巧エを 
が も 相を の 抑 的を 巧て 华 六日の 化 おを 巧る 椎 巧を W るに 至つ セので ある。 今、 化の 脚の 巧 化を お 
も 化 おに 巧し， 旦つ 化の 巧 煙に 脚して 示された 一 お 的ぶ 向を おかし 视る贵 巧と して、 一九 己 巧 年 
セ 月に 規を された ラインラント 經 巧码勞 助を 巧を の 巧 牵規圳 を 左に 巧げ ょうと 思 ふ。 • 
ラインラント 經巧巧 巧 化 管理を 巧 ホ 規則 

一を 二阳 ちち 一十 日付 闲巧巧 的が 制 か 辜 壬 夜 巧 二 巧 ュをキ 専門》 を 貝を ノ 答申 二巧ヒ 
小官 巧を！- ラインラント」 巧 助を がを 巧 おを 範巧ュ 巧 スル 化 暇-品 シ左 ノ巧牵 規則 ブ巧 ホス 
巧 一 化 十八は U 上 ノ巧逸 供 巧 ハ 巧 ホ ヲ問ハ ズーお 巧 招问巧 一ニ ハヶ片 閒ノ巧 » 後 こが 少クト 
モ六 巧® H ノを本 化が ヲ巧ル モノ トス、 巧 化 お ハ 連な シテ巧 ラル、 ブ 原則 トシ 專ラ化 爱卽ナ 
巧 化 カノが 持-一が 用 サルべ キ モノ トス’ 化ノ 目の ヲ巧ま セン ボ爲イ 化 昭を巧 ぞハ何 レモな ノ 
>1 ホ お 冊 度と なむ ws 巧# 】- 五 


D の 


巧の 巧 おわ w と 其の ♦巧 こち 
巧ち 經巧ョ リ化昭 '化 巧 前 一一 六巧樹 日ノモ 巧恃閒 巧銀义 ハち 巧 巧 お 二相な スル 巧/が 拂 ヲをク 
ル モノ トス’ 屏ぶノ 巧 スル 巧 合ュハ ホ暇關 おかお 後ノ六 巧が aw / 平み 時間が の 二 中が スル 
モノ トス •泣 おを 脚が 閒ュ テみ お サレ お ル お咨ニ アリ テ ハ® 觀セ ザル 正規 巧の 時 W ヲ U テ 苗 
ホ トスべ シ 

巧 二 化 十 阳巧巧 ま 十八ち ノ巧苗 W 巧 ハ 毋女ブ 問 ハ ズーお 皆 お M 巧 二 六 ヶ月 刚ノ 巧：* 後 ハな 半 
あ 本 休暇 ヲ巧ル モノ トス， 巧化収 <連« シナ 巧 ラル ル ヲお则 トシ 専ラ化 > 卽ナ巧 巧 ノ巧持 化 
せ-一巧 用 サルべ ク典 ノ巧陌 ま/か シ 

十肚ぶ 十六な ノを 卡八巧 S 日 
十 セ 巧ノザ 十二 巧肪 H ■ 

十八な ノぞ 化' 巧の 日 
化 昭キが < 巧 一な 卜 巧-巧 曲 二 化ブチ ま給ス 

望 おを ぅ 服務 前-一 迅失十 ク旦ッ 正規 ノ手 W ブ浩 チタ 職 ブま巧 S ミ# ノ服 挣ノー 
旧 月 ニッキ# ノ ザ 齢 ユ巧リ 巧 ィブ レ 巧ん 塞 本が 暇/小 二み/ー ヲ 巧ん モノ トシ 巧 化 県 ハ巧扣 
巧 わな « 期刖 わち ハ# わ »吿 巧 W 巧 二 巧べ キ モノ トス 


あ w 板 か暇义 かがを 化 ノ茲ホ 巧 ハ 侦巧ル コト ブ巧ズ 义お巧 スル コト ブむズ 
が おがが 暇 ハ 化 巧 ノ巧メ ニノ ミ 巧 W サルべ キモ ノナ ルガ 故 二化晤 中が 巧 巧が 二從が スル ブホ 
サズ、 を 巧 スル お 合 ハ 休暇 ま 巧ノ辭 求巧ヲ が失ス 、己 二 ま 拂ヲ巧 ケタ ル 化 暇 手を ハ お 巧 お 巧 
著 二が 巧 シ經替 お 巧ぶ ョリ 「ナチ ス」 隨 W 摘 Kdy 二が か ス ペシ、 が 他斯力 A 化 私ノ 店ち 二 
牺巧 スル お 合 ニ ハみ 化 暇 基/休暇 朗来獲 ヲお失 スル モノ トス 
がみが 本 かお おお ハ生庞 二が か スル ー切/巧 迪闻巧 二 適 州 サル、 モ 例へ バぶ華 巧が 人 ノかキ 
一 涧阅ぶ セル 個圳巧 的贿が 中ニ アル 哀 ニモ 適が サル > 「ラィンラント」 巧 巧が 巧を 巧惧 二が 
ケル 現わ ノを较 率 規則 ノ巧衡 ぶ 二 巧シテ 不利な ナルが お 規おハ 本 巧 ホ 規則 ニ ョリな 止 サレ お 
本 か 暇二蜡 スル 本 巧が 規則 ブ 3 テ 之 二巧フ •従が ノ巧巧 規則 中 巧 衡を二 おシテ 巧な アル 規お 
ハ 巧が 巧 カ ヲちス 、巧 巧 規則 若 ハ 紹忿規 则二據 ブズシ テ從來 巧な シお タル 巧 货を二 巧 スル お 
利 ナル 休暇 おお モホ化 ノ巧率 規则ノ なユ改 •惡 サル、 コト ヲを サズ 
本が 暇規 お八】 九 S 阳年 化お^ ヲ巧 一年 トシ テ 巧 川 サル 

一を 昂年セ 巧 r キ ，ル ご ニ テ ゥ ィリ- •ポ 1 ルガ 1 ( 巧を 
巧 ほ】 九 S 七 半 十二 巧 ご 1 H には ゲー リングは 2： ケ 年な 巧のを なと して 一つの な々 を 公 ホした が、 
巧 一 化 吸 偏 度と 化む W の 巧な 一】 セ 


巧の 巧 ほけ 材と WS ザ 巧 - 一一 八 
巧の 中には 休日に 脚す る 左の 巧 巧を をんで わる 

ぶ 日 ■ほ 巧が’ 巧 面 降 おな ぶ 降 あを ノ巧 一、 二 弓 一 化 お セルを 册巧聞 二 巧シ テハ從 来# 苗- 1 

冗规ノ 巧の 巧が プま排 フべキ モノ トス 

值シ 元日 又 ハ 降 あを ノ ー日 ガ n 巧-一巧 ル お 合 ハ此限 二が ズ 

巧く して 巧 逸の 化べ ての か 巧ぶ にはが 检化 巧-が 給 化 日が 巧 へらる、 がと をつた ので あるが、 
化の 休暇， 化 日を その 本 ホの 目め たる 化 塞と おおと お樂 とに む もな 目的に 使用す る ことの 化 ザる 
やうな 施設が どうしてもち 案され 创設 されなくて はなら なくなる。 化 巧を 巧 •お 分の $ みを 所期 
して， 確 力と 氣力 とを 十み に 化 化し けんがは めには、 勒勞卞 る 人々 はがの や 巧の 現 巧から おれ • 
R 巧の！ から 晚 して， をく 巧つ たちへ 力、 あじ 方、 かき 方の 化 巧に ぶを おへられる ことを 前な 
化か i する。 唯 ダ 化 暇を 巧へ た 丈け で 化の：：！ 的は 到を 巧せられ ける ものでは ない。 化れ を 永い 邮 
の衍 巧に ょつて 巧彻 する ことを のみし かちへ てわず’ 阳 くこと U かの お 巧を 阻 おせず、 慟 くこと 
から 巧 晩した ホ 巧を なり 巧な かクた 多くの® 巧を が 巧が 此のな 拾 化 昭を巧 へられる と、 彼等は 化 
の 化 腰の 巧 巧なる 巧 州と いふ おの 巧# を帖 いて ゐる 巧め に、 化の 化昭を どうしてい、 のかに 迷は 
ざるを 巧な くな 〇、 巧め に 化の 巧 おを なる 化かを お 息 ホに 构らサ てし まつた 0> まては 二 一一 1 H の 


化昭 のをには 却つて 助を K いとい ムサうな 氣 持を さへ もを じて •をには 巧 おの 休暇た がかに 巧 曲 
して 手が を 巧ぐ とい ふやうな 不 巧を ぶを さへ 進ぶ やうになる かさへ ある。 化 姑に がて か， 唯 だが 
昭を 巧へ ると いふ 巧 だけで なしに ■化の 化 暇を おもが 巧 適切に 使 W し 巧るな：：：！ 的を 痛 設を进 ホる 
巧の 巧 班 「化昭 巧胁」 とい ふ 巧が 括め て a ホな が おとなる ので あろが して 化の 化暇稱 ぶの 大き 
を 任 段 こそは KdF 化け 商に 課せられて ゐ るが 巧な ので ある。 

か、 る 板 巧の 上に ぶ 立す るお汽 局の 普 巧の 意を はピに KdF 巧 二 间创ぶ 阻を 大 かにめ ける ラィ 
の强 をに 述べられて わる 通りで あるが' 巧 逸人 ほど 化けを がむ 巧 族は をく、 化けは 巧 逸人に とつ 
て 魅惑とまで なつて わる ことを ぶ 落さな かつた K dr のな 眼を をれ ては ならない。 KdF が犯迅 
人 巧に をと 時 問と に 通 迫して 巧て， しかも なれに 招 乂 を ほれを おいて わる 巧 あの 勘が お 巧から 倍 
巧 的な ま 持を 班ち 巧て 巧 》、 巧谢 ののと ホで なつて わる 巧 W の おも 大きな 腺 巧の 一つは 巧に 化の 
巧 打 掃の 尊 おに あると おつても ょい 化で ホる。 ラィが KdF 倒立が 一 罔 年配を 巧に 巧して けつた 
「KdF 巧 一年の お 巧を 腐み て」 と 煙す る 報吿巧 おにが て ホの やうに なべて わるので も •尙ほ 其 
の 間の 巧 おを がし むられ はしない であら うん。 

ナチ スお时 描 KdK のが 一年の 結 巧 中 おも ホ おを 巧した ものは 化む 局で あろ 化旌に Kd F 
ホ ー 化 あ™ おとがけ 材の巧 » _】 化 


1) Urlaub^cstaltung 

2) な*~4'巧夕祝 


か 四巧 ホけ M と* の 单ま 1110 
のな おす ぺを 巧みが 示されて ねる のであって， 巧け： 山な 十み 巧八卞 S 十二 人のを 助 者が ぶけに 
をら れ て、 しかも 其の 中の 巧 七十 おな 人は と 円 力ま 十日の 化 暇 化 わへ とを いた" 化の 普 ホの 規 
おの 乂 さは、 化 等の M 胞を 逃がす る 巧め にはめ S 巧 六で 拥 のがぶ をを t 必 おとし セと いん 尊を 
おへて ぶて 始めて 了# が 出かる。 今 化 等のを 革を 連 おする とせば、 楼闕 車は 伯が にあって おお 
ホ 車は ブレスラゥ にある といん 怖ろ しいち 乂な KdF な 時 列車が 出 巧 上る であらう。 そしてを 
後が にある 资 単；： 2 访 手が 拽脚 手に 出 渡の な 巧を 巧 へんと して 链脚 をにまで をかん 占 ずれば、 を 
巧 列車の 述 巧を U てして •旧時 刷 巧 ま 五 時 W を 化けな けなくて は をらなかった であらう。 Kd 
F 化 吸 列車が モ 化した なキ B メ — トルは 化な 周 ホの め 十 化 估に をる」 

ま II 巧 巧 后の «« 及び 施設 

をれ 埼 のがでは 闲の 巧け •おを 巧な 及び ハィキングに かれて わるが、 がの 化に 战人 交み おが- 
巧 仲 化 暇 ホ 巧み •おか 巧 进人本 W 招か 化け 等の お 荣が ホる。 今、 をの まなる ものに ないて 肚 化し 
やうと おん。 

-、 田 巧が 行 » 業 



伊太が ポ 


の 巧 化を 巧 阿ナる KdF ホ お 旅行 ホの 一巧 





化の りのは おかの か货 ぶを を 村 妹に 供 あ 化 ホに、 そ L てを 村の 人々 を 紙み にを かしめ て. 巧 お 
人を してな しく 己が 化闲の 美を かり、 そ QM 化の 生 巧と 化な とを 巧る ことによ つて、 巧 逆の！； 中 
の 人々 が 相互に 相 巧り 扣了 ザし# ひ •闲 巧应 向の 抬 神を あ* しける とみに' な々 の 巧みに よつて 
巧が の 上に 巧し、 U て W お 力の 增 おを 巧 巧 せんとす るに ある。 

巧く して KdF の 削 立より 化かに S 月の 後、- 化 二 i £ 年 二 片十セ H にあ 一 间の勞 的 者 化 暇 列を 
がを 獨を にめ てを をした のでみ る。 卽ち 化の 日 巧 林の アン ハルト 巧 ザ 巧に がて 货を 资历巧 保を ！ E 
巧 巧を ライの なおの 下にを 大を がかが 擧 がされ、 ホいで 策 一み 特刖列 串が 阿 時から バイて ルンへ 
占 出 巧した。 これと 阳 時に 他の 地 ホから も-;-- 本の 化 暇 列車が 进 W された。 卽ち ザクセン とけ'' 
ル テンベルクの 巧 m ぶは. ハイ H A ン へ、 ダンチヒと 来 プロイセンの 化収 者は シュ レ— ジェンへ、 
ライン ブントの 巧 低 おは シュワルブ ワルトへ、 バイ ユ ルンの 化 巧者は をに 化 林へ、 南 巧を の 人々 
はお 岸と ブイン 巧 巧へ とお ばれた ので ある。 

雨して 化の# 莱は巧 後 お 巧 用 お 的な 巧 まを 巧した のであつて •共の' お篇 はを おにが かする 化く 
である。 しかも 化 等の 旋 けには 出かける 限り まや子 巧まで も时 伴す る ことが 苗 まれて、 それの な 
めの W がが 支が はれて 況設 されて わるので ある。 

巧 二 旅む U の ホ ホ 及び 施投 ( WA 化れ ホを】 二 一三 


巧巧ク 巧巧材 と* s ♦巧 二 I 巧 
殊に 化の 巧 巧に ぬいて 岛 もまし いず 巧は 乂化 g 媒設宙 の 計* であつて' これは じに a ュー ゲン 
1 島に 段 けられた- 乂 Kdr お 水が な i なつて 议 巧され てゐ るので ある。 此のを は ボム メル ン 州に 
面した バルチク ク游に 横は る 大きな 島で あるが、 その 来 岸の ザス- 1 7 ブと ビン ブ とい ムニつ のが 
の 間にある 入江に 此の 大お 水な おが 設けられ たので ある。 化の 入 だはを さめ 八キ B 、 幅め 丘な メ 
1 トルの II 一日 月 おで‘ 巧 面 « お 五平 方キ ■一を お 水浴の 目的に 巧 用 する こ 主が 出 巧る が、 化 おに 二 
巧の べプ ドを 裝佈 した 一大 設 畑が 作り 山され てゐ る。 卽ち大 ホー ル、 置での 座 おを 巧 十る 的 架、 
持 さ 八十 メー トルの な 巧 •おお 室. 巧 お ま、 おお 等を 包が してね る 二 おの 巧のから 巧る 大设巧 お 
を 中む として、 がの 兩侧 におに 沿ぅて 五 巧 建の 巧 室が 双— をな して 伸びて ねる。 化の 双 巧の 夫* 
のを さはめ 二 •五キ n ある。 此の： S 室の 巧 物と なを 巧を して、 みとな メ I トル 巧 化 g まがおの モ 
へと 夕 出して® てられて おり， その 化 下 室は 料理 室と なつて わる。 化の 他に 尙 ほご 枕の 日光浴 用 
を屋が あつて， をの テラスで 日光な が 法を をけ る ことが 化 巧る やぅに なつて ねる。 

お 巧と を 巧との 閒 には、 § 巧が あり、 これが お g 巧 ホぶ 化と をつて おる。 化の i 巧を 中 新 
して 一つの が， 丘， が あるが、 これは おに 巧 出して、 その ホ 巧は 巧 巧と なり' その ホ 巧から 二つの 校 
巧が 闲 てね るが、 共の-つは 小 おの 度 巧の 巧め の もので 巧 さ 五な メ ー トル、 他の 一つは 「ゥィル 


1) RQgen 巧 を 脚 litz の Binz 


ヘルム •グ スト ロ， フ」 おの 火 おの 巧め の もので おさ 巧 八： 白ィ J トルで ある。 

をの 他 •海の だ 巧 側には、 水み ホ ー ル、 約ぶ 千 巧の 円 巧 毕を牧 をす る ゲレ ー デ、 巧 車 お、 萌巧 
望 •舉務 其れ 宅 等が ある。 

産物は を 部 蒸 おな 房を 施されて むる が > 化の 巧 房^ 室 も おの 反が 巧に 建てられて ねる。 

部 皇の裝 佩は 簡 索では あるが モダ I ンで •巧 室と が閒 とは 皆 海 側に 教 けられて 二 MIX の ■t 
置メ ー トルの 巧 さを あし、 べブ ドニ 個 ■洗 お 毕 •を 裳戶 棚が あり、】 牌には 化、 格子 义び柔 かい 
巧 持 モが備 へが けられて わる。 

尙ほ將 ホの 計 巧と しては、 子供の ぶい ぷ拔 のな めに 幼稚 巧を 殺け る ことにな つて わる。 

そして 化の 設備を 利用す る爲 めには ■一日】 人 ニ マルクと いふ 巧め て 巧が な 致 用を W てを るの 
である。 

此の リユ I ゲン 島の 設 楠が 完成した 後には •巧ら に 巧 個所に 问 巧の 載 化を むはぅ といん 計 巧が 
己に をを されて ねる •巧く して 毎年 一千 巧な 巧 人の 村胞 にか ミと 化 改と巧 喜と を お供す ベを 大口 
標へ 突進 せんとす と呼號 して わる。 

-1、 巧 洋巧巧 ♦業 

が 一一 旅 巧： S の ♦巧 及びが 巧 (押 巧な 斤 ♦巧】 一二 ぷ 
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ア- 「モンテ •サルミエント」 「シェブ 




化 

ブ 


巧 巧 か 化け 屏 の 辜 巧 一二 六 
陸の が；；；： と扣 併んで お 痒 化む も ホ. かの 巧 一 阳巧助 ホ 化 暇 列单の 化を ょり 遅る、 こと 化か 二月 
半に して、 一九 S 网年 五月 三 IH に 一千 人の 化 暇 おを 秘 せた 策 一が でブ レ— イン おから 出帆した の 

であを、 やがてを 一 おも 幸阳ち 人を 化せて 出 沿‘ 養の 南 おちと 赶 いた。 共のを 溝も經 

ずして ノ — ルゥ -I のかを へ もを いて、 其 おの おと 曲 巧と が W をる 招 貴を 巧な したので ある。 

がかる 志 小 S •へたる 為ぎ をつ たちあ ミ' を 南 時 KKdva 北 稱进口 

イド をれ の 大巧が 「シェラ-モレ パ」 が (一巧 一で 阳打 s + w ) を 五ケ ザ 巧め で惜 S まけて. こ 
れを 改装し. nl ベルト. ライ 司を の 下に、 ミ ュンヒ '•ン の-煙 巧ェ おの 女工の 手に ょつて お 水 
まを 巧 ひ • 「デル . K イク チ。''」 扰と改 おした が、 これに 义ち 人の バイエル ンの巧 ホ 化 巧 巧 おを 
を极 せて ノ I ルゥ t — 化 方への お 巧 化 巧に 装り 旧した のが 典の ザの 七 H 二十日の 事であつた。 ，が、 
お-化 己と 年には • 一二 で 人を 葡お才 の リサ ボン、 マー アイラにまで 化 ださせて、 巧 一闷乂 西洋化 が. 
巧を かけした。 巧 船は 「デル ••トイ， チ-」 がの かに、 「七 ント .ルイス」 「モンテ •オリ ゲィ ta ;;. 


化 ミ 

若 

り满 


コルドバ」 「ォプ '•ア I ナ」 があ り、 化 等に よって か 


巧の 人を ノ I ルウ* 1 の お 岸 お 方への ホに せかしめ てね る。 

巧る に 一九 一一 三 ハ 年には Kdr ® 肖の 口の のな めに 巧け の おな に 巧る 巧 おを 巧を する こと、 なつ 


||| 

りの 《 


て、 化の あ 一 船は 同年 己に ハンブルクの ホ ワルト あ 巧 巧で おエ したので ホる。 而 して 其のな エぶ 
に 巧し B 1 ベルト. ブィは 島 巧と してな おして 曰. く、 「 KdF 船换 はかくと〜 一二 十 金ょ P 巧る ベ 
きで ある •共の 晓 こそは • KdF は 二 巧が 人の 材跑 をな 年 化 巧 お构に 送り 化す ことが 化 ホる だら 
ぅ！」 と。 而して今‘ 化の KdF がの巧おを：^るに、 左のかくである。 

な 贿か二 巧五モ 頂、 天な ザが のを さな メ I トルで、 化 おはが 货な おお をげ 巧す る 巧が のな 值で 
ある。 A 中が には セ 百 直 十の 座 なをみす るを をが あり、 巧な と附： e 巧涅 まとを 持 〇た历 ra は 使の 
催しに-千 人を 化を する ことが 化來 る。 B 5 ■がには 巧を の おを が あるが •これには 天* が 板から 
ヴ-ン チレ J 夕 I で 人工 地 a が 巧 はれて おり， 流水が あじて、 お 持の ょいな g が值れ けて ホる 
のは 言は ホ もがな で ホる。 そして 休な なけ 者に も* 組々 にも 皆 一巧に 二人 お 室と 阳人お まとが 巧 
へられる が、 化 おに 特に 注を して おき 巧い ことは •ホ 化 貝 も ホ’ 化 暇 巧 巧者た る お ホと をく 问一 
巧な &辛 をして ゎると いふ 尊で ホる。 C 甲 巧には 巧 お‘ 巧 局. 巧 巧 室が ホ り、 E 甲 巧には 主に 巧 
两及ぴ 其 他の 船 巧の が 崖が ゎる • F ザが にはが 藏 ま、 巧 ホ 室が あり， それ W 下は 淸水怕 .お 祐' 
ぞィ I ゼ ルを 動が 三 巧 馬力) が ある。 

大を をの 巧には がいせ 文 まが あ 5, 共 盛では 一千 五 百 人の おを が ダンス、 共 他の 设荣 (映畫 ホ) 
巧 二 皮け H め ホ ホ 及び 巧投 (が ホ 巧れ#*】 ー ニモ 


策 M ヴな巧 Mt 化 s # お 一二 八 
で 孩を樂 しむ ことが 化 ホる。 カフ，— は 二げ K ,: l 人のを 巧で， 扣を ろには 巧い ゲン 义あボ ある。 

お ホ 甲 巧は 巧 脚で、 惊 快な 巧囘お ホが m 巧る。 艦のを をな 八十が メ — トル。 

巧 ほ 巧 化 貝の 巧め には 立 あな お 持の ょい 巧み 室が あるし •スポ I プ 巧な 者の 爲 めには K さ 二十 
ニメ I トル’ 隔 十- イ I トルの スボー ブ •ホ] ルが ある •更衣室は を 上 甲 おに 設けられ、 プ — A 
も 開み 甲 巧に 作られて ある。 

此の やぅな 鼓が にょって 出が たお 一が は 「ウィルヘルム. グ スト ロブ がと 呼ばれ、- 九 三 一 
八 年 六月は エ して 赔 ホが おに 上り， 羅 馬に 巧 他され た 世 巧 お胺利 川# なにを かした。 弟 二 おは 「B 
I ベルト •ライ」 化 こ 九 一二 义年審 ほ エ】. お S おは 「シュ トゥ， ト ゲルト ’ r 战と 呼ばれた。 

尙は かに. 逆が 用ョ ，卜 として 「< ンゼア — K 」 「ユッタ—」 「 H ずィ IM 」 の S 巧が ホ 
るが、 化 巧は スポ I ツ 巧の 巧 巧の 下に バルチ サク 巧で 八日 力ま 十の 日の スポ ー プ酒 行の 用に 化さ 
れてゐ る。 

- 二、 ハイキング 禀巧 

巧逸闻 民は その 中世の 臟人制 巧の 時れ から!！ 巧た かからぬ 巧れ と 双び とを な t て 巧 セので ホる 
が’ それは 今日に めて はお お化され 拓系 化されて、- お W 巧が その 典 屈を 十み に ザを し 巧る やぅ 
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にた\ノ て&る。 4のヮンダ|フォ*ゲル の運勘ムその货践のかきこれであるが、 KdF は更らに 
それを お 系が けて、 大規 おを あ 傑 ドに 其のを 展を 促進 させて ゐ る。 何れの 乂が おに も 大巧 巧 塞 
を埋 貝が ぶかれ、 その 下に 小が 惧を おを 现 か、 地方 巧 あ 鹿 監理が 及び お 巧 おおを 巧みが 配甩 され 
てゐ る。 そして 十五 人 乃至 巧々 二十 人の 仲 W がが まって 巧® 巧 •田を お作り •それが 主 巧に 明るい 
巧 お 巧 田 巧 導 丹の 指導 下にな 巧す る こと、 をって わるが、 此等 指巧贝 はお# 巧であって •その 化 
約 二 巧と いふ。 そして 一九 一ニ セ 年と 一丸 S 八 年 占には 夫* ねだ 五+巧 人が このを おにを かした の 
である。 この 迪 巧は U 前は 自 目的であって， それち みに 患を を 認めて わたに 逊 ぎなかった ので あ 
るが， か 日では それを 越ぇて 放 止 巧と 闲 巧せ とへの 規か にあく 訓練と をって わる。 巧くて それは 
單 なる 巧な 上のを 昧を 越ぇて 巧ら にない 支 化な 巧 的 巧 おを みする に まった ので ある。 KdF 殖が 
去は 卽ち御 王を 求めて 之を 巧る の 謂 ひで あると 言 はれて わる。 

巧、 巧 巧 体 お# 巧み*! 業 

一九 一ニ セ 年 六月 二十の 日の 巧 あの ナチ K を闽 組な 巧 巧を 度 巧 进巧あ 巧 供 巧 巧を ブイと が 太利エ 
采资册 ホな 合 技に して フ T シスト 乂 をな 院综巧 チア ネブ ティ I との 閒 にがお された 按 みと • I 乂 
三 一八が 二月 十日の ライ とげ 太 巧の* 乂 ちで あ P フ T シスト 巧が 故ち であって- トッポ ラヴ* 1。 の 
♦二 化 6 H 0 ♦業 及び 巧 K (《イ + y グ ホ史】 一二 丸 


巧の な* け M と 其の# 巧 ニー 10 
困 お スタ ラー ブーとの 帖の おわに よつてけ はれる もので あつて、 一九 一ニ セが より 一九 一二 九 年に ち 
る 己が 間に S 巧の 千 人の 巧进 休暇を がげ 太 利へ、 义 己が 人 のげ 太 利 化 吸 者が 巧进 へと 巧き 巧し ホ 
ので ある •それは お拽 民を 一切の 化 治 的が がを がち 越ぇて 度の 友人たら しむる にみ をからぬ なか 
が あつを 染は到 庭を み 巧ない 所で ある。 尙ほ 上站の あは トーな の二应 めに ぶを そのが 巧に 巧 じて 巧 
はれた 兩 明化収 休ま 夕の 贿闽お 間の 肢で みるが、 化の かに 尙ほ巧 逸は お 巧に その 化歧ホ 色が 太 利 
にを かしめ てね るので あつて， 夫を をな 計す ると-九 三 一九 年には •そのが までに 十 巧 苗 おで 人が 
か 太 利を 訪閒 しを ことになる のであつて、 共の 巧み 巧 人は 陸で’ 八が おで 人は KdF 船隊で をい 
たので ある。 そして 一九 S 七 年から S 八 年の 冬期-側には 一二 巧 ホ 巧 十 人が KdF 沿踪 によつて 巧 太 
刹の おおを 固が したので ホる が、 一九 三 一八 年 1 S 化 年の あ 巧 側には •巧に お 巧 セで 六 口人を 巧し 
ちとれ に 巧して が 太 利の 化 暇 ホは 一を 二八 年と 一聖 冗 年の 度 巧 W にき 一巧 人が 巧 巧を 巧 問し 
.て& る。 

五， 旅 « と 時蓄的 度 

化 巧の ながは 巧れ たが 梅と 利 面を 巧 ホが して わる 方針に よつて 往 めて 麻な にわ はれ 巧る やぅに 
をつて & るので あつて‘ 例.、 化 八日 ra のがみ におして はな かに 五十 マルク、 同 巧 脚の 性 上が 行に 


り Starace 
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は 係 かに 二十 マルクで 十み で ホる のでは あるが、 巧 かも かは 弟， 化のを® ぶには 化の 費 川を さへ ま 
巧 ふ 事が 困 巧を ものが ある。# おで 特に* しいか お ホの なめには 巧 巧 巧る 丈け の 化成を 巧 用で • 
一部は お 巧で 化の ホな にを か 巧 巧る やぅに して あるが，# おに 化の 化； パの むめの がち 制 巧を もが 
なする ことに をつた。 それは 獨逸巧 g 胜磁の お ホ 企 策で ある 「巧 逸 巧 gffi が」 及び 公ぶ 府蓄 巧む 
と KdF との 帖の あたに 基いて、 肝を ホが 酱 けされる こと、 なつた。 この 肪ち がには 五十 フ - ン 
ニヒ 巧の 切手を 枯布卞 る ことにな 0 てが P ' を 巧を 化〇援 ると 阳十 マルクに なるとい ム化 組で を 
る。 を 人は その お ホ 能力に 巧 じて 切手を 化 ホす る ことが 出来る でぅ になつて 巧り •もしみ ホな 巧 
合には > じに 貼 布した 切手に 巧して 现 をのが おしを 受ける ことが 出 ホる ことに もな つて わる。 

ホ、' 巧 民！ ■利 « 業との 共同 » 業 

一九 三 一阳年 八月 己に KdF は ナナス 闲货巧 利芭か 及び 巧モ巧 进が龙 がと Qra にあ おを おんで、 
相互に 扣接 けな ふ 巧と をつた。 卽ち 巧し い 巧 化ぶ 夫 掠が 子 巧を 伴れ て KdF のが 巧に を かする こ 
とが 川來 ると いム審 で 夫 姑が 问 時に 稱神 的な お 安を がて、 怯て W てみ 庭 生活の 强 化に 利す る 巧が 
大 である ことは がふべき お 地が おい。 そして 板 令 この お 来を を 化 的に 滿 たす ことは 到を 巧を でを 
いとしても •其のを 計の 化 あ 等から おつて 時に がかる 施 段を が 讯卞る ことを な も 適が としは も路 
第二 旅朽 H の ♦巧 及び 化 技 (由 かか 《 ホな 换 睾巧> RgwK 】 二| ニニ 


畜巧 赛材と 其の 臺 ニニ 巧 
要と ち へらる、 朵肤 を遷ん で、 これに KdF がが 化の 補 巧を 與 へ、 をの 化 巧に を 加させる とい ふ 
幕は 極めて 巧总 おなが 巧で ある。 所で 問趙 とを るのは 話ぷ 族が 果して 巧 かる 施設を 利刚 ずるのに 
が も 適切で あるん、 をして 經 巧の 補助を おして 必が とする 狀態レ あるか どうかと いふ 事の 掩定な 
ので ある。- 怖して 化の 炼認 の爲 めに 闻民顧 利 染業路 おぶ びが モ巧淀 祟 叢を の 調を 么必 おとし、 を 
の 結果に 化が しなくて はならぬ こと、 なつて わる。 X 

又 •巧 子 保 迸 樂萊 がの 方で、 母性 保 逆の 立 おからが 親を がわさせる ことが 乂 いに 望ましい やう 
な 巧 合、 その 巧 親が ぶ 巧の 巧 用货 巧に 堪ぇ 巧ない お 合には、 KdFQ 手に ょつて お 行を する こと 
が 阳來る やうに あおら ふとい ふ 普 もちが されて わるので ある。 

巧 II 一泰 桑が 巧 

KdF 第一 罔 おを* K み (一を 一面 年 十一 夏に がける ラ ふ 報 吿演祗 Q まちは 己に 巧げ た迦り 
であるが、】 を 二 お 年 セ 月の ハン プル クを W 乂 なにが ける 化れ 局を ラフ* レン プ巧 おのが 吿 にが 
れば、 一 化兰巧—ーニ五年の巧二^には七巧 】 日をに巧苗のみ貞をを短の巧巧な巧に经クたので 
あるが > 巧 差 内には 巧ら に 二 S 巧 巧 人を 裝 りおすな おであり、 巧が お峽 •巧 W 巧 海岸、 ノ I ル 


至 ミ 


Keisssparkarte (I がな 參 照） 
は •參谢 


ゥで I のフ •ルドへの 海洋 巧け にを いた ものは おぉ I 日 迄に 六巧乂 であり •巧ら に 十 お 巧 人を M 

望內 にを り毕 つもりで あるを 5 て 居ろ 义 がた ザ 巧した 旅行 おち かが 大いに 努を おか 

したが， 又 特に 貧しい しかも 巧 巧の あつた M 胞 のをめ はお 巧で 披巧 にを かさせ， li れ た。 巧 S の 
おめ 出 ヶ月 W に 巧 他した ハィキングの 凹な 六， 六の 乂间 'を 加入々 I 〇 二 •五 化 I 名であつた。 

尙ほ问 年 主 月 QKdF 望 弟 二 两年叟 を含忆 がける ラぶ 巧 二 基が 吿は旣 に畫鮮 がに 

浮て 苗 S As 去を ミ’ 巧 ま 二奎 g ： 丄 二韋) 長 ミ 庭蓄を 愛 音 五 去 人 

であつた が、 巧 S 重 (-化 一二 五— 三 I 六 年】 に 於て は、 一年間の 化 技 あけぶ がか 六 百 巧 人 おで あ 
た 共の 中め 菁巧 人は お 覆 おおさ 累歧畫 地方に をいた ち 夏 人は ハィ こグを 化を 

で， 他の め 十五 巧 人は お 巧 巧む にを い セ is ふ。 化の-が 間のを® 巧者が 手を 巧いだ とすれば、 
それは 伯林から が 京に まする であらぅ し、 巧が ながが 化ました 巧# は 地 巧と 月との 巧 離の 二倍に 
まし、 陸上を 馳サた KdF 列車の 巧 虹 おお 巧は 二 巧 十々 战キ C で をつて、 正に かな 巧を の K 十阳 
倍に 及ぷ とい ム巧 巧すべき 大巧を を 示して わる。 

がるに 第の こ 化ーーー ホ— 己 セが) には、 巧ら に 化 おなが 者の 巧を 巧 さしめ て 約 化ち な 人を 
巧し •其の 中 海洋 巧が に 赴いた ものは 十八 度 人に をして &る 。而 して-丸 一二 义 年の ハン プ， <ク に 
を 二 事 《 巧* 1=1 五 


ホ 巧な 化む w とがの ホ 巧 13 巧 
がける KdF 巧 あ 罔を 巧大 みに がいて は ラィは、 今や 巧 逸！： おがな 面しつ、 あるか 巧 的な 度 巧 張 
の 狀 態に あるに 巧らず KdF 化 お化けぶ の あは 巧ら に增 麻を 示し、 前年ょり お 十 巧 人を 巧して】 
乂 S 九 年 にがては】 でが 人を 招み 弦す であらぅ とが 吿 して わる。 


第五 章 慰を 娛樂 おとがの 率 業 


第- が 安# 巧 局の 任 巧と 巧の g 業， 

な 巧 おが 平 円の 巧勞 のをに 巧る お駐 をち なに 棲 巧して， 巧* 的な おの ホる もの や •サ俗 的に 度 
化の ある ものを 巧 化する ことが 出が る やぅに し、 U て 一日の の 巧に ょつて 巧 ホされ たか 巧 色 巧は 
すると 共に、 巧 日の 抑な への 新しを 巧 力を®! 巧 ま ホ やぅと する ザは KdF のが おにが ける &乂な 
眼 口の-つ である ことは 此 巧に 特 あする を おしない 程に も おりに 巧 白な# 巧で ある。 而 して 化の 
革 巧の 巧を は® めて 历化夕 巧に 渉つ てね るので あつて、 映 巧、 演曲' 巧を の 如きみ 巧 巧い 构#* 
の 巧 かょり •ぞ巧 •美術の 巧 度は 云 ふまで もな く •巧 巧、 巧 巧、 みち 舌 巧、 ホ 人的 •お裝 巧 巧# 
ずにまで もみび、 巧ら にあんで は 個人め を @ ホ 巧が の範拓 にまで も 入つて、 例へ ば巧但 切手の 寬 
巧， な 巧、 おが 巧をまで 包 巧す る ことと なつて わる。 

巧 一 « 巧が 樂 《の 巧* と 其事餐 ’ーロー セ 


巧 お 巧な をは* 村と 其の 巧 巧 1=1 八 
其の 一 股の 巧 化は 己に ラィが KdF が 二 周年が を大 みに めける 巧吿の 中' 化の 巧に 關巧 甘る が 
みに ないて 之を 巧 ひ 巧る と 思 ふので をって、 化賠に 共のを おを ホ留 する。 巧くて 化 おでは 化の 局 
の 巧へ る 尊 ホの 中. 主を る もの あび 特異なる ものを 基んで •左に 么 をが 述 してぶ ょぅと あ ふ。 

l 、 KdF 逆 回， S な 

化れ がを 团 する 巧に ないて-. Arbeitertuin-- 誌は ホの やぅに がべ て おが。 

「お阳 おか 除は その 持 0 て 巧った 巧勒巧 さを エ 巧の 巧い 化が 巧の 中に 設 他す るか、 もし 出 巧な 
ければ， を おとか、 ホー ルと かの 中に おける。 W の 巧 由は 巡闷 おか 段の 巧を の 本 巧が 巧 巧 巧に 
巧 逸の 巧樹 者を 巧び i な巧这 式な 巧 巧に 巧び 误 すと いふ だけの 文化的 使命に あるので はなく 
て， 巧树や H 巧の 仕が おで お齒 まれて わる おを 巧で、 お ホ ホ 由と 巧 巧が との 協问の 下にけ はれ 
る 化 巧の 上な にょって‘ 一 お 巧 内の あの 階な 岡爭 とだ U 巧視 とのを い样 姑を 巧 服し •抬 M のか 
びの 巧に 巧の 協：： 一: 巧に 曲け 込む 较時 W を® を するとい ふち 化 的 使を にある ので ある。 

- 切の 辟は 的ち 向 をれ ち 越ぇた な闷 ‘ 一大 ぷ 族への 枯 な、 お 巧に 巧して その 巧 持と 能 ホ 主に 
巧 卞る啟 を •これ こそは 巧々 が 巧 ひならん i ずる 巧大 なる；：： なをので ある。 從 お# 曲を 巧は 己 
が おを 抢 « おを 巧って、 巧みに 巧して 何 巧を 佈を 巧いて はなら めし •巧な 巧 巧を も ホ、 彼れ の 


〇 が一で 巧を 巧 

2 ) ijAriaeitertum", Februar Zweites-Niunmer. 1935 


從龙 ホ 田を 就つて、 がの み 巧の 巧め にお するとい ふので なくて はなら め。 何人もが 立すべき で 
を〜 え 何人も 他人を かがす ベを でを い。 化べ ての あがは くべき 脚な はお ダ-つ、 これは がち 
括 容のお 持 •巧 ホの おおで ある。 かくして 巧 逸の g を 巧 册の化 巧 辟 巧の 凹な をを、 我が お 巧 
のがを 化と、 從 つて 巧が 闻 巧の 巧を 化に 安 せんとす るに をる。」 

三 ， KdF 迪回 w な 皮 

化の 巧 巧の が 巧に 巧いて •左の やぅな まことに 趣 巧ない ほ、 ちまし い 巧を がが かまれで わか •側 
「化 おに «吿 する がは ク ロブ テ ルバブ < と 巧ぶ ザー ル闽境 保に 巧 おした ホムブ ルタの-化 方で 脚 
ある。 お 囘映巧 巧 円か 車の 屋棋 にお 化けた 十四 個の 泌稱 巧から 畦 快な マ I チを 巧り* かせな が I 
ら 、な 達は 静* とその がへ 巧り 込んだ。 加 
化の 映寫 巧の 畦 じ：： は 明らか だ。' それは ト ー キ I の 映な にょつて. 化 盛な 地 ホに 住む 问 i に 
も 本 巧に おおを-む 持の ょい ァー ベントを 提 かする のが 目の なので ある。 と ぶつて 年取つたを ば 職 

ホ 

もりで をく、 若い 糸津 にも かちを 與へ 巧い のガ 。それで 昔 巧の 昔を 妨 くや > もぅ 皆のを は 共 お 加 

瓜 

へ 集つて 來 た-化の 大きな 立 おな トラ ブクを ぶん ものと •巧の 巧々 からどん--- とおけ て來 る。^ 
ホ 巧の 先生が もゥ が 切て この 話を して あるの だ。 それで 二時閒 をに なめて 巧 快を ま荣 をを けに U 
第】 B 巧巧樂 おの 巧みと 巧 事が (お！ 2 がが 》 •逛间 かな 》】 一互乂 


第お 巧な 巧が 樂 w と 其の 車 巧 一巧 0 
巧き がらせた 時には、 をれ こそ 大巧び、 壺や 皿を 手に して おんで 事た。 この 閒に 自動 幸の 中の 
巧な 廣 いが 理 おで、 同れ の 娘さんの 手で n 、ア が 作られた が、 これは 化の 止 地の 人々 はま ガ飲 
んだ ことがない もので ぁ 0 た。 いや、 こんな 純が な 牛 却を なぜた コ 、アは I 板の 人 だって 大半 
はま ダ をんだ おがない に 違 ひない。 小供连 があ虔 かなが がで、 自巧毕 の 中で コ 、 K が ホら れて 
作られる が 子を 勤、 むにぶ て わる お 获は本 巧に 楽しい もの ガクた •子供達は いくを ぶても ぶ 粒き 
なかった。 

やがて スマ I チが 葵され、 をべ わを 差 上げてから、 直ぐ 引が いて 宿屋の 大巧 拙で 映寫が 始ま 
るを いふ 事が 巧 巧 おで 知らされた。 

n 、 アと パンと が 洩れ おく おられた。 お氣 でな て わる 娘 速に も、 おを のま ダ •映 查 が おれな 
くも 悲しむ にぶらな いとい ふ 化に、 村の 持 人を の 役 貝の おがさん 速が 旨い 巧を 盾け て やる。 

巧て 峽 なのが 意が 化 巧 •ホの 兒は 片側、 巧の 兒は 他の 片側に をって 片巧 をのんで 待ちが へて 
ねる と、 やがて お 快な 兒 お 映* が 映し 扭 される •をう すると •子供 连 はもう ぞ頂 天、 まだ 巧で 
これ 迄に おおした ことがない がな# び 方。 をの 映查が 巧んでも、 誰も 巧ら うとは しない •そし 
てち 0 と 氣 がかかない 内に、 た 0 ぶり 一時 閒 U 卜：が 巧 ダて しま 0 た。 ， 



エか巡 I 马が樂 が C ライプチヒめ フ— ゴー •シュ ホイ ダーが 巧 
會化の エ巧巧 閒に閒 化の ブ ィ ア于ヒ た 巧な 巧樂 W のが#々 一 
*獅 ホ ヴイ スパツ い 巧が 



エおホ M の 执美か 














巧 巧ち* をの 作な おなか （怕 が/ イキ 3 ル ン K の デ パー ト ^7 
リート ラント J の お 巧は 巧の ま值 にな る巧輔 化め が 品 《 度） 





子 か 達に とウ ては 中* おれる ことの 山がない 腊除 であるし、 I 巧に ホた 大人 まに i 。 ては 化 
の 村で ホ ザを C 經 をした ことのない 巧な なしい 巧 巧で をつ たの ダ。 映篇 をが かつた 巧の 時， ど 
の 人の 热 にも. た r 巧 去が 巧んで わて •お々 の おには' この やゥ なアー ベントを 出 ホる だけ 早 
く、 义 W 巧る ダけ 巧々 やつて ほしいと ち ふ ホ 留が冉 かれて わた。」 

|二 .田* 自ミ这 な i 

ナナス 巧 あの 巧迅 Q 乂 巧 化と して 巧大を 段が の- > に、 を W を裕巧 巧を にな 地す る A 扮卑 なな 唐 
設の乂 おがな エホに 勒 巧を 採げ て わる 人々 を なぞ せんが 爲 めの KdF 特設が おが 化の 闲 巧，：！ 助 巧 
进 路巧臺 なので ある。 それは 李 卸 おに 巧し いみ 巧が むはれ. 巧し い 度 題を 進び、- クの闻 を ぉの 
卑^;^曾をから他のそれへ と晒ホに巡闷して上巧を卞る。 一 义己五年からご三ハザへ かけての典け 
巧 g には、 化の 巧 巧は 八 干 五首キ B を 巧 巧して. ホヴバ イェルンの ホスト マルクへ、 ハ I ノ I ゲ 
TI へ、 テュ I リンゲンへ、 プラン デン ブルク 州へ、 ゥ ，ケル マルクへ、 ポ ムメ ルンへ、 そして 
义テュ I リンゲンへ、 共 おから フランケン、 上部 パ イェルンへ、 そして お 巧に 上 巧 バイエル ンも 
ら束 プロイセン へと 巡 おした のでみ る。 かに クリスマスの 閒の短 かい 化 巧を 除けは、 巧臺 はを 日 
巧キ Bu 上の；：：；： おを 走破せ ねばならな かつた ので、 巧に 巧と みとの m のむ 化には， 巧み 西 難が 伴 
ホ ー 慰 巧が 樂 Ms 巧 岳と 共 ♦ホ ( K 々自 》 本 a おお 臺】 一四 九 


り Reidiaautobahn-Biihne 


なおな «巧 巧 巧 巧と みの ホ 巧 1 お 0 

つて わた。 

巧を 自巧革 迫路巧 お隨け おに 曰 ふ。 「ち 勒卑 道路 伯林 1 ハ ー ノ ー ヴ T 1 お 拙に •问巧 巧に 巧 巧 
する 拽 おを 巧た が > 小が ナ ー ミ，- ブで 自動 革 沮路お 鼓の 仲間に 化 をつた" 其處 の巧舍 バラ ブクは 
日に 焦け て勞 おに 巧れ た 人々 が 一 ぱいに なつて むた が、 化の 人々 は 木の 巧 おの 上に ギブ シリと お 
つて 骚 掛けて •プログラムを 巧んで ねる が、 それには •アンナ •マリア、 ぺ I ゼン ダ I ル、 アン 
ネリ 1 ゼ • へ A ト ナブク、， ホスト— ル •ス チュタ I ル、 フリ 1 ドリ ヒ •ノイ バウ H ル、 力 1 ル’ 

イ バン > パウル •ゲル ラブ パの 俳 巧の ホ 占、！： 盛監 较フリ ，ブ •シュタウテの あが 曲て ねる。 バ 
ウル. シュレ I ク作 『巧 頭音跑 J とい ふ 脚が 始まる。 ヴ T イオ リン •アブ n — ディオンと ギタ I 
が 巧〜 巧咨 自動ず 逍路開 教の勞 的の 仲刖を かばせ るのに を も 恰好な 低 おな 巧が。 バラ， クは巧 
笑で 巧り 巧く」 と。 

巧 巧 円の 軍 道路 舞な は 巧を 自助 単 遺 巧に 助く 仲 做を おぞ する 他 のぶお のぶおの 中に あ 0 て、 将 
に 意味の ある ものである。 酣 して I つには 文化 化 巧 的な 义巧 術が を 任 巧を おす ことの 巧が あるが、 
がの 巧に をれ て をらぬ おは、 化 おに 助く 人々 の 大巧 分が 都をから 巧て、 みおから 離れて をを にな 
み •巧め に 化の 巧衝 ぶには 巧が なく 巧 へらる、 多くの ものが 此 化では 不 おがち であると いふまで、 
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〇 巧 


その ほめに 闽 さも か 単 巧な が 彼等に ょい 巧 的を*! らし •巧し いがまの 夕 •へを 巧烘 する のでを る • 
そして このな めの々 用は KdF がま 巧す る ことにを つてむ る • 

巧、 H9 兵 ± 巧 ■ 

ナナス 政椎 ななし > ヴ‘ル サィ ユ佑 約を 巧 毀して 巧ザ谢 をぶな ナる や-巧し い 巧を W 巧 巧の 巧 巧 
化を 巧进 の化ぺ ての 化モ にみ 化する ことにした-た r かおの 陸 巧、 を 巧 及び 海軍 ダけ が大 都合に 
巧まして， 大巧み は 地方に な 巧され て、 小さを 町に がかれ たり •义は 非 巧に なしい ホモに 巧 わら 
れるこ と、 なつた。 毎め にち ホ 的な を 巧は 径 めて 巧 獲に しか •又はを が 化 い 巧 4 まかつた • 
化の め まを 滿ホ さんが 貧め、 又は じれを 除去 せんが 固めに* KdF は 「W を 兵 ±巧 か」 を 姻り巧 
した。 

これは 巧 投的肋 おも 映さ 化 もを いがぶ 化で， 巧が W 防 軍の 巧 古 (巧み W 巧® 奉 化 由の 人々 も ホ) 
に ホ 化 的な K ホを 巧へ、 ょいな 巧を 供 巧し やぅとの 任 巧 fc ちして & る。 そして 化の 巧め には， そ 
れ がな 巧に 肖 由でなくて はなら ねとい ム 巧は 云ムを もない 巧で ぁる。# おでこれ に 適した 巧を を 
おの 自 の 单 をからせ たが、 これは 乂 逆み 小道具 •» 巧まで〜 巧が する ことに なつて 巧り、 又ト ー 
キ ー 自巧 ホも附 w してね る •この かに KdF は樹は 巧に 的-みが ぁれば、 これを 巧り まけて I 日 力 
巧 一 K ち 巧* 局の 巧# と 其# 惠 (《« ホ 4々嘉】 一 五一 


I) Rekfaaaoldatenbuhne 


巧 五々 K ち 投度材 と 其の 事業 一 五一 一 
まあ 日の マチネ I を もな の 脚 曲で 他して、 化の 化の 兵 ± のはめ の 公が をす る ことに なつて わる • 
共の 活 巧の 一进 左と して’ 化 おに W を 兵 ± 巧る お 二 巧の 一义 S 化 年 ホに がける 巧 かの 化な を 招 
介し やぅ。 

「-化 S 八が 九月 ホの ミュン ヒ王ン なぶと これにょ つてけ はれた ズザ I ナン 地々 の 巧 あな 巧を • 
-化 S 化 ザの 始めには 、チ*， コス B ヴ 7 キアには 揉 巧な がが なつて 化 巧な 巧た る ものが あつ 
たので、 巧 逸 巧は ボヘミアと メー レンと へ 進 巧した" をして® を 単の 力で 化の 化 ホの みがが M 
巧 まれた が •巧 逸 巧は み 巧に 化 化する こと、 なつた。 其 あで 化ず の胜 せちを « 安 せんが ほめに， 
おお 巧 《 司令は ながで KdF に 曲 泣み 古 巧 « のが 時が 遣を おがした •典の 巧 早 巧には 口に •稱 
を お ± 巧 巧が 二 巧の 司を ザが 伯林の 闽巧巧 おな 司令が の玄 脚に 巧 化けと をつ V 、 ホけ 目め 化、 
旅程に 脚す る おお 命令を ま おつた が-二 |一； 時™ 後には その 巧 お 审义ぴ 化 其を が 巧 巧 わを 保 おを 
化つて 汝 いたので ある。 そして 网 巧：：： 巧して 巧 逆した ので あるが' 巧 令 単と 巧 丹 あび 迫 具を 巧 
ホた 革とは 括ぇ ホ 巧 おのな 絡を 化つ てゎた。 司令 审は何 巧で も 巧 巧な 宿舍 と’ 公 巧に 適切な 驳 
巧との 進せ にを £ がつた。 巧が ぅまくが 化つた。 

巧 お ホは 巧 « お 格 タブ ィエス プル クの巧 9 下に 巧« 五を とみ#! 阳あ •それに 巧 巧ぶ i 巧 巧ぶ 


I) Kleyesburg 


】） Brunn 3) Fritz Peter Buch, Ein が nzer Keil" 

2) Austerlitz 

4) Deutsches Haus 


を 巧の aw 手. 化 巧は 巧. 息 おめ 天で、 前媒 でみ 族さん 速を 円か 速のを 術で » ばせ るんだ と 意 
巧まい て わる • 

巧 一の 目 巧は ブリュン であ 0 たが、 永く はがらず して、 かおから アゥス テル リッ がへ とお ま， 
巧 日に 巧 一 凹の 二 凹 公 巧を けつた。 化し 构は フリ ，ッ .ぺ I タ ー .ブ ー フ作 「おかり ゲ」 とい 
ムお巧物せかである。 これは兵换まんまの-む持にびたつとをつセもの、 女ま人ながぐ卞^占 
不決 巧な を おぶ の 巧手 方の 巧に 巧して 何が を もてを ばを とやつて のける 所、 おおさん 速の 巧 ま 
をち ふに 十み で をつた。 

そして 巧 日には e に 阁巧兵 壬 巧 « は ブリュンに なつた。 化 おで 其の 化の かお 苗 « とのな 解を 
巧て •巧を 座で 同じ ル 猫を 閣 防がの 人々 の 前に もみの 手で な 波した。 此の お、 化の 化に 巧 住し 
て ゐる巧 逸人が 將巧 曲から 巧 待され、 巧 W として おが 巧の 特巧 おを 巧を された。 これ ホで ナ * 

ブ コ 人から 按 々を 目に 班は されて わた 典 逸の 闷胞巧 は 吸に ながと ぶ 巧の 淚 をが えてね た。 

ホいで 巧ら に 前進を 巧け て グロ ー ス •メ ゼリ ，チ、 トレ— ビ ブナ、 口， シ ，ブ ■クレム ジ I 
ル、 ゴェー デ ィングへ •又ワ I クノ イシ！！ ダ ブト、 トレン シン、 オト ロコ ヴイ 7 ブ 、ゲイ ブイ 

ン なぞへ と 赴いて、 每 日々々 ぶる 巧では 二间 、ぶる 巧では 一 囘の公 巧を 巧つた が、 何時もが 巧 
ホ】 おを お樂 巧め な# と 其 事 巧 (W 巧み 古！ 一嘉】 一お吉 


巧 五な H ホ お 宿间と 其の ホ* ーエ囚 

のなか 果を收 める ことが 出 ホた。' そして 阳 巧の 利め わら ありまで 比類を きみ 巧を 示して、 ボへ 

ミアと メ I レンと への その 進 巧を をぅ した"」 

ち 工場 窠 n 

エお 巧 曲が そのを 抜を 認められた ことは， 巧 逆 放送局が な 日 「 H おか 捆時 脚の 背教」 をせ 送す 
る やぅに をつた# が これを 詔して わる。 化の 肢运は 專らエ 巧 巧 曲と お沒化 おを Bi にょつて 稱巧 
されて わる。 

化の 放 装の ホに、 站 H 、 闲 民な 送お萊 とい ふの が ぁつて、 をの 投巧巧 おの 授 なおは 庭 年 開かれ 
る ラジオ 展 R 侍の 「巧ち 放送」 でむ はれろ。 化の み 送は 小は ゲ マィ オリン、 ギター 、ア クコー ず 
ィ ホンを 持つた 小 巧 曲から、 ホは お 十 入から 巧る 大巧 結樂 曲に 义び揀 々ながぶ にょつ てれ はれる。 

化 等の 樂 巧の 中で 特にが あな ものは、 ブ レー メン 巧通按 かの 葉 曲と オスナ プリ ュブク 巧 巧な 貝 
の それであって •前著は】 九 S 六 年の ラジオ 展％ みで 「 W 巧 放送」 をし、 後を は 一 化 一二 五 年の ナ 
チ スな大 みで 鏡の がで 巧ち した。 

ホ、 KdF 巧 童 « 巧と KdF 兒竟 舞況合 巧學巧 


0 


化 林の プラプ T 座を 引 掛けて、 ヘルべ ル. 


ュラ ー •エムデン ト 々 1 ムの巧 巧の 下に KdF 
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1) KdF.>Kindertheater り KdF.-Kinder-Tanz und Chorachule 
3) Emmi Goedel か BerAe Kr 山 ] 


ヴ Tu ユ テの おとして 二兰 ヶ月の 問！^、 巧 二流 的 おんら 巧な 度 術の 执 おとまで® 展 させた。 がし 
かしを にあ ひ 切つて KdF 兒で的 おを 創を する こと、 をつた。 化の 曲 おで あお 的を な 巧す るのは 
僅かに な 日と か 化 日と かに 迎 ぎない のに、 化 皮では 巧 おの 段佛 として、- 年中な 逊 ill - の 同の 公 
巧を 巧 ふこと、 をつて ねる • 

巧る に ホいで 义、 KdF 兒巧舞 捕 合唱を 巧を 削 致す る こと、 なつた •この 二つのを 巧が 化の 巧 
かが 巧と 異る K は、 共の H 的が 特刖か 脚 的 ま 巧 的 才能の ある 子供を おお 的な 巧の ホに お 巧し 巧ぶ 
しやぅ とする にある のではなくて •まな：：！ 的は 苗 姐の ホ 巧のモ がの 乂ホ にを 術に おする 巧 ホを み 
びな さぅ とする にある。 それで これにょ つて* 的を* がする 巧し いゼネ レ— シ •ン を餐 ぶす るょ 
りな 上の ことが お ホなくても、 それで 化の プ ラブ マ 盛の* 段には 十み なみ 在の 理由が あるので あ 
る。 r 巧 巧を 喝 ホが」 の 指 巧 あはを お 放送の お 手と して 巧 あな H ム ミ—. ゴ *1 デル ホ おでを 〇、 
「兒 ザち お# 巧」 の 指を をはべ ル テ •クルル サを である。 み 巧の お ホ おは 月 S マルクで あるが、 

そ の ん#志巧^<?||#が Q 日 に は， 伯林 の みお'れな に来ががち巧巧おが住化おか ら 五巧力至十巧度 の 
子供が 殺 巧した。 

» 1 B 史 R 樂 Me な K と 其« 巧， エな なか W おお » ltn 合 巧 學 g 〕】 五 五 


巧五夕 慰安な 樂《 と 其の 事 ホ ーで ホ 

さ I 去ち 巧 « 

巧づ 一を 二 阳丄丟 年の お 二 差の ぶ 巧は 旣 巧の ラィの 巧 高 半 迅を大 をに めける* 吿 中に 巧 
說 されて ゐ るので あるが、 其の おお 三 PHil ( -九一 一| お— 111 六 年) の 巧な は 策 S 周 半 おを 乂み にあ 
ける ラィの 巧吿 にょれば、 モ のか < である。 

「闲 巧を 巧の 他し は 化の 二 年 脚に めて 化 計 乂>乂 一二 间 、を か 者 1. 八义 五己-人。 お 脚で 
は， 本年は が ザに 比して 著しい# 加を 示し、 一义 111 五 年に 巧 計 お g ; 巧 六十 巧 人で ホった ものが 
本华 (一九 S ホ 年】 は 十一月 一日を に 己に め阳百 八十-た 巧 人を 其して わる。 

巧に 注意す ぺき はがめ 巧 脚を 設 ザて、 これに ょって ル さい おを やなが に 於け る 多な の 问 化に 
立 液を 巧 脚を 接 かする やぅに なった A であ 0. ‘两巧 巧 ホには、 小さい が 宪れた 脚 曲を 巧ん に 送 
り 出して むる* 

一 おの 巧を みは 化の 二 年 叫に 一二が 度 おの 入 巧者を 巧へ て' これが を まの 助 巧を むがけ て わる 
が、 をれ 主 W 併んで 本年 二 化 jl : 六 年】 に はじめて ナ子 ス闲立 交« 巧は 巧みが KdF 專 口で 作 
られ た。 



D 巧の 


ヴァラ ユティーやキャバ レーから巧るがを味巧の夕りへの他も旌んにれはれてわるが、 な近に 
巧 はれて む も おお 掛に涉 るが 震は 「 I 九 S 六^ 树 民放を お •取」 で、 これには ち ホ 巧 術に たづ 
さはつ て わる 化べ ての 索 人を 動：；：； して ゐ る。 • 

餘胺 がは の特圳 なお 式と して、 思ぞ 巧榮 局の 巧務お 巧に W する 化べ ての 手段と •その他に そ 
のを 持の が 局と 共时 してやる 卜 I キ I 映寫 、スボ ー ブ巧 巧、 箱な 阁巧 かか 等を も をんだ ものが 
巧 あを W 緑む 動 車ぶ 路® 設进 おの 巧め の 特圳專 ぶな のであつて’ これは-巧 してが 安众お 局の 
仕 単 主な つて 用り •巧 十 化の 從龙 ホ函を 推す る その セ 百 おのさを が これにょ つて B 安され てゐ 

ろ 

今此爷 おそがが 局の 施設に 度す る 他 巧の 一切を 巧 計す る 時は、】 乂 S お 年 巧び S 六 年の 化の 
ニヶ 年閒 に、 其の 囘 かは Ig ： 二 •六 セ 0 凹を 巧し •入 巧ぶ のかは お 二、 と 六 六 .〇】 一九 人を 示す 
ので ある。 

此の 局の H お展 巧みは 今 目では 投早 やなみの おを 脱して •が 乎と したな 巧な 企と なつて わる。 
巧を •エ 巧展 巧みの 問備 おお 巧 五 0 罔、 入 巧者 おお 一音 五 卜巧人 1」 

尙ほ问^にがける伯林大を^にがけるげ巧&巧巧巧がモ巧樂椅のみ莱巧吿ょり抽を化してが 
巧 二 本 巧 巧 巧 一 五 セ 


り frOhlicher Aboid 2) "Volkssenderaktion 198t>' 


ホ 五 巧な 巧投樂 局と 共の ホを 一 五八 

るち . 

「おが 上がへの 參 加を 八十 巧 人を 巧して お 計 二な S 十 巧 人 > KdF の爲 めに 公が したおが のが 
場は 二 千 一を 巧した。 

此等 化が の 肋 おは 设早 やた で 巧 逸 巧 お 戰線 のみ 具に だけ 人 巧 & 許す のでは なく、 誰れ にも】 
股に 入 おを 許して むる。 义 もこの お 合には 入 おおを 穎を 支が はなくて はな ムぬ ことにな つて わ 
るが。：： しかしを 等のを 座 ホの わ •八が 力ま 丸が まではが 巧巧进 巧が 戰 巧のを 貴が おがで 手 
に 入れて ねる。 そして 夫 等の が おの 巧 S い 基に がける 入 おお 數は 左の かくで ある。 

巧 巧 座 (Thea ち 『 d な- volkes ) た SS 、 九 二 四 
巧 巧 歌肪座 (volksGper) 一一 一六】、 九 四 二 
アド ミラ ル パラ スト 座 ( fheate こ 3 >cimiralpala を) 巧 一二 お、 た乂凹 
ノブ レンドル フプ ラブ プ座 (Thster Mm No 一一き dorf 吾に) 一二 六、 吾 ハ 〇 
高がが 盛 (Kiisdle cper ) 一 一 〇、 •八阳 =1 
レ， シング 座 ( Lesshl 《- Thster ) 一 一 〇、 四 一と 
シブ フ バウ エル ダム 座 (Thster W 3 Se 至 ffljauel - damm ) 、 八ち OA 31 


# 化の 十四® 一一 一九 六、 八 お八 
を拉 •曲を みに ょつて 巧大 なる 巧 あの 巧 術 及び お規 おの 巧 巧な 能力が のく 人々 の 許に* らさ 
れ たので ある。 この 随を かに 特に 注 息 すべさは フィル バル モー ニ， シ* .オル ヒ王 ステ ルと ラ 
ン ザス オル ヒ * ステ •_ ルと が參 化した ホで ある。 本 S にはな 計 一九の 乂夕» 巧が 英 みと 云 四の 
皇内 巧の 夕べが 他され たが‘® く 问胞に 括 « 等の ものを 巧 かする といん のが お 則に なつて & る。 

一义 II 三 ハ 年に 巧自 の 乂合を 困が がぶ されて •十」 H にがめ てな 巧を W つて 巧 巧を 化め た。 
r を 巧の 時閒 J はな H 哩の 午後、 巧を 乂： ホで# けされて わるが、 非 巧に ながを 巧して わる。」 

尙 ほそれな をの 巧 巧を W るに •まことに 何れの 部門に 於ても お熙 的な お ホを 示して わるので あ 
つて、 巧 だ- なの ルがない。 がち# の 慣 巧は 左の かくで をる。 

「KdF が 巧つた お 的の 乂巧 おのかは を 脚で-化 ご ー セ 年には 首な 人で あり， 一 化 一二 八 年には- 
千阳 ちな 人であつた ものが •一九 一二 化 半の W 半 ザには C に 八 百 巧 人に 巧して わるを 化を ボ して 
巧る が •化の 化には ヴ T リユテ •戊び 色* の 巧け の 入史 者は# 入され てね ない。 巧 まみの 网他 
度 » は 前^に 比して 二 かと かを 巧 加し、 エお展 > みの 巧 池 ま おは 巧 立 曲を 巧して & る。 

一; 窗 n 助 率 沮路を 設の留 を や# 化の 座ち エ单 おでの 牠 しわの M 孜は十 刹の 增 かを でて &ろ 
ザ ニ ザ 巧 ホ® 一 五 九 


り Philharmonische Orchester 2) Landesordiester 
巧） Singakademie ' 


巧 五々 が 巧が ホ材と 共の# ホ ー々 〇 
それで おを お 巧 扇の 催し物の 入 お 者の 化は 祐 計して •一义 S 尤年 のが 半半 刚に ニモ セ 亩阳十 
巧 人に 上 0. 1 九 一ニ セ 年 一年™ Q1 二 千 八な 阳卜巧 人、- を 二八 年 I 年間の 置 千の 酉 六十な 人に 
比して が當の おかを 示して ゐ る。 

.此のが ホが 巧の 仕 ホは 巧ガ KdFQ 本部から け はれる ばかりでなく、 か タイの 側から も 自給 
円 足 的に おしい 闽巧 文化の 削 造が 巧 はれる のであつて、 巧ち まなの エ おがぶ お 等では を 巧自の 
巧 巧み® を 所 巧して ゐ るので あり、 现を巧 かる 巧 おお 曲は 巧 計 六 千 五が を W して ゐ るが、 共の 
尖端に 立つ ものは ザクセン 大ず おであつて、 共 巧は 唱が曲 w が 二十ぶ 似， ま 巧 曲 五な 五十 化 柏， 
巧 桶 《 巧十网 個， 巧な の 保 ホ K が 五 おを わへ て わる。」 


1) Amt ..Schuhing und Volksbildung* 

:) Amt Deutsches Volksbiludugswerk*' 


第 六を 社 會敎肯 事業 局と 其の 事業 


巧- な# お靑 g 雲 局のを 巧と 巧の «« 

KdF 細 立 第二 差 中忆先 V 「富 畜ミ 意」 が 養を た •それは KdFS 曇 贝ミ 

チス 世ホ觀 にか 育す る ことを 目的 丰る ミで あつち そして 共の 巧を は围 巧が を C 巧 巧 
及び 映な ミ 中、 むと 曼そ 宙寞 をれ てわたので あろ」 を 化の 韻を ては M モ换夕 局の 
仕事の 一? ホ、 裝局 にを ホれ てわたの であるち 一九 一 云 華に •至 ミ 「巧證 各れ 毫業邑 
が 設けら ち、 從を叟 Q 1 がを 思 ホが 棄 局に 奪して •がしい 案を 開擎 るに •をつ た。 

化の 巧し いれみ 巧ち 巧 お 巧の け おは 嵌 早 や KdF をな 具 ダけ の权 巧に おられて ねない ので あつ 

て、 KdF みちを 部に 巧す る 公 覆な 舊 をを 前け る こと、 をつ たので 畫 。今 •をい な 

々お 巧が ホ 巧の 巧 鼓に 松して、 をの 巧技 フ リブ プ •ロ ィト B 7 フが 「 W 逸 化み なち 事業 局の ぶ 段 
巧 一 れネ » 古 ♦ホ 材 のな# と 共の 事業 】 ホー 


巧みな 化會 を w 单ホお i 其の 事* 1 ホ ーー 
と H 镇」 と駐 する 一义を 公け にした が、 今、 巧に 共の 乂 ホを 巧 かしょう。 

「お！！ 友 化を お 巧 おを 解散して 街 逸 社を おち 尊 萊扬を 新設し、 これを K d F のな お 中に 視 入し 
たこ i に つて、 化の 局の 化 単が どういんち 巧に 巧つて わる かは をち にがし 巧ら れ やう。 

それは 衡< 人々 に •を阴 民を かかして ゐる现 化の 巧 閒趙に 沈 おして そのな 暇を 目的め に 使用 
するな QS ® を 巧へ、 その 個人的 天が の 避 速 化 おに 役立 0 ベを である。 これに 苗つ ては， なか 
の お 巧を 极 であつて 现 巧とは みの 巧い 巧 g のみ 勘を 放が する ことを おけて、 お M 巧の み 役の な 
巧巧岛 たる 個人に お H な U ぶつかつて 來 るが々 なおに ま はれる H 巧 生 巧の 村 おお 团を闲 がる だ 
け 化 化つて がべ. きで ある。 これにょ つてみ が 人の お ホを 助め る ことに かつて •その I おのな 誠 
を 促 逆させ て •を 巧が 彼に 巧 おする 巧し いを 巧を 捆 み. 义 はな ホは ま 息 まれずに あつた 自己の 
索 巧を 促 おさせて な： 一巧に ませす るか 館に 化を S くので ある。 

胁く 人々 がかれ のかな 法則の が 巧を S るな めの 格 巧は 报 おの 巧 擅な のでみ る。 がつて «进 化 
みか 育 華 おの 化 巧での な 施 段は を 加 ホの なめに 巧 おを ホと した もので あり •建な と歡 をとの 巧 
でなくて はならぬ。 かくての み •巧々 は 波 巧に* ホ ナナス 世 巧な fc 表は す 化か ホをから しわる 
ことが 巧 ホ やう • 


1) Fritz Leutloff, Weg und Ztei des Amtes "Deutsches VoIksbU- 
dungswerk." 


人が 現を のかを 轉型 巧に 底して. 毎日 出み つて 巧 かも どぅい ム化 にか それを おまなくて はを 
ら めがみに 巧し 巧みの 中に 生を て&る 化り は、 到底* の 人生の が 巧と が迪の 巧を とを 巧が する 
ことは W 來 をい。 巧る にみ® の 扇を 满 へた KdFQ 化が こそは これを なし をげ 得る ので あつて > 
同胞の 何人に も 人生の 愤悅と 生を 認班 とを 巧へ て、 おて なて 岡 時に 化を 巧 化に して 巧し い巧植 
をが する 巧 具と して 巧し く强 おなる 曲 民の 院同 巧の 中に 立たし める ことが 巧 巧る ので ある。 

なせ かち！! の 巧 裳を を 一ぶ すれば. 化の 巧を 化 含が ち 普 ホ 局が その 化 ザの 巧 苗 巧で どんな ま 
をす るかで ょく 错 る。 卽ち ナチ K 世 ホ おのを おから 讯强 して‘ ん 種を， 闲民 巧な、 阳 おを 及び 
經 巧を、 あを、 馈主 巧、 お*. 巧 巧 おを 及びな 術に 關 する 巧 座 がれを が 有 巧の わ 案の 中、 むを 巧 
して わる。 

化の！！ 克の ホに、 ホを 開の 初 巧 コ—ス が あつて •これは 助く 人々 が边 したな をを 化り 返へ す 
巧を を 彼蒂に 巧へ、® 人的な 能率の 增 巧に 役 なつこと にを つて わる。 しかし これは それに 巧つ 
て 個人的な 利な を $ やるな めにあき ではなくて、 單に闽 巧に 享を のまな からして、 闽 
夏 能率の 不 席の 增度巧 巧に 毒與 せんが 巧め になので あろ 此の 巧？， スに夕 る ものは 
巧 逸 語、 外闽 巧， 速 おず のが 巧コ I スで ある。 

肚 貪れ 《 車 苗 间の任 曲と 其の ♦業 一ち 己 


り VoIksbildungsBt る tte 



ぞハ巧 ；^^を巧#養とみのホ^# 一富 

か 8 ミム も Q が& ミ、 C な靈人 Q 薑藝 叢舅寞 をな 蠢 置を 與へ てむ 

ろ それには 冀 '寶 、ナ； •油 巧 雲： ハス テル •髮 等々 の 作 8 がを ろ 

Hs 夏 ミ f を お 巧 QS を 霸言高 時ち 他 g 貨阿胞 Q 作 蒙 巧 十るな 巧 

の f 塞 學 ちを、 博 籍さ是 謹緊囊 装を 賈 塞な 曼 If が 

巧に 巧 かして •化阁 に 巧す る 誇りのを を あたさせる がが 出 ホる。 

巧しながら 化 のれ なれち 巧のを 助 化 巧を た r 大部み だけに 局限したならば •それは 完 をと ょ 

を ひ 巧を い。 器で 惡蓉 を亮忆 置ら れ了& る帖一 Q 任務® 留がエ おで ま 巧け でも 

巧 はれて & るので ある。 

一 担‘ お ミ ふ ものは 何時でも 制約され た进巧 村が たるを ぎを いので ホ ミ、 蹇 的を も 
のは 巧に そ Q8 ミミ •施設 Q かでは ないから、 農では 唐 ニー 云 f 擧げ る® で 愛 
や ミお轰 、一九 量 年から 呈牟に 望 半年 閒ち巧 逆 化み がを 驚の 巧 鼓した もの 
二八’ 一二 阿 I で. 夫れ へのを 加蠢 五. 0 己 九' 巧 |一〇 人を 典し ち 

更らに 巧を 渉 ミ、 を 囊 產 低畫言 含と Q 裝 なち 夏資 置^® おを 
の' であ ミ •ち ミた 援 凡を 二皇十 冊を 遺 巡 S ぷ仿 がめ I 亩 t •これが 尝 


り Arbeitskreise 
2) Wandeib&cherd 



白め お， 巧のを を、 な；？ 度び 巧进 巧® 巧な 化モ を 巧 巧のは めに 化いて わる。 

お 巧のを をの 跡を 肋み て、 巧を 肚合が 有が お 局の あおと H 巧との 間違つて ねない 単が 巧ら か 
になつた。 何と をれば そのれ 含が 育 所の 巧 巧ぶ のね は 据ぇ 卡增 かして ほる がかで ある •かくて 
巧 局に のく 向かは 皆 •更ら に そのを 力を 巧が して ナナス 化 ホ 巧の 意 ホで® あの人々 t 作り上げ • 
巧々 がち ふる 人生の 息 巧に ないての ながを 彼等 忙 巧へ、 自己が 进 的を 逆 おな をを あらゆる 化 曲 
に 巧び おさんと して わるので ある。」 

巧 II ま 業巧众 

を 田に 約 一二 巧の 肚 々がち 巧が をる が。 これを 中、 むとして 己に なべた やぅな を 巧の 巧 » や 巧杳が 
巧 はれて ねる。 そして 共の 据 巧# のせは 巧增を 巧して ゐる • 

• 一を I 五 丄云牟 の KdF 巧 =1 差には ホみ がち 事 ホのは 闷おは I 二な 六 千 旧 •を篇 をめ 六な 二 
巧 人に 上つた。 化の 中にはが 述の 巧を やな 巧の 外に •エ 巧陌 を、 お 巧ぶ 單 •巧 巧. 巧 巧. 巧* の 
巧 化視妄 、巡 罔な おず の モ法も 利用され て わるので ある。 農が にも 此のが 會 巧育專 まは あんで ね 
るので あつて、 同年 ホには 「社み わ 巧の 夕べ 1」 と稱卞 る巧閒 巧な 會 t 他す こと 10 ■二八 0 旧 •を 
巧 二# 果巧 e ーホ五 


り Volksliddiingsabend 



巧みな 化# か 巧 事 巧树と 其の 事 巧 一み々 
加 人 貝 一、 化〇阳 •一二 八 人を 巧して わる。 尙 ほな 上の】 肢 的を 催しの かに、 巧 刖巧杳 、巧へ ば 現 

巧 作 装 Q 作 轟 SQ かさが 璧れ W ゎる。 器朗 SQ 如委ら 一室 六た は 華 二な 手 

回の 開催 > かち 阳十 巧の み 合 おを おへて わる。 

尙巧伯林大を招だけの同^^*!にがける同局の单荣の巧巧にぶても、 興巧巧いものがある。 がち 
それに がする 巧を に 巧れば、 伯林には 目下】 九 のれ 貪 か 巧 所が あり、 巧 巧ぶ 滿瓦 のをが である。 
講 巧では 目下は 西班牙に 说 チる 巧 巧を 巧って わるが、 それは 規 ザの がお閒 巧に 巧 巧して、 が 盾に 
一巧 深い 詔 萬を 巧 ホし め やぅと する にある。 ぶ ホ ホ 巧は 巧め てが 巧 巧で •例へ ば オリンピックを 
機み に 巧った 特 即巧設 のかを お •八 •丸 巧の S 巧閒 だけで わ お 十 萬 人の 參 かおを 巧した との ホで— 
ある • 


第 セ 章 巧 働の 美 局と 其の 事業 


巧- 巧 化の お 局のを 巧と その ■ホの gs 

を ホに 化 ホす る 人* が 共の 巧 巧を 巧す 巧 巧で ホる 作ま史 、仕 おお' エ 巧のを 坦 及びち 曲 巧を 穿 
化し •义 その 人* がせむ 住ち 及 ル 農村を 揉 巧 的に 構が するとい ム ホは 巧 巧 泉 及び 農民の 生 巧に な 5 
* を*! び おす ことに 巧す る ものであって、 共の 歡 びの、 むから して その 日 巧の 巧 巧に 巧す る « 巧の i 
をが 巧 ♦化すので ある。 かくして 巧 曲の 美 商の 仕# が 化な に 生ずる ので ある。 KdF のな 辛 ネロ 
1 べん 卜- ラィ 博 ± は 安 gQ 美 商の 巧 3巧 「巧 gQI 」 のが 刊 « ( I みこ 六 年 丑 巧 巧な 一の な刊 一 
のな にがて ホの やぅに なぺて &る》 C 
「 W 民な 貪 主義め 化 > な 策の 中位は 度现 巧ぶ しきみ 朵 論で もぶ 傷め & る お 善 あぶで もなくて • ( 

度 一 々•の 美 Ms を* とそ S ♦ホの »M ニ ハち 


度 セ 章 巧 美 》 と# の 辜な ー ホ 八 
挣に 生を た 人間で ある。 吾々 がそれ の爲 にむ を 巧して わる 巧の 人刚 である。 化して 吾* が 度に 
人 叫を 作らん とがす るを らば、 ホづ その 巧 巧をから ねば をらぬ。：： 吾々 は货 銀に ょつ ての々 
人を 黄ぇん とする のでは ない、 むしろな の 巧 的 •化の 生な、 彼のな おそして なのな 暇 等に がて 
そのを お 的む 巧へ を 巧たん とする ので ある。.... 巧 棟な 見 おに 基いて， なおは もはや 巧 役の お 
巧で もな く 何等かの 生を の爲 のな 巧の お 巧で もなくて、 K に- 0 の 人 邮ホ间 巧が そのむ 度と 晚 
とを はて 巧を 的 生活の 爲に拟 く 巧の 大切なる お 所で ある •かくて 巧 おの 養 巧 及び おボ はおを セ 
るを 巧に ホで 玻展 されねば ならめ ので ある。. 一 

而 して 化の 「资 化の 美」 の おかの 巧* の 起 液と なつた ものは-- 九 S 111 年に が 化された 巧を 巧 
化戰 なな 问盟の 度を 的な 化 おな のであつて、 巧 JH -- 月 中句に 巧を エお巧 » ホ 巧 村 邸が 典の 物な 
を 巧 » のエ お、 事 ま おに 巧して、 巧 断 文化の 教惦 化が に 脚す るが ホを あする ことにょつて ホ 板を 
つけたの である。 同な M おはこの 巧 吿を基 主して、 不都 なな 化 巧に ある エ お、 が おおに 巧して は、 
企 お あと 肖资 かなは たを おんで 適 巧を 度 おを あらんと したので ある。 

化の 进 巧が KdF の 巧 まの 中に 化り 入れられて、 を 曲に 巧して 卒巧 として 大巧 おを 展開す るに 
至つた のは 一 化 己阳ザ 十-ぉ 初 巧で ホ 0 て > 度に 化が にを W 的な 一大ぶ 傅 運 S が巧历 •映查 、ラ 


る 

巧 

に 

巧 

巧 

八 
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- r 

巧 虹 

縮 

副 I 

0^ 


U の 


ジオ、 を 種のを 合 •度資 を、 巧頭宜 w 、 エお宜 博の 聲沒 F にけ はれた ので ある。 

巧くて を 巧の 夕 巧の エ巧 におし 低き がけて、 を 理の施 技を 肖 巧 的に 巧は しめたので あるが、 _ 

化 S お 年、 •一 云 ハ 年には 更らに 進んで 俯々 の 偽を 集 曲を 系統的に み査 する に まつた ので ある。 例へ 
ばな 巧 お、 が 冗が 班 お、 靴エお •旅が 等に ないで jgia 的を おを が 巧 はれて、 ぶが ザけ でも 二 千 お 
巧 おを おへた ので ある。 

それ 去时 時に 美化の 手は を 村にまで も あぶ こと、 なつた ので ある。 

第二 巧 かの お 局の » 臭 

巧の の 美 局の 事業の まな ものに ないて 巧 ぶれば ホの かくで をる • 

I 、 エ «ミ 化 事が 

H 巧 作 菜 おにが ける 祐 致に 閒 する 一切を あれ ふ ものであつて •卽ち ホな のが お、 空 巧の が 巧、. 
巧 場の 巧 ホと 巧が •夏 お窒 、巧 面 巧、 度 お > 休 想 巧 おにまで 及ぶ ので ある。 而 して それが 目指す 

所ち - 

巧 巧の 巧が とお ホ - 

巧 ニ ホ おめ 关 なの# 巧 ( Ha 巧 化 ♦巧】 一六 化 



策 七な々 Hs 炎 M と 其の <4 巧 ー セ 〇 
を裝 肺に ょる 職 « のが 化 
十み なる を 室と めを 設错 
小 さっぱり とした 中庭、 美しい ま 化 
完 をを る 保な 施設 (特に 戰業巧 防止の なめの】 • - 
巧る を 作 おお 

なを 目に し 巧る 化废 . 

淸挥 なる 巧 あまと 化 姐 巧 
化 度み 化 等 

である。 今、 夫 等の 虫 ホが どの 程が にどん な ザ 巧の おを' 化って » 現されて ねる かとい ム 巧を みら 
ん がな めに、 同 商が 創業 後邮 もない 一义 S 四— 己 丘 ザの 短 巧 脚 巧に デュ， セル ドルフ 乂 を 巧のに 
あるめ 化 百の エ史 にがてめ 二 巧 五十 巧 マルクの 巧 W を g して 巧った エ巧 美化の 施投 ののを を 左に 
示さぅ。 

施設 面 巧 巧が 巧 (マ* ク】 巧 瑕 巧が 巧 用 お (マルク】’ 
エぉあ 度 巧 ニニ 0、 000 •■が 巧 二 S 五、 000 



お 巧 狡が 化 0、 000 巧を 室 一六 八、 00 ひ 
か萊お 九 S 五、 000 巧 巧 二八 0、 000 
控室 (化 涼 室) 一八 一二、 000 自巧单 保を 巧 お、 000 
中央な 房致佛 六 セ、 000 おな 設備 二、 000 
ぞ を 一六 0、 000 ラジ ホ旣備 四 > 〇〇〇 
沈 面 巧 二 0 九、 000 巧を 度め 巧備 一， 000 
かくして化のエ巧美化のみ柔はいょ^がのお苗を巧め、 がの巧をを《かにして巧ったのであ 
ク て、】 か 云わ に ま 0 ては、 ホの やぅを 方向に までの お閒 をな して わる。 

「巧 巧と 秩 ホとは 巧 低の 美に 巧す る 第一の が 巧が 件た るに すぎない 。一切の 巧 力の 投お目 巧は 
-お 巧の そ 化の な 味の 中に 求む ぺき である •化が に 「巧 助の 美厉」 のま おな 沒の巧 苗の 膊 ホが 
をろ 本年の ご 頁 巧ち エ お® 護のを 茲が巧 お まれて •化の 方面への* S / が 藻せられ たが • 
巧 巧と エ巧美 巧が 從巧 ょりもぶ く おおの 構ぶ になり 入れられ ねばなら ねとい ム審 になった。 の 
く 巧 あの人 達は 美しい ア ブト ホー ムを 持たなくて はならぬ ので あり、 巧 分 巧に 立ため わを なて 
で 怯 あるが、 何時でも もみの 美ち に 快適と 美と を 巧へ やぅと してね たので ある。 がるに 巧 のと 
巧 二 巧 W の# « の ( H 巧ち 仏 ♦巧】 ー セ】 



第 セ々々 tt の 薄两と 其の 事 巧 I セ こ 
餘 腰とは みく もも 同等の 巧 値が あるので •美と 埋 味との 法則を 巧 おにまで も お 用 するとい ふが 
は 自明の 案货 とちは ねばならぬ。 巧 庭と エ おとは 反 封な ものであるべ をでなくて' 本當に 出し 
い 文化を 啼み 育てる 巧め の 巧 じ 手段で あるべき である。 

现在 化の 巧 ホを ザ 現せん とする 新しい 巧 助が お 〇てゐ る。 それは 巧保ム 同な 巧談 望は これを 

な 造して 將 巧は 巧 巧して 、それが た お頓 して 淸が であると いふ だけで なしに、 殊に 

なお 的に 巧が し 美を 商拥 して、 肋く 獨 逸の 人々 の 眼を 休が 時閒 中が ましめ る やぅに する ので あ 
ろ 巧くて 始めて 化 巧、 卽ちお 暇のを ホが を 巧 的に 到 建され るので ある。 

これと 平む して •まらに 巧 二 巧の 巧 巧 がれら れる ことにな 0 て わる。 それぶ おかいを 巧を が 
巧を】 おに ま 拾す る こもを 目的と する ものである。 ょく^し で 適を に 巧な した 共问 おひを を 
巧が 颗でま 給す る ことは 多くの がで 利 注が ある。 これは 化 友 巧 神を 强 め、 なめて 祐 度して 計畫 
的な 保が のが 進を なす もので あり、 お费を 巧が におみ する ことにが つて 巧々 の お 社 巧な の 巧め 
のがに がける お 力なる まなと なる ので ある。 化の 巧 巧は W 巧 巧 « 局ぶ び网巧 巧が M との 共 巧 か 
巧で をれ される。 

その 次ぎめ 任沒 は、 jg お 巧 化ぶ の 巧め にがしい 巧々 舍を嗟 巧す る ことで ある。 巧 あのを 巧ぶ 



1) "Gutes Licht" り ，怎 ute Luft" 

3) 夕ぞ ist Hontek, "Kraft durch Freude'* auf dem 
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に その 巧 おを 送る やぅに と 思 K で 募集して & る。 この 巧みを は 巧 夫が な K なか 田 苗で な 口へ や 
つて 巧て’ 化 度で をく 楠 措され た 養 中で 羣 Q お 物色 誓」 て さ、 お 室を 述 つて 爱 まに 
おを、 こ、 で作果 あを 巧て 化が にを くと い ムやゥ にし， ながを 校つた 巧は、 その おの 昭 巧で ホ 
巧た るか 化 巧で 巧から おに 喊 ると いふ 仕 巧 ホを ので わる。 

「ょいを な 巧の 巧め に、 巧 局は 專門 まから 巧る 特別を々 みを 持つて お P ，大を 巧には そのな 
めの 巧 巧 巧が 設けられて ねる •己れ 等の 巧 巧 力と 並が して •又 化べ ての エ おに 「ょまを も」 と 
いふ 運め もけ はれて & る，。」 

>1、 農村 美化 / 

をが 美化の おがは 巧 村の-切の 生を 巧 件に 適 おし たれを 巧 巧と か 十 年が ちへ がかれ セ 計* 的を 
文化 事 塞と にある のであつて、 化の ち ホの 义化审 おは 巧 ダを がに 都を 的を おを を 施し セ おおのが 
おでは をくて •ち 巧 巧 おお 苗の 向上と 巧醒 とに あるので ある。 化の 巧け 文化み 菜の I ホを 初に 一 了 
はるべき ものが 化の なけ 美化 お柔 をので ある。 そして I 化 己 六 年を はま ガ化 巧のを 村が そのが 巧 

のま 蒙ち 霞£畫 を 碧孚 ぎを S を Qw、 I 一一 一七 忘 皇贾ま S ： 蓋の# 

おにを， 加して & る。 

♦二 々働の# «の事« (皇材 « 化 事 «】 - ±3 



ホセな 巧* の美材 と# の 事 其 ー セ 巧 
どの 大を 巧に も •小を 障に も 巧 村 美化 事を を 貝 貧が 化來て わて' 此の 美化のを 类 をを まさす ぺ 
くを を がつて わる。 がちな 年を おを によつて 試を がけ はれて、 どのが に 巧 巧げ のを* 稱 化を 詔め 
るかを 化 化する。 だから 前^の ぞ陌巧 巧が が 本^には この あ# をが 失する といん お 合 も 生じ 
巧る ので、 これは 阳じ巧 的の 他の がが 巧ら にな 巧め な 化が をした とい ふ おによ つて ある。 おつ 
でが な 川に 毎年の やぅに 巧爭 がむ はれて、 いよ-^ ながの 丈化酱 まが 展開して W くので ある。 

化の ホ 萊の爲 めに、 み 村は おみ お、 を おお、 ヒブ トラ—. ユ ー ゲントが， ナナス 掠 人宿沾 巧、 
立 ホな 農村 芭 间庚职 .ホに 冬の 復 に！ 切の 文化的な 佛 をれ ひ 巧る お 阳化食 巧を 較宙 する 必 おがわ 

ろ 

かて 今、 化の 遵村 美化 通 動の が 巧を 知るな めに 口 ン化 ホに がける A が 美化 巧 かの 巧 かと、 
リュ I ネ グル ク のがの 中央に 巧は る 一横範 がの な述 とを 左に 巧け やぅと お ふ。 

口*— ン 地方に がける 搂がお 化涩動 

巧 巧 中が 山 巧 中の 一地 ホ P 1 — ン 、約 ご 一千 ザ方メ ー トルの 地 巧に 二十 萬 人が 住んで わるが、 
人口の 巧 巧は 中が 巧を の それにぶ ばない •しかも それでも 尙ほ 人閒の おが 多す ダる。 主 地が 夫 


り Musterdorf 
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蒂の 人を 養ムピ 4 •みで なく •え H 巧 もな しない わらで ある。 

度 おとれを とが 化の 巧ぶ のを-をで あるが、 そのせ、 A 巧® ホの 時までは， これが 化の 化 方の 
人々 を* ふのに 十み であつた。 巧が 共 度に 二つの ホ 巧が ま t て •このれ 巧を I 巧せ しめた。 そ 
の 一つは が 化 山の お 主の 人民の ことは 巧 あしないで 唯 ダ 己れ と權 力と を だけち へた おがな おな 
な 移民 巧で あり、 その 二は 共の 巧に 人つて 來て » 巧のを をとは をくな 巧 ホな 円 由を 巧の 巧 入に 
ょつて 血 主 主との 問の 括な を 巧 法して しまつた 巧め であつて、 その おみ、 をに 今日では お > わ 
一二の g ぶな 咨の 中、 やつて 巧 かれる ものは 化かに ろ-五 ダけ で. その他の ものは 巧* おの ど 
ん 底に ホる。 これが ナチ ス な 權巧 握までの が 巧だつた ので ある。 

がるに 化 おに 「ホ 7 トー •ヘル AI 卜 が畫」 とい ふ ものが 生 t た。 これは マ ィン フブン ケン 
大巧 K おの あに 因んで あ づけた ものである •化の プランの 大 H 的は 巧 桂 的 人口 政* である • 
ホづ 共の 巧 一巧 手は 巧 路の保 巧に ょるを 化ぶ の 聞 没で ある。 W の ホは が 化せ 班の かに、 農民 
お 曲を がり •十六 巧 日程の 荒 おかの 巧が をした。 义己 にある エ まの 巧 巧と がしい エ 巧が 口のを 
巧を し セ。 そしてを a *1 ン化 ホの 再 巧 林を けつた ので ある。 巧くて 此の 化ぶ はを く 面白を 一 
巧して， 度く ばかり 淸译な 巧 方と なつた。 そして KdF の 巧む の ルー トに 指を さる、 におつた 
«二 々《の 巧 W 田 事 ホ (》 • I ン 地方に がけ S な 林 巧 化 里 S 〕 ー セ 五 


]) Otto Hdlmuth-Plan 
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ホセな ホ； IS 美 材と共 S 东巧 I モ六 
のでを る。 > 

おお 社の 一傳型 . 

リ ューネ ブルクの 巧み K 中. ゲル ダゥのを に 巧ぅた 人口 僅か 一二 百肚 十の 小け. ア ィム ヶが叟 
肪 ザと をつた。 巧 巧な 巧 巧 主 お 人の 小さい 巧が 自分 まの がを 巧 用め に、 ホ淨 に、 巧坦に 作り 上 
げたの だ。 ゥ * ル プ * ンとゾ ル ダゥとの 間た-目に 巧 ガー凹 だけ 述ム巧 便 肖 勒单が 立ちる だけ 
で， 化ぺ ての 巧！ 一から 錫 ざ、 れ て’ 化の かかの 小が ははれ つ お 畑， 肥ぇた なお •詩人 n 1— ン 
ス の 巧つた お 巧に 化り おかれて おかに 巧 はつて ねる。 

此の 地を 一巧り ぶて 狙つ て •化 姑には 巧曼ま おして ゐる ことを かつた ので ホろ 飾つ たせ 
宅を 持 0 セ セクの 化 典# お* がつしり 占した 技 や巧屋 はせ から‘ ど 0 しりと な 巧いた 巧 民が 巧！,；, 
目に のいて ねる とい ふが をょ くまは して わる。 •年 セつた ない！！ のが がをおを 困み、 ょく キ の 入 
れられ た 小さな か 庭と 窓に おぇた せ 木の 酌は 美に 巧す る おかを をはして ゐ る。# がは 巧 ホが 巧 
淨で H 的 的に 鼓 麻され てゐ ，巧 巧 巧いたり 战 おを 巧を 巧へ おちな 巧 水が や 巧 巧 なぞは おた <も 

在い •器 的 援 S へ A 白い 妾で 《ミ 隻 S & 客ち を？ や 浸 基を 巧を ホ 


としてね る 4 ので、 農民み 自 がするな 化 や 田 曲 Qg れた 耕作と 巧 用とは 博 まめ 晒せと 巧 力の い 
、强 巧と なつて ねる。 

村の 巧 巧 や 手エ ホは 隨か策 昼で •車大工は 耕作 用の 卑サ おり 入れの 卑を 作つたり i した 〇 
する。 巧め 居は 收 挫に 用 ゆるを おのが 作に 忙しい •ヒ ブト ラ！. ユ I ゲントが や ゲル ダゥが お 
の 建 殺が 計* されて わて， 村の 産 巧 閱なホ あ 连は化 おに 火い にあ 巧して 化いて 石る • 

二 保から 巧る がしい 巧 巧とぅ ホく お化されて ねる おを あ 防 段の 設货は 化の 巧 巧 巧に とつての 
を韵的 按问を 志の 患 左で ある。 村落 あ问 巧の 夕べの 他には •ななのを 民 ままで 自轉車 や自巧 お 
で やつて ホる 化で あるが、 それは 子 巧 山の がの 屏沼お 「ク B - I ポ I .ブ I ル」 で 他され、 化 
の お 巧 尾の 主人公は 此の 日 的の 爲 めに 乂巧 脚を 特に 作らせ セ 程 だ。 尙ほ 化の 主人公の 巧には、 
木 おや 抵師 、ハィヵ ー の 連中が 泊り をはせ て、 愉快な 晚 を おごす こと も 出々 である。 

これが 巧* の 巧が ヒ 7 トラ I の 意团に 描く 勞 低と お胜 と美と 巧び との W かしい 巧 巧 •ゲルダ 
ゥ のみに 巧は る 一巧 巧 村 ァィ ムヶ なので ある。 

ミ、 樓巧 g $ のなか 

巧 g 巧を’ 巧 巧 天 巧 巧の 設計に 巧つて わて、 己に 早く-化 S 巧 年には 闽巧円 助 苹巧路 建教所 
♦一一 巧 惟 s#!w のが 餐 (拓巧 巧 かがの 投れ〕 一 ± セ 


ホセな 巧 《 s 巧 共の 事な I 七 八 

のな 含 憤 巧 ラ； Q 設 かを 養 去れて 巧ち 蒙を-一 たが •巧蠢 鬟管 含靈 計に 化る 

巧 化 バラ， クの唐 毀に 巧し 二な 巧 マルクを 提供して ねる。 义 フリ） ドリ ヒス ハ I フ t ン にある プ 
* ッぺ yl ンエ 巧との な闷 下に 巧！^ の 天な 裝坦 をち ちして •巧が 及びな 立てに 桂め て 巧 便な 天 
ホを ち 化し ■« に 八な 人を 收 をし 巧る お 巧の ものを 削り 出した。 巧ら にを 投 •なま 义び運 おに 巧め 
てを 島を KdF 巧 « の 設計に もな つたので ある。 今 > I 九 四 0 年-月 十五 日が の： をを f ミ—,, 
お 上に 巧 かされた お 局ち 案の 巧陌 さを の 設計を 左に 巧して 爹 ちに がしょぅと あ ム》 

巧 巧 式の 巧牺 をを 

巧® のを 商は 抬 巧を をな がしい 巧 S をを の 型を 御 束し セ。 其の は 左の かくで ある。 

化の 巧舍は 二な 人を 化を する のをり 巧と してが り、 八 おの g 巧ょり ぶる。 卽 ちみ 阳十あ fc 巧 
る、 お 住の 間と# 室を 惦 へた E 株 •度を ぶび 围巧ま I 巧、 お 巧 ま I が 及び 浴 巧 巧 面 所 义び巧 巧 
一巧で ホる。 注 巧の みがは を 問 t 規格と なつて & るので， これを 唐 てること がを るで あり、 そ 
の 爲 めの 巧 师も短 < て すむ ばかりで な < 、なかな キ數 でを わを* めたり 柏め たりす る 己と も 巧 


居 ま 店 まの 株は 夫* み 八ち 巧が* る ことの 巧 ホる が屋 おおと • gM 用 ま 一 お、 S が 屋-巧 fc 
K 々けられて わて、 夫 等は 一. 五〇ィ 1 トルの おの お T で 巧 おされて ね、 その 一巧に 巧 巧が あ 
る。 五つの 巧屋 には ぺ ，ドが 巧 巧に 化り が けられて ねて、 巧 衣 化 あには 十々 にお 巧が れつ' て あ 
る •畫閒 用 まには 長い 化が 阳個祐 化けて ホつて、 化 化に 化の なのを 具ボお e の時閒 fc - 持に お 
まること ボ巧來 る。 は 部 基には スト I ヴが巧 かけて あ P 、 巧 時に 巧れ た ホ » の巧史 まに〜 なク 
て わる。 化の お盖 なまの 达 わの だ 房は*^ 巧 巧であつて、 其の** ■資 はを お 下に 化り が けられて 
ある。 部屋のを 巧は を 規に巧 じて を わられて お P 、 お 住ぶ み 一人に がさ 10 立ぶ メ—卜 のを 
巧が 巧 てられて わる。 

ちまは 巧 あを 牧 をし 巧て、 これには ニモから 化が を 巧つて わる 巧い W 巧が かを、 更ら にが « 
まとが なをと が ある。 W 房には 小さな 巧 務宝も あれば • W 一 おに «< 人* の 爲のル さなち たを も 
ある。 化のを をでは， KdF が 側 十酱術 的た 他し や 巧 巧 柏の 夕べが け はれる •それで 化の 巧め 
に 巧 g や 映な 室が ホぇ 共の 反 巧 苗 面に な 幕が 投 けて をろ たせに 接して 小さを 巧 巧が あり > 
廣 間に 向クて おれが おぇられ、 玄 M 化は を 口が あつて •化 化で 巧ち 其 化の わた 贴 資する や ゥに 
をつて わる。 

♦二 巧 働の 美 局の* «(««*♦> の なむ】 -セか 



# セ 章 《 s 巧场と 其の 事 《 一八 〇 
お 巧 室 if 中* 忙 だい。 ホ づ备舍 ちの 普璧が あ。、 を 計が のまが をり、 物 おも ある。 # の 

をを 舍ち 副を をち を 計な 爱巧 生な の 臺 とお 室 まあろ 化 i 物の 前屋 他の i 
を 辟 切られて •ホを が 蓋を て あろ 化のを 物に 蟲寧 養を 化 事が 屋も あろ 
なお， ホ 面 巧 及び 便所の I がは この ± 地の 下水 巧への 巧 おが 不可 巧で、 夫々 の 居室を 五メ .1 
トル 胜ぱ して 此 度に 夫々 夫ず をな 化する ことが 出 巧ない 巧 合に をて る もので、 四十 あを 化容す 
きを 出 巧る 設計で あろ ユタ； 卜 板で おつた 巧し いな 面 所 おおには 震畜ま 給され、 
一時に =1 十クの 洗面が 化 巧 六 個の 雨 おおを 巧へ た爱お 室が I つ あろ 
此 等のを 物の 養 は、 巧に 島に 適する やぅに とい 妾 さなく •蓋の 美 巧と いふ 意 
も 顧 あを てゐ ろ直慧 fQ 唐构を 旧* に ホべ て 建て、 をに 柏々 にお 巧 まのを 物、 をを 
を 巧 おに 巧く 唐て ろを て 助 呼の 愛の 庚ぎ をめ るち め 二 力ま 一子 I へ クク— ルの 化 巧 

が & 尝重 。もつ 呈地 がを ば さ & 董ミポ _，5 J が肾 を、 ミく、 を 暑は め 

111 •九へ クタ 1 主 もなる。 

四、 巧 化の 美 A がを 巧夏韋 

巧 巧は 巧ら に】 丸 S 化 年に ft を 巧を がを した％ 化の 巧を ザは 唯 ダ巧找 ばかりでなく > ホ 巧 ま 
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巧 w の 美 巧が を 度 息々 








用み、 晚裝 がみ、 化蔡化 > おみ戶 巧、 巧お戶 巧、 §シ* ヴー の巧備 等にまで も 巧 へられる ので 
をる 《 

共の 巧が にク いては、 お 作を の 申が にょる ものであるが、 この 申 巧は 巧の の お 巧が 獨进 巧の 巧 
おの 夫* の 春 門 系、 巧 殖お師 おみ' 曲ぶ 巧 肪保巧 局、 エお 巧ホ關 なな WK 等と お 力して 巧 巧を 巧 
する ので あり、 巧のを 査の巧 巧は、 

(一) 技巧的に を 目的 巧なる こと 
こごが 巧る ガけ巧 巧 原 巧を がが せる じと 
こ 二) 規格に 適應 しわる こと 
に S かれて わる。 

ホ « には 手 數 がを 巧 サチ、 た ジ 審 直の— ずる 费 用は 申が ホの ま辨に ホつ ことにな つて わる • 

第 III « ♦ 巧 « 

エ» 美化の 方面では •-丸 S 四 年の 巧 oi でに を闻 で-干 セな 篇 マルクが その 费用 として ま ホ 
お* ホの 側で 巧 用され たが、 一 义云五 年には 二 巧 マルクに W かし、- 乂 己み 年には 四な マルクに 
み'. ミ ー 事樂 a « I 八 五 


摩 セウ々 《 s 巧材 i 其の 事* ホ 

速し ちそし ご 望 再 集を に、 化盡 、化み 巧め 一.000、 巧 爱び蘿 室め =38、 
H お 內炼地 約 己、 五 00 、み 理スポ I プ設椎 巧で プ— ルを 呈 Q •巧 面巧爱 まち 五. 〇 
00 が巧投 された ので ある。 そして 其の 化に 己 巧隻 U 上の W 巧 おと.- 干 货の巧 巧 巧 巧と が 巧 化 
の 美の* 巧での かまを 巧され た。 

毎が 美化 奚覃は • I を 云牟 ホには 巧 巧 農が se にと 十餘 をち •そを でに 已に 六十 
S のさ おとめ 己で 二な ケ 巧が 美化され てね る。 

U 志 I 化呈ハ 年末を の 巧》 である 夕ま 巧の 田 逆には R く •へを ものが 窒巧 であろ 





戰 時下に 於け る KdF の活巧 

巧 ホに がける 库を进 なの 曲ぶ め* S で ホる KdF はを 与 十一月 二十 セ 日に 其のが なおを 日左慶 
巧して 大 貪を 阳 他し •あま 一年 晒に がける a のを 巧珪 すると 同時に •その お ホへの 展里 t けひク 
i をる ので ある。 

而 して 一 化 四 0 JH -1 巧サセ H に 伯林の W 立 オペ ブ産モ 催された 巧 七 间 SWJ - K みに おしては* 

同店 同 巧の 指導 具 ラフ こンッ w± (Dr. Lafferentz) 忙ょク て' 一年 脚忙 がける ホ まの «吿 巧 
說 がが はれた ので ホる が、 巧 巧吿は W に 巧进が 其の H 巧を 席し、 がの W * みび 巧 おの SI 街の 重大 
な R おに 立ウ ての* 巧なる 巧を 展開し つ、， 共の 時 ± でに 己に 一年と 己 ヶ月を 巧た 閒に 於て •田 • 
を W おの 肚 ♦:生 巧が « 制の 供 巧を 円 巧して* fp 巧つた KdF が 化の 時 巧の 株に 巧ぅて 共の a 助 
fc か 何なる ホ 向に 推 巧せ しめた か、 冊して 更に 世 嗦的大 時局に な 面して、# の！ 9 動を か 何に あ 展 
せしめん とち 田し つ、 ぁるかは、 世 巧 新な ホの 挂巧 主い ム 同-化 命に々 « し專 をし つ、 ホる 巧が 
W0 « 時 y- におけ CKdFS 巧 — 一八 九 



阳な If 時下に かけ SKdF の 巧* 一 化 0 
闽 巧に 巧して、 巧 益なる 示 ゆを 巧 ふると 共に‘ 特に 化の 方面に を乂 脚、 むを 怯き つ、 ある 人* に. お 
つてが 巧の 货 i おでは あるまい かと 思 ふ。 

化を におは# の ラフ-レン ブ巧 古の 巧吿巧 おの 内を のな ホを 巧 介す る ホ 巧で をる • 
XXX 

戰爭の お沒は KdF の お 來の尊 ホの 配み にぶる 巧 化を 巧ら し， U がの 計* に巧更 をを ザし めた 
巧は 言 ふを もない 所で あるが、 巧し みのが おのが 則は 確サ として 不動で あり’ 共の お 巧の 目 巧は 
が 然として が あだ もしを い。 巧！ 单 ろを 個の 部門に 巧 甘ら れ たを 掠は U 前に も增 して 强巧 
にめ けさる ベを である‘ といん 巧 本 方 かが 巧な された ので ある •がしながら、 巧 時下 KdF のを 
ホに 於て 巧に 粗大され て 円* ましい 巧 巧の 跡を 示しつ、 をる ものは、 何と おつても、 ホづ 

軍 度が 啸 《 業 

である。 載爭 巧を する や > KdF はを 早く 巧 司み 巧 及びを 海ま值 あと 協 巧して •巧该 に 巧す る 
文化的 思 問のを お 萊を 引を ける こと、 なつた。 でも 映 巧な 供の ホ まだけは それから 除かされ てね 
た。 そして KdF はぎ 换 のこれに 隅な したな 施む 主聚 ホなる 巧 巧 fc が 0 て# のを g を 展開せ しめ 


た ■ので をって、 一 义二九 年 十一月 一日には 己に 化 M にがけ る 巧 おのな めに 「巧ぶ 巧の® なお »供 
立 お 间巧府 除」 の お 巧を 巧って わる •而 して 肢を とな 化の ホ惡 i •宿舍 の あほと を 旨して、 化の 
な 問 ま おは 其の後 閒断 なくを 打され て來ち 

一 化 I 一充 年からの 〇 ザへの をい をの 待な 巧閒 には、 KdF は 西が® 線の 巧な な 巧み 类を 大規巧 
に遂 巧した が •ホに 西が お 巧攻巧 巧 おがの 二 =1 ヶ月 閒 とい ふ ものは、 月モ 均一 萬 E で 囘 のぞ 民 K 
巧の 化を 巧って わる。 

六月せ ホ 日には， 口に T 巧へ 「巧 进勞扣 戰お附 W 网立巡 间巧的 お」 と 『巧进 屋内 曾な 榮 《」 と 
を 汲 逝して が閒孽 菜を 開 おした が、 之れ に ホいで r 伯林 フィル ハル モ ニー 巧な ザ 面」 の 公な がけ 
をけ はしめ て、 をが の乂ホ 巧を 收 めた。 それと 问 時に’ ノ ルゥ*] に少人 巧から 化る 巧 お 曲を 多 
おぶ 逝した が， これは をい 巧 巧の 間にみ 宿して わる 部 R の お問わち 化した 爲め である- 

た 巧 十二 日には、 己に 巴 里に 巧て 『KdF 战な脚 お」 が 『ミンナ •フ ォン •バ ルン ヘルム」* 
上 巧して 大巧 ホを W したが’ セち + 八日には 巧 曲に 於け る 巧 反の B 問 尊 まも おおされた。 

X X K 

今日 KdF がが 巧の 事 巧を を 巧し 0、 ある 昭 曲は、 w に W 巧を 巧の 四 巧の 巧 さに 及んで が P 、 
wit > 巧 下に ホけ £ KdFS 巧 K ' - 九- 


附« * 時で にがけ SKdFS 巧 « 一れ 二 
KdF の諸助留は化はナルゲィ，クょりイス a 、 コーぺンハ，ゲン、 アムステルダム. ボン. 7 
ンスを おて 巧く 西 巧 ザ W 巧に 义ぶ 巧* たるを おを を 巡 旧して わる •そして 巧 爭巧お U ボ U に 十八 
巧囘の 特別 上 巧に ょつてず 除に 歓 巧た 油して 力を* らして わる •度に 五で WU 上の 巧 ホな ホを 迎 
へ， 特圳上 巧の 中 五 巧五卞 同は 占 巧 地巧內 でけ はれた ので ホる が •將 巧の お* はこれ を 巧ら に I 
巧# さしめ やウ をして わる。 

そして 本 午 十二月の ーヶ月 夕 けで、 佛蘭 西と 白 巧 まとに 巧 旧の 榮 由を 差し向ける 事に なつて わ 
る。 其 おには 大构 中ので なる ものが g 供され る ザは まふまで もを いが、 今な みに 共 中の 看を なる 
もの 一三 一を ♦げ るを らば、 巧が ホと しては ロー ベルト. へ ー ゲル、 オイゲン • 3, ヴ I A •ハン 
ス •クナ ，ペル ブ， シユ 等が あ o ' W 唱朵 には エリ—. ナイ • a ザ リント •フ *ン .シー ブブ ハ、 
ウイルへ ル A •ケ A プ巧ボ あ *、 a 奏は 『K レス デン •フィル ハル モニ IB 」 「，イプ ナヒ « み 

ホ® 巧 お 樂《』 『ウィ ー ン W 立せ を 商 巧な 樂围」 「化 林 W 立 オべブ 屋巧樂 《』 「巧を オペラ 巧 畳 
巧 ホ 《」 が 之に をる のでを る。 『バルナ バス. フ ♦ ン .ゲク ブィ） 曾は 巧 困』 は 巳に 巧 度 わ 巧 民 
« 問の 無料な々 fc 巧つて わる。 巧* の 方では' ハン プル ク 、シ * トゥ， ト ボルト 及び ワイ マ— ル 
の W 立樂 か » 'フラン クフん 卜 •アム •マ インの ホ 立 樂化 團 .力， セル、 オルデンブルクの W 立 


s お •ゥィ ー ンの ラィムント 巧 巧'* た 擧げる 春が 化 巧る。 

a 病 兵 《 n ■業 

巧 巧 兵を 巧院 にお 巧す る « 菜は KdF に稱 ホら れ たを も 巧 大度を 春な 巧の I つで わるが •化の 
巧 院主い ム巧即 のれ 巧を 考 ホして、 その 催しは 多くの 巧を 小さい お 午 少數の 巧技 まに ょつて 巧は 
れて & るので あつて、 化の 特 M な任沒 t 歪 巧され て わるのは KdF の 中の K ポ I ッ巧 街び に肚貪 
が 育 巧ち 局で ある • 

巧院 でけ はれる 曲 育 巧技には、 負 お 者 のれ 巧を 十み ち ホして ちを された 多方面の S 目が ♦げら 
れて わるが • KdF 巧 巧が 巧に 目 巧して わる 目め は， « 巧の 间巧 とを 能 牵の再 g 巧へ©* 動を 自 
なに 强め ると いふ 巧忆 わる- 

れ ♦おち 巧 ま 局は 巧 司々 巧 及び* 巧 ホ 十 宇れ のま 巧の T に. 巧' む 者 黄 巧 講 巧 fcH 懼 して わる* 
己れ せ 食な して 快 巧した 兵の 押 神を 阜热 し、 おち 的に « 巧の あるた 单を 巧け ると いム 大切 を巧 ホ 
に麽 じて わるので あつて、 をな 者の なむを 餐 巧と いふ 事は、 それが 巧ガ 彼等に «* と 左&巧 
へる のに 巧 立 つのみ をらず‘ 'むみの 創 巧を を 巧に 巧す 上に 4 かなから めみ 果が あるので ある- 
»録 下 R がけ &KdFe 巧 ■ 一九 己 


が* « 時. 下にめ け 石 KdF s 化 K -九巧 

お 安が 楽 局の ま类 

KdF の 問 局では 本年 (一九 巧 0 年) 初めて、 毎年 他され る バイロイト のな 巧な 的を 巧 問す る 
企てを したので あるが、 ながの 命に ょつて， 此のな 巧な 脚には •兵 ± と巧衡 をと たけが 特にを 列 
する がが 巧され たので をり’ 巧 二 巧の 兵 ± と勞の おとがを 列して、 パィ n イトの あち 術关の 巧技 
に 接する ことが 出 ホた が、 をが 朵の 測で も-まだ をて がかる おがと ああと におち た® ホに 巧した 
ががない も 五つて わる。" 

巧 巧に 伯林の 蜗立 おの おは KdF の 巧め に オペラの お 凹 典が を 巧つた。 

ほ 株の プラ プァ 巧、 キ ■ルンの アポロ 座、 ポ ー ゼンの メト B ポ ー ル 座を 手に入れて 一二つ の 大巧 
投醇が 仕 華を 始め セし， ハノ ー ゲ T 1 の イリ ニ 座、 デ， サウの フリ ー ドリ， ヒ 座、 マクデ プル ク 
の アドルフ. ヒブ トラ I 座で 1110 の 巧 去が 之れ に » いた" をれ で 伯林の プ ラブ 7 おの 「KdF ぶ 
お 脚 お」 だけで も 巧と 同の な 巧を わつて， お 十九 巧の 入 お あを なへ てね るが、 いょ''^ 巧臺 をを 
のを 巧を ティ ー ト ''ン が 同 的 おのを 術 お 9 の 役を 則 巧け る こと、 なつた ので、 其の 6 巧 かの 上が 
特に* されて わる。 



X • X X 

此 おに 特說し 度い のは、 ホ 巧な 火 巧 巧の 計 ホの 下にけ はれて ねる r %! 扣 おな 同を を』 にがけ る 
一® ぞホ おで ある。 これは 招 巧 「两を 円曲 車な 路 をを」 で 姑め られて •西な 苗 巧 方面に 及んだ ので 
あるが •を惧 の 巧 做ぶ お间咨 をに ±で 及んで •を H では 一千 六な の 巧 W ネお时 皆を で それが 巧は' 
れて むる。 そして® わ U 來 •化 等の 巧を にかて ね网巧 罔の お 安の 催しが け はれた。 • 

化の やぅな 工合で、 闽 巧に がける 慰安が 巧の 単 ホは 柏を にを 晚 されて ねる が， をれ はを H 閣 ぶ 
おがの 巧に めて は、 巧 株に 立 0 兵 古 も •なおに 的く 巧® おも 何 巧の 塞 別が おいからで わる。 

今 化の が 莱の戍 巧を 巧 括 すれば’ 保 巧の 他し の お ダけ を おつても， 一义 二八 年の 十 阳ぶ巧 
でが から 二十 二な 阳で间 にあ 巧し、 を 加 者の かも. 五 千 五な 巧 人から 六 千な 巧 人へ と 巧 » 的な# 
加を 巧して わる •そして， 一九 巧〇 年の がキ巧 にがては 催しの 囘 おは 八 巧 五 千， 多 加 右の 化は 二 
千 六 巧 巧を 巧して わる。 その 開 他 巧 巧と 人 具と がかし ばかりが ホして わる ことは > 巧お の爲 めの 
特刖を 催しに « くべき 增 かを 巧して わる 事を U て • 4 •分 扣 なし 巧て 脖 りが ある 主い ひ 巧 やぅ • 

な 6 教育 事業ち の « 業 

A 時下に がけ & KdF の 巧— 】 丸 お 


V 


附« « 時下に ホけ SKdF の 巧* I 丸々 
開 風 U 巧、 ホづ 『れ みかち 巧 J の« おが 問題と なる にあんで 逸領 のみ 膊の ホに、 特に 巧 
領主が 基 ばる、 ことにな り、 ザ 郡 W 巧‘ ズ デー テン お. ホ 上が シレジア、 ヴルテ 麟 併 びに ダンナ 
ヒ 、西が プ B ィセ ン おを どに、 巧ん に その 巧 おた 姑た ので わる" 

化 おで 著しく 白に おくのは、 み闲 巧の お# 講 巧の# 满 ぶの ホ增 であるが •化の# 巧の* n ぶの 
技 も 亦ち しい 增加 巧り を 巧して わる。 

文 ポ—ツ ちの ■柔 

巧 おとを ま 度* の爲 めの スポ I ブ 局の# ホ も撰乂 された が* エ 巧， « 山 巧の ホ ホ 巧に がける 联 
巧スポ I ブ 田の 巧は 一丸 S 八 ザに め t 巧 wf を算 したの が •今日では 二 萬を 巧 かに ほえて fc る。 

お 巧 巧の！！ 桑 

KdF の-一部 局で、 がか もを もを ばれて & るが 巧で みるが、 «爭 のま々 た 最も 火* S 打！！ を 蒙 
つて ゐる ものは、 化の な 巧 巧で ある。 何しろ、 化けが 巧 通 上の れ姑卞 軍事上の 化 ホから > 话んど 
をく をされ ざるを 巧み いれ 態に ホる 化かから ぶても、 お 巧の 度い 事では あるが、 巧し これは' 


を 巧 ハイキングを 巧ん に卞る 主い ム 尊で 掛かの 巧 ひがが けられて わる • 

KdF が おる おおは 開 巧が* 己に そぅで ぁつたが •曲 爭閒始 巧は いよ'-- 巧 ホなる 至 巧を 巧に 
巧く 免に な 0 た-それは、 巧へ ば 巧 ホぶ に 西巧才 からの 「コンドル」 巧 保の B 3 に 巧して 化の お 
なが 巧 用され たが •巧 端屏始 をは 『BI ベルト. ライ」 「ウィルヘルム •グ スト ロ プフ」 「シ- 
トゥ 7 ト ガルト」 の 一一 一大 KdF おは 巧院 おとして お# に 曲 一* し、 波 蘭 巧やノ み ウ .1 1® に 巧な し- 

ち 

r 巧 働の 美」 局の 寒 業 

前の 巧と 同じく •巧爭 によつて 相を 大きな ホ 手を 受けた のは 化の 局で ぁる。 巧し 巧 争に よつて 
巫 ホされ る 腔容の 大巧 巧* モと相 化んで， 化の 局の 任单も 巧し いが 捉を货 へて、 ーホ强 巧に ホ 逆 
まる、 に 至つた。 巧ち 「エ おに 段 かい 食 «」 「よい ホな を 輿へ よ」 「巧 庚なる を おを』 等々 の お 
かが それで わる。 而 して 找 ホに よる 制限に も 巧ら 十， め 义 干 化の エ おで •め 八で 五百战 マルクが 
『み 扣の巧 J のな めの 巧直单 まに 投 ザら れた • 

XXX 
梢 « 時下に わけを KdFS 巧 ■ 一丸 セ 


脚な 田 巧 ■>!!! がける KdFe を a . I ホ ，./ 

U 上がを 田 巧の 巧# 力を 舉げて 唯 ザ 巧 巧に のみ 巧 中 さ ホセ 化の 巧 爭閱お ロ ホ 小 五ケ 月に めける 
KdF のず ホ 巧 吿の巧 巧を るな 虫で ホる。 巧 A は 化の 邮に 巧る 化大 なる » 抑 み わ C 巧 レと a 
んで わる。 


w # 十 セが-巧 十 お 日 巧 苗 
巧 十 セが 一另 二十日！* 巧 


54 mg ; 巧 
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大巧れ 會町 s 硏ホ巧 綱 

獨 逸社會 政策と 勞働殿 線 
巧-族 苗 斑 3 ぶ 


ブ にがけ るか 會 fc おと •それ まか 
を 貪な する々！ |« な 本 巧が かがな ホー 
る 寅 » 巧扣 をむ しつ、 ある わを ： i 
巧した 奸著 として 有ち でを 6。 _ B 丸 


大巧な 會阿 «硏 ホ 巧 W 


ナチ ス巧 逸の 經巧 的發展 
ご 接 おた — s ぶ 


W 巧せ 會黨 み！！ 獲の r ィブは】 擧 栗 
ホ-巧 巧す •へて 世界の 巧 « となつ-巧 
て* るが •かがなる 巧 « 事が とち 一 & 
巧 事が とを か々 とする かを W 巧し 
たもので わる** _ .^一〇 


« 巧 巧 么巧著 


ナチ ス獨 逸の 夕働 奉仕 制 

苗提 J 斑 1—2 


- 1C 巧 

巧 儀 ホ 仕 M は々 やせ 巧 各 H に 寅 K S 祐 
ミれ てゐ るが •事 養で 自丰 にも* 々ぷ 
巧 きれてぶ か 農 材を阳 はず 典紀顯 一一 一 
著で ある •ネ ♦はけ だしを W と 比 I 一 ご！： 
« 々童す るが ホ 巧で みる。 i ぶー ゾ 






